




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　没ぼつ落らくしかけていたライエンバルド伯はく爵しやく家けの一人ひとり娘むすめこと、私レイファ・ライエンバルドは、貴族税を支し払はらうためにあくせくと働いていた。

　こんな暮らしはもう嫌いやだ。貴族の名なんて捨てたい。そう思っていたが、貴族の身分を返上するにも大金がいる。

　そんな中、突とつ然ぜん出会った大たい華か輪りん国こくという異国の華か族ぞくである婦人、ザン＝ラン・フォン様に、私は幸せを呼ぶ珍ちん品ぴんとして買い取られた。

　得たお金で貴族の位を返上し、大好きな父と別れて私は異国の地へと旅立つ。

　大華輪国で出会ったのは──立派な身なりの見み目め麗うるわしい美青年、ザン＝シン・ユー。

　ラン・フォン様の一人息むす子こだ。

　艶つやのある漆しつ黒こくの髪かみは長く伸のばされ、一本の三つ編みにまとめてある。その髪よりも深い黒い瞳ひとみは切れ長で、鋭するどく私を睨にらんでいた。

　どんな扱あつかいを受けるのかとハラハラしていたが、使用人では奴ど隷れいを買ってきたようでザン家の外聞が悪いからと私を妻として迎むかえてくれる。

　もちろん、私がお金で買い取られてやってきたという話は、シン・ユーには秘密だ。

　華族としての誇ほこりを何よりも大事にする彼のことだから、バレたらどうなるのか……。ゾッとするので想像もしたくない。

　それ以外にも、問題は山積みだった。

　まず、シン・ユーと母ラン・フォン様との仲の悪さ。顔を合わせるたびに言い合いをしているのだ。

　その喧けん嘩かの理由は、シン・ユーが病弱な体質であることが関係している。

　シン・ユーは幼少期から喘ぜん息そく持ちで、しょっちゅう寝ね込こんでいたらしい。そんな彼が武官をしているなんて、いまだに信じられない。

　義母は息子の病気を治すため、シー・トゥームーという怪あやしい占せん術じゆつ師に傾けい倒とうしている。

　もう、何年もの間、大金と引ひき換かえに占うらないと特別な薬を受け取っているようだ。

　義母はそれで、シン・ユーの病気が治ると思い込んでいる。

　医者に頼たよらないなんて……と驚おどろいた。が、大華隣国の華族は、昔から何かあったら占術師を頼る文化と歴史があるという。なんとも信じがたい話であった。

　一方のシン・ユーは、薬が効かないからかシー・トゥームーのことはまったく信じていない。そのため、義母に向かって、騙だまされていると責めるのだ。

　義母はシー・トゥームーを信じているので、当然ながら怒おこる。

　この親子喧嘩は永遠に続くように思えた。

　さらに、かのインチキ占術師は、ことあるごとに私に執しゆう着ちやくしている様子を見せる。養子になればいいと言われ、ゾッとしてしまう。シン・ユーが断ってくれたからよかったけれど。

　一刻も早くシン・ユーの病気を治し、シー・トゥームーとの付き合いを断たってほしい。

　だが、シン・ユーは医者についても信じていないようで、治ち療りようを受けようとしてくれない。

　このままではいけないと思った私は、料理でシン・ユーの体を癒いやせないかと奮ふん闘とうしてみる。

　蜂はち蜜みつ飴あめで喉のどの炎えん症しようを和やわらげ、薬やく膳ぜんという健康増進を目的とした料理にも挑ちよう戦せんした。

　思った以上に効果はあったようで、シン・ユーの体の調子はすこぶるいい。

　怖こわい人だと思っていたシン・ユーも、最近は心を許すような態度を見せてくれるようになった。

　ただし、義母との不仲は相変わらず。けれども、少しだけ二人は優やさしくなった気がする。

　このようにザン家の問題が解決しかかっていたのに、今度は別の問題が降りかかる。

　皇こう帝てい陛下が税金を引き上げたことによる、急激な物価の上じよう昇しよう。その影えい響きようで商売は破は綻たんし、失業者が増える。下町では、お腹なかを空かせた子ども達がたくさんいた。

　宮きゆう廷てい茶会で出会った皇后様は、このままではいけないと宣言する。

　一方、皇帝陛下は自分勝手で、享きよう楽らく主義のように思えた。




　私にできることは何かあるのか。それが、今後の課題だ。
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　今日もまた、義母はシー・トゥームーを招いて占いをさせていた。

「息子さんの病気、これを飲んだら、よくなるネ！」

　胡う散さん臭くさい口調で取り出したのは、その辺で売っていそうな漢方だ。それを義母は喜んで受け取り、大金を差し出す。

　もう、何を言っても無む駄だなので、私は静観していた。

「あ、そうだ、あなた」

「ん？」

　最後に、シー・トゥームーは私に話しかけてくる。

「私のところで、働く気はナイ？」

「ございません！」

　まだ、私を傍そばに置くことを諦あきらめていないようだ。なんというか、脱だつ力りよくしてしまった。

　私はインチキ占術師と義母に付き合っている場合ではない。

　やらなければならないことが、たくさんあるのだ。




　義母の占いに付き合ったあと、私室に戻もどってザン家の通訳リー・リンと共に話し合いをする。

「う～～ん」

　子ども達がお腹いっぱいごはんを食べられるようになるには、どうしたらいいのか。

　この前みたいにお菓か子しを配るというのは、資金的に限界があるしたまにしかできない。

　理想は毎日食べる物に困らない暮らしをさせることだ。

「やっぱり、失業者をどうにかしなければいけないよね」

　リー・リンに話しかけると、彼かの女じよは驚いた顔をしていた。

「ん、リイリン、どうかしたの？」

「いえ、奥おく様さまが、その考えに至るとは考えていなかったものですから」

「ってことは、リイリンの中にはいくつかの起死回生案があるってこと？」

　リー・リンの上着を引き、早く言うように急せかした。

「これを実行するためには、奥様のご協力と、多大な予算が必要です」

「私の協力？」

「ええ。まず、初めに、金公鼠ジンゴンシユ商会の従業員を増やし、工場を拡大します」

「失業者を、雇やとうんだね」

「はい。それから、地方の大きな都市に、店てん舗ぽを増やす案もあります」

「なるほど」

「それから、新商品について。奥様が旦だん那な様のために考えたお菓子を使いたいなと、思っているのですが」

　お茶を使ったクッキーに、ヨモギのパンケーキ、粉タピ圓オカ入りの「真しん珠じゆ茶」などを商品化したいようだ。

「よろしいですか？　奥様」

「うん。おいしくできているから、みんなにも食べてもらいたい」

「ありがとうございます」

　リー・リンは深々と頭を下げてくれた。

　ただ、私が許可しただけでは、事は上う手まく進まないようだ。

「工場の増設や、新商品の開発を行う資金が、不足しているのです」

　ここで、先日シン・ユーが言っていたことを思い出す。

「シンユウ、前に何か事業をしたいって、言ってたよ」

　もしかしたら、金公鼠商会に融ゆう資ししてくれるかもしれない。

　いい考えだと思ったけれど、リー・リンは険しい表情をしている。

「リイリン、どうしたの？」

「いえ、そんなに上手くいくものかなと。大華族とはいえ、ザン家の資金だって、無限にあるわけではないのですよ」

　それは、確かにそのとおりだ。

　今日も義母がインチキ占術師シー・トゥームーに占い料だと言って大金を渡わたしていた。

　このようにお金を湯水のように使っていたら、いつか尽つきてしまうだろう。

　私を買う時だって、義母は躊躇ためらいもせずに百金ジンという大金を支払った。あのような金かね遣づかいは、絶対によくない。

　しかし、私が義母に物申す権利などない。なぜかといえば、私はお金で買われた娘だから。シン・ユーに望まれて、ザン家の妻になったわけではない。

　その事実が、私の心にもやもやとした影かげを落としている。ずっと考えないようにしていたけれど、その事実はいつまでも消えやしないのだ。

「奥様、いかがなさいましたか」

「あ、ううん。なんでもない！」

　ぶんぶんと頭かぶりを振ふって、気分を入れ替かえる。

　今すべきことは、失業者を少なくする新事業についての提案だ。自分のことは後回しにしなければ。

「リイリン、やる前にできないって決めつけるのは、もったいないよ。勇気を出して、やってみよう」

　リー・リンの手を摑つかんで訴うつたえる。

「そう、ですね。確かに、奥様の言うとおりかもしれません。今こそ、改革を推おし進めていく時期なのでしょう」

「そうだよ！」

　しかし、私の説得だけでは弱い気がする。シン・ユーを納なつ得とくさせる材料も必要だ。

「ねえ、リイリン。事業拡大をすることによって、どんないいことがあるのか、金公鼠商会の人達と話し合って、書いたものを用意できる？」

「はい」

「じゃあ、よろしくね！」

　こうして、私とリー・リンは新しい道を切り開くため、勇気を出して一歩前に踏ふみ出すことにした。
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　雪が解け──春が訪おとずれ──汗ばむような猛もう暑しよが訪れる。

　ザン家の屋や敷しきには大きな氷が運ばれ、女官達が扇おうぎで煽あおいでくれていた。

　なんて贅ぜい沢たくな暮らしなのか。

　そんなザン家の当主であるシン・ユーは、朝から渋しぶい表情を浮うかべつつ話す。

「昨日、市場で暴動があった」

　今日一日、市場は閉へい鎖さされるらしい。死傷者は出ていないけれど、市場の機能を停止させるほどの騒さわぎだったとか。

「そっか。だから、昨日帰りが遅おそかったんだね」

「この子、シン・ユーの帰りを待つって言って聞かなかったのだけれど、結局眠ねむってしまったのよ」

　義母の呆あきれた視線と共に、失態を暴ばく露ろされてしまう。

「待たなくてもいいと言っているだろう」

「でも、シンユウのお顔が見たくって……。眠っちゃったから、意味ないよね」

「さっさと眠ればいいのに、目を真っ赤にして待つって聞かなくて」

　そういう義母も、一いつ緒しよになって待ってくれたのだ。なんだかんだ言って優しい。

「おかーさんが一緒だったから、待つのも楽しかったよ」

「わ、私は別に、楽しくなんてなかったけれど」

　ぷいっと顔を逸そらしながら言う。耳は仄ほのかに赤くなっていた。相変わらず、素す直なおじゃないようだ。

「とにかく、リェン・ファ。いつ何時、何が起こるかわからない。眠れる時間があれば、眠っておくように」

　シン・ユーの言葉は、どことなく重い。これから何かが起こるような意味合いが含ふくまれているように思えた。

　怖くて、追つい及きゆうなんかできない。シン・ユーも、私には話してくれないだろう。

「それから、一人で市場に行くのも禁止だ」

「……」

　抗こう議ぎの声をあげることはできなかった。私が勝手な行動をして騒ぎに巻き込まれたら、シン・ユーに迷めい惑わくをかけてしまう。市場に買い出しに行くのはいい気分転てん換かんになっていたけれど、しばらくは屋敷の中で大人しくしているしかない。

　それにしても、シン・ユーのことが心配だ。せっかく健康になりつつあるのに、無理をして仕事を頑がん張ばっていたらまた体調を崩くずしてしまうのではないか。

　何か、支えることができたらいいけれど……。

「リェン・ファ」

「……」

「リェン・ファ」

「ねえ、リェン・ファ」

　隣となりに座すわっていた義母に肩かたを叩たたかれ、ハッとなる。

「お、おかーさん、何？」

「シン・ユーが呼んでいるわ」

「そ、そうだったんだ。まったく気付かなかった」

「何を考えていた？」

「え？　シンユウについてだよ？」

「……」

　疑ぎ惑わくの視線を浴びる。本当なのに、噓うそっぽい響ひびきになってしまった。

「えっと、それで、お話は？」

「いや、市場に用事があるのならば、次の休みにでも連れて行ってやると言おうとしたのだが──必要ないようだな」

「市場！　行きたい！　いいの？」

「ああ」

「シンユウ、ありがとう！」

　まさか、連れて行ってくれるとは。シン・ユーの休日は三日後なので、楽しみにしておこう。




　──三日後。

　私は紺こん色いろの地味な服に袖そでを通し、金の髪も目立たないように笠かさが被かぶせられる。

　お財さい布ふは落としたらいけないので、支払いはシン・ユーに任せるようにとリー・リンに言われた。まるで、子どものお出かけである。

「リイリン、私、これでもしっかり者で有名だったんだからね」

「そうだったのですか？」

「ライエンバルド家のレイファちゃんは働き者で、うちの息子のお嫁よめさんにしたいわって、働いていたお店のお客さん達の間で評判だったんだから」

「なるほど」

　リー・リンは目を合わせずに返事をする。なんだか信じていないように思えるのは、気のせいだろうか。ううむ。

　身み支じ度たくを整え、シン・ユーのもとに向かう。

「シンユウ、お待たせ、行こ！」

　玄げん関かんで待っていたシン・ユーは──全身真っ黒で、暗殺者のような恰かつ好こうでいた。加えて、鋭すぎる目元に、濃こいクマがある。

「ええ、噓！　どうして？」

　聞いてみたら、帰宅したのは明け方だったらしい。急な仕事が入って、帰宅が遅くなってしまったと。

「シンユウ、今から寝て。お願い！」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「いやいやいや！」

　寝しん室しつに連れて行こうと腕うでを引くけれど、このお兄さん、ビクともしない。

「ぐぬぬう～～」

「……」

「はあ、はあ、はあ」

　頑張ったが、シン・ユーは玄関先から動くことはなかった。周囲で家職のジン・ピンや、女官のメイ・メイが心配そうに見ている。

　休んでほしいと思っているのは、私だけではないのだ。

「シンユウ、どうして言うことを聞いて、寝てくれないの？」

　悲しくなって、涙なみだが浮かんでくる。私の用事なんて、いつでもいい。だから今日はゆっくり眠ってほしいのに。

「このままだったら、シンユウ死んじゃうよ！　そんなの、やだよ！」

　言いきった瞬しゆん間かん、堰せきを切るように涙を流してしまった。

「お願い、シンユウ……」

　シン・ユーはそっと、私の頰ほおに触ふれる。流れる涙を、指の腹で拭ぬぐってくれた。それでも、涙は止まらない。シン・ユーの手にも、涙が伝う。

「楽しみに、していたんだ」

「え？」

「リェン・ファと、市場に行くことを。まさか、泣かせてしまうなんて、思ってもいなかった」

　顔を上げると、珍めずらしく──本当に珍しく、シン・ユーは眉まゆ尻じりを下げて、困った表情を浮かべていた。

　服の袖で、私の涙を拭ふいてくれる。

「市場から戻ったら、眠ることにする。だからしばし、付き合ってはくれないだろうか？」

「うっ……！」

　そんな風にお願いしてくるのは、反則だ。周囲の使用人達を見る。ジン・ピンとメイ・メイはコクコクと頷うなずいていた。

　行ってこい、ということなのか。

「う～～～～ん」

　悩なやんでいたら、頰の涙を拭っていたシン・ユーが、頰をぷにっと摘つまむ。

「ん、何？」

「頼たのむ」

　いや、頰を摘みながらお願いするって、どんな態度だ。ありえない。

　ムッと頰を膨ふくらませたら、シン・ユーは手を離はなして笑いだす。

　すごく、貴重な笑え顔がおだ。使用人達を振り返り、今の見た？　と口パクで伝える。

「奥様、午前中だけでも、お出かけしてはいかがでしょうか？」

「ん、そうだね」

　ジン・ピンもそう言うことだし、仕方がないので市場に行くことにした。




　用意された馬車に乗り込み、市場を目指す。

「シンユウ、少しだけ、寝て」

　私は膝ひざをポンポンと叩き、膝ひざ枕まくらをしてあげようと態度で示した。

　遠えん慮りよされると思いきや、シン・ユーは私の隣に腰こしかけ、ゆっくりと横たわる。

　そして、私の膝を枕まくら代がわりに寝始めた。

　まさか、あのシン・ユーが言うことを聞くなんて。奇き跡せきのようだ。

　背中をポンポンと叩いていると、すうすうという寝息が聞こえる。本当に、眠ってしまった。こんな風に気を許して眠るなんて……。

　大型犬……というよりは、虎とらか、獅し子しか。大きな猫ねこ科かの肉食獣じゆうを手て懐なずけたような気分になる。

　頭を撫なでたいような気もしたが、嚙かみつかれるのは嫌だ。

　しかし、欲望に抗あらがうことなどできず、そっと頭を撫でてみた。絹のように、手て触ざわりのいい柔やわらかい髪だった。羨うらやましくなってしまう。




　市場へは三十分ほどで到とう着ちやくしたが、私は一時間ほど、膝の上で寝かせておいてあげた。
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「シンユウ、起きて。シンユウ」

「！」

　目覚めたシン・ユーは、まどろむことなくシャキッと起きた。

　馬車の窓から外の様子を確かく認にんし、「しばし寝ていたようだな」と呟つぶやく。太陽の位置を見て、時間を把は握あくしたらしい。

「リェン・ファ、行くか？」

「うん！」

　シン・ユーが先に下りて、当たり前のように手を差し出してくる。

　以前はこんなことしなかったのに……。なんだか、照れてしまう。

　手を差し出すのを躊躇っていたら、シン・ユーは驚きの行動に出る。私の体を抱だき上げて、馬車から下ろしてくれたのだ。

「うわっ！」

「大人しくしていろ」

　恥はずかしくなって顔がカ～～っと熱くなったが、シン・ユーは無表情で私をそっと地上に下ろす。

「手を」

「手？」

　言われるがまま手を上げたら、シン・ユーはぎゅっと握にぎってきた。

「へ？」

「行くぞ」

　照れる私のことなど眼中にないのか、シン・ユーはサクサクと歩き始める。




　市場は暴動の影響か、それとも物価上昇の煽りを受けているのか、人は少ないし、商店に並んでいる商品もいつもより少ない。

「何を見たい？」

「野菜！」

「わかった」

　シン・ユーは私の手を引き、市場を歩く。以前市場に行った時のように、一人で闊かつ歩ぽすることはない。私の歩調に合わせてゆっくり歩いてくれる。

　そんな些さ細さいなことが、すごく嬉うれしかった。




　野菜を売る通りは、他の場所より賑にぎわっていた。

「今日は、唐から芋いもが安いよ！」

「んん？」

　見慣れない野菜を前に、立ち止まる。唐芋と呼ばれている野菜は、紫むらさき色いろの皮を持つ細長い根菜類だ。

「半年間寝かせていたから、驚くほど甘あまいよ」

「へえ、そうなんだ」

「栄養もたっぷりだからね」

　派手な紫色の皮をしているが、中身は黄色いらしい。栗くりのような甘味があるとか。

「お嬢じようさんには、特別安くしておくよ」

　……お嬢さんじゃなくて、奥様なんだけど。背後のシン・ユーはどう見えているのか。

　まあいい。さっそく、唐芋を買い込んだ。紙かみ袋ぶくろを受け取ったが、すぐにシン・ユーが取り上げる。

「シンユウ、ありがとう」

「ああ」

　この唐芋を使って、冷製ポタージュを作ろう。氷はいっぱい買ってあると言っていた。

　それに合わせるのは、パンがいいのか。

　ザン家の小麦粉は切れていたような。せっかく市場に来たので、買って帰りたい。

　しかし──。

「すまないねえ、物価が高こう騰とうして、小麦粉は仕入れられなかったんだ」

「そうなんだ」

　どこの商店を覗のぞいても、小麦粉は品切れか入にゆう荷か未定状態だった。

　ザン家に小麦粉がなかったのは、流通していないからだったようだ。

「小麦粉はないけれど、白玉粉なら入荷しているよ」

「白玉粉？」

「ああ、これさ」

　商店のおかみさんが見せてくれたのは、もち米でできているという白い粒つぶ状じようの物。

「白玉粉で、どんなものが作れるの？」

「これは水と塩を入れて練って、茹ゆでたら白玉という、モチモチした団子ができるんだよ」

　なるほど。モチモチしたお団子か。ポタージュとの相あい性しようも良さそうな気がする。

「だったら、白玉粉をください」

「まいどあり！」

　市場で唐芋と白玉粉を買い、帰宅する。
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　シン・ユーには、昼食を食べてから眠ってもらうことにする。

　私はメイ・メイと共に台所に立ち、料理を始めた。

　まず、唐芋の調理から。細長い芋に、包丁を入れてみた。

「わあ……！」

　野菜を売っていたおじさんが言っていたとおり、紫色の皮の内側は綺き麗れいな黄色だった。

　それを一口大に切り分け、蒸むし器きの中に入れた。

　唐芋に火が通るのを待つ間、白玉粉で団子を作る。

　まず、器うつわに水を注いで塩を振り、最後に白玉粉を入れる。生き地じを練って、耳たぶと同じくらいの固さになったら、一口大に丸める。火が通りやすいよう、真ん中には窪くぼみを入れた。

　白玉の生地を沸ふつ騰とうした湯の中に投下する。ぷかぷか浮かんできたら、完成らしい。

「す、すごい。こんな短時間で、できちゃうんだ」

　それに対して、パンは大変だ。何度も発はつ酵こうさせなければいけないし、何時間もかかるし。

　白玉団子は、十分くらいでできてしまうのだ。

　できたてを味見してみる。

「奥様、味は特にないですが、大丈夫ですか？」

「うん、大丈夫」

　メイ・メイが白玉団子を匙さじに載のせ、ふうふうしてから食べさせてくれた。

　味は……確かに無味だ。しかし、そのおかげで、どんな料理にも合いそうな気がする。

　モチモチとしていて、つるんと喉のど越ごしがいい。

　スープだけではなく、甘かん味みにも合いそうだ。

「これ、冷たいポタージュにも合うと思う！」

「ええ、そうですね」

　今度はポタージュ作りに取りかかった。

　蒸した唐芋をすり鉢ばちに入れて、牛乳を入れながら擂すっていく。滑なめらかになったら、鍋なべに入れて火を入れる。味付けは岩塩と黒コショウ。粉末ナツメグを振りかける。

　それに、夕食のお粥かゆに使うチキンスープをお玉一杯ぱい入れて、ぐつぐつ煮に込こんだ。

　仕上げに、白玉団子を入れて氷で冷やしたら──『唐芋と白玉団子冷製ポタージュ』の完成だ。

　すぐさま完成したポタージュを、シン・ユーに持って行く。

「シンユウ、お待たせ」

　栄養たっぷりのポタージュである。冷たくしているので飲みやすいし、牛乳も入っているので安あん眠みん効果があるに違ちがいない。

　ドキドキしながら、シン・ユーが食べる様子を見守る。

　シン・ユーは匙でスープを掬すくい、口にしていた。続けて、白玉団子を食べる。

　眉み間けんにあった皺しわは解ほぐれ、ホッとしたように見えた。

「あの、シンユウ、どう？」

「うまい」

「そっか、よかった」

　私も食べてみる。白玉団子には、ポタージュがよく絡からんでいた。

　優しいスープが白玉団子を包み、口の中に幸せを運んでくれる。

　唐芋は驚くほど甘い。そのスープが、もっちもちの白玉団子とよく合うのだ。

「おいしいね」

　そう言うと、シン・ユーは淡あわい笑えみを返してくれる。

　人をお腹いっぱいにしてくれる上に、笑顔が零こぼれてしまう料理って素す敵てきだな。




　そのあと、きちんとシン・ユーが眠るか寝室まで同行する。

「ここまでついて来るのか？」

「寝ているか、確認するの」

「そうか」

　じっとシン・ユーが私を見つめる。何事かと思い、つい構えてしまった。

「な、何？」

「いや、寝ね間ま着きに着き替がえたいのだが」

「あ、そ、そうだね！」

　シン・ユーに背中を向け、着替えてくださいと促うながす。すると、背後からごそごそと布が擦すれる音が聞こえた。なんだか、恥ずかしく思ってしまう。

「……着替えた」

「早いね」

　振り返ると、楽な恰好になったシン・ユーの姿が。

　今まで何度か寝間着姿を見たことがあるけれど、改めて見ると隙すきだらけでドキドキしてしまう。

　寝間着はゆったりしているので、胸むな元もとがちらりと覗いているのだ。

　見てはいけないものを見ているようで、視線を泳がせる。

　普ふ段だんは肌はだを露ろ出しゆつさせることなくきっちりと服を着込んでいるので、余計にそう思うのだろう。

　このまま見つめ合うのも恥ずかしいので、シン・ユーの寝しん台だいに近付いて布ふ団とんを剝はがす。

「はい、どうぞ」

　そのまま眠ると思いきや、シン・ユーはあろうことか私を抱き上げて寝台に横たわらせる。

　その隣に、寝転がった。
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「えっ、ちょっ……なんで？」

「市場に付き合ってあげたのだから、昼寝に付き合ってくれてもいいだろう？」

「あ、そっか～」

　だったらひと眠りしよう。そう思ったが、瞼まぶたを閉じたあと我に返る。

「いやいや、おかしくない!?」

　シン・ユーは、肩を震ふるわせて笑っているようだ。

　こんなに笑う人だったなんて……。

「シンユウ、寝て」

「リェン・ファが寝たら、眠る」

「……」

　ならば仕方がない。今日ははりきるあまり、早起きをしてしまったのだ。そのため、微び妙みように眠い。

　シン・ユーは私の背を撫で、寝かしつけようとしていた。

「私、自分の部屋で、眠る……」

　そんなことを呟いていたが、いつの間にか眠ってしまった。




　結局、この日はシン・ユーと共に昼寝を大いに楽しむ。

　気持ちのいい睡すい眠みんだったって……イヤイヤ、どうしてこうなった！
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　リー・リンが金公鼠商会の事業拡大についての、計画案をまとめた書類を持ってきた。

　手渡された巻き物は、ずっしりと重い。

「兄が役員と話し合い、決めた結果です」

「ありがとう」

「想定していたよりも、ずっと予算がかかるようで、難しいと思われますが」

「うん」

　この前から、お金の話になるたびにモヤモヤしていた。原因はわかっている。

　私は巻き物を胸に抱き、決意を固めた。

「奥様、どうかなさいましたか？」

「私……お金で買われてここに来たこと、シンユウに、言おうと思って」

「それは、なりません！」

　強い口調で、リー・リンに制止される。

「奥様……なぜ、突然そのようなことを？」

「お金のことを考えていたら、話さなきゃって思って。だって、普ふ通つうじゃないよ、こんなこと……。しかも、そう決めたのは私だし」

　シン・ユーが私のことを大切にしてくれるたびに、後ろめたく感じていたのだ。

　隠かくし事ごとをしたまま、シン・ユーと心を交かわすことなんてできない。

　だから、今回の話をする前に、この国へ来た事情も説明したいと思ったのだ。

「奥様、旦那様は、華族としての誇りを何よりも大事にされている方です。人身売買の件を知ったら、大奥様を軽けい蔑べつすることでしょう。もしも奥様が話したら、親子の仲を永遠に引き裂さくことになりますよ」

「！」

　足元にある床ゆかが一瞬にして消えてなくなり、井い戸どの底に激げき突とつしたような衝しよう撃げきに襲おそわれてしまった。

　お金で買われたことを話すのは、そこまでのことだったのか。

「悪いのは私で、おかーさんじゃないよ」

「旦那様は、奥様ではなく、大奥様を責めると思われます。そういうお方です」

「……」

「奥様、この件は、忘れてください。今、気にするべきことは、他にあります」

　私の中にある罪悪感は、心の隅すみに追いやってしまわなければならないようだ。

　リー・リンの言うとおり、シン・ユーと義母の仲を悪化させたくない。

「辛つらいお気持ちは、よくわかりますが」

「でも、私、このままだったら、自分で自分が許せない」

「今は、耐たえてください。時間が経たったら、きっとその感情も消えてなくなりますから」

　……本当に、そうなるのだろうか？

　わからない。お金と引き換えに、大華輪国にやって来たという事実は、変わるわけがないのに。

　けれど、ザン家の雰ふん囲い気きは、以前よりもよくなっている。この状態を壊こわしたくはない。

「わかった。まだ、言わない」

「ありがとうございます」

　とりあえず今は、金公鼠商会の新しい事業について、シン・ユーに相談しなければ。

　少しでも失業者を減らし、お腹を空かせている子どもの数を減らさなければならない。




　巻き物を胸に抱き、シン・ユーの執しつ務む室まで向かった。

「シンユウ、忙いそがしいのに、ごめんね」

「何があったんだ？」

「え？」

「思いつめたような顔をしている」

　シン・ユーは私のわずかな変化にも気付いたらしい。お金で買われたことを言えないモヤモヤが表情に出てしまったのだろう。

　追及されたら隠かくしきれないので、別の話題で誤ご魔ま化かす。

「あ、それ、これなんだ」

「なんだ、それは？」

「えっと、金公鼠商会の……事業拡大の……その、一回読んでくれる？」

　金公鼠商会の支し援えんをしてほしいという一言が、言えなかった。

　どの口が物を言うんだと、心の中にいるもう一人の私が叫さけんでいたのだ。

　やっぱり、シン・ユーに言いたい。私は、お金で自分を売るような軽率な人間だったんだと。

「リェン・ファ」

　突然声をかけられ、その場で跳はね上あがりそうなほど驚いた。

「今、何を考えていた？」

「な、何をって、シンユウについてだよ」

　じっと、責めるようにシン・ユーは私を見つめる。考えていたことを言えというのか。

「や、あの、なんというか、金公鼠商会に協力してくれたら、嬉しいな、と」

「それだけではないだろう」

　勘かんが鋭すぎる。射い抜ぬくような視線を見続けることができず、そっと目を逸らした。

　それと同時に、シン・ユーは立ち上がって私のほうへとやって来る。

　回れ右をして逃にげようとしたが、腕を摑まれて捕ほ獲かくされてしまった。

　そのあと、シン・ユーは手を引いて私を腕の中に閉じ込める。背後から抱きしめられる恰好となって、体は硬こう直ちよくしてしまった。

「なぜ、逃げようとした？」

「いや、シンユウの顔が、怖かったからだよ」

「それは、お前に後ろめたいことがあるからだ。俺おれの顔のせいではない」

　まったく、そのとおりで。

　シン・ユーに隠し事をするなんて、無理だったのだ。

「言えないほど、俺を信しん頼らいしていないのか？」

「ち、違うよ」

「では、どうして隠そうとする？」

　額には汗が浮かび、胸は高速で鼓こ動どうしている。

　なんなんだ、この尋じん問もんのような状じよう況きようは。頭の中が真っ白になって、言葉が何も浮かばない。

「リェン・ファ、話してくれ」

　耳元で、低く囁ささやかれた言葉に、従いそうになってしまう。

　しかし──喉から出かかった瞬間、ごくりと吞のみ込んだ。

　これは、きっと逃げなのだ。私が単に、罪悪感に襲われているから、赦ゆるしてもらって楽になりたいだけなのだろう。

　今の関係を、壊してはいけない。

　だから、あの件に関しては墓場まで持って行かなければならない。

「わ、私は……その……」

　シン・ユーは私を抱く腕に力を込める。早く言えと急かしているのだろう。

「あの、シンユウの……」

「なんだ？」

「シンユウのお菓子を、食べてしまったの！」

「……」

　告白した瞬間、拘こう束そくから解放された。

　慌あわてて前に飛び出し、距きよ離りを取る。そして、恐おそる恐おそる振り返ったら──呆れかえったシン・ユーが私を見ていた。

「ご、ごめんね」

「そんなことで、悩んでいたのか」

「う……うん」

　これは、もしも私の挙動が怪しまれた時に言うよう、リー・リンが用意していた言い訳である。こんなものでシン・ユーが騙されるわけないと思っていたが──。

「別に、その程度のことは、気にしない」

　騙されてしまった。

「に、二度と、しないから」

「別に、食べたいものがあれば、気にせずに食べろ」

「ありがとうございます」

　寛かん大だいなシン・ユーは、私の盗ぬすみ食ぐいを赦してくれた。

　ホッとしたのと同時に、なんだか腑ふに落ちない気持ちにもなる。

「それと、金公鼠商会との話だが──」

「あ、うん」

「前向きに検討しておく」

「本当？　嬉しい！」

　はらはらしたけれど、金公鼠商会のことは前に進みそうでよかった。

　この件に関しては、ひとまず安あん堵どする。




　と、このように喜んでいたのも束つかの間ま。とんでもない書状が私のもとへと届く。

　それは、皇帝陛下より国内すべての華族が招かれる──『大だい祈き禱とう』の招待状だった。
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　金ジン公ゴン鼠シユ商会はザン家の融ゆう資しを受け、事業拡大へと乗り出すことになった。

　新しい従業員を探すため、下町へも張り紙を貼はったり、失業者に声をかけて回ったりしているらしい。

　新商品についても、順調に進んでいるようだ。たまに私も招かれ、試食などをしている。

　唯ゆい一いつの懸け念ねん事じ項こうとしては、シン・ユーの仕事を増やしてしまったことだ。

　ひたすら申し訳ないと思っている。

　ただ、深夜遅おそくまでしているのは、金公鼠商会関連の仕事ではないらしい。

　今までとちょっと様子が違ちがっていた。

　帰ってきたばかりのシン・ユーは土や埃ほこりっぽい匂においを纏まとっている。そのことをリー・リンに相談してみれば「土の上でゴロゴロしているんじゃないですか？」と割と失礼な返答が返ってきた。

　……私は相談する人を間ま違ちがったようである。

　シン・ユーが、ただ夜の土の上で、長時間ゴロゴロしているだけの趣しゆ味みを見つけたのならいい。

　でも、そんなふざけたことをしているわけがないと、考えの浅い私にもわかっていた。

　シン・ユーの友人ファン・シーンの不可解な言動と結けつ婚こん式しきで交かわしていた謎なぞの会話、国の情勢、後宮の現状、国と癒ゆ着ちやく関係にある占せん術じゆつ師の存在などに、シン・ユーのここ最近の行動をあてはめると、悪い考えが頭を過よぎる。

　──謀む叛ほん。いやいや、そんなわけない。

　シン・ユーは長い時間剣けんを握にぎることはできないと言っていたし、体の調子だって完全ではない。

　ファン・シーンも、ザン家の一人息むす子こにそんな危険なことを頼たのむはずなどないのだ。

　大だい丈じよう夫ぶ、シン・ユーは変なことはしていない。埃っぽかったり、土っぽかったりするのは、地面でゴロゴロしているだけだ、きっと。

　地面でゴロゴロも十分変な行こう為いだが。

　他に何も思いつかな……あ、農業、農業を始めたということにしよう。それだったら、土の匂いが付いていてもおかしくはない。夜遅くまで農業……は、やはり無理があるか。

　もしも、最悪な予測が当たっていたとしても、私にできることは何もないのだ。

　謀叛なんて、体の弱いシン・ユーが加担する必要はない、実行するとしても、他の健康な人に任せればいい。そう言えたらどんなにいいか。

　けれど、私にはシン・ユーの行動を阻はばむ資格などないのだ。なぜならば……いや、やめよう。考えても悲しくなるだけだ。

　自分が落ち込んでいる時は考えも悪い方向に流されてしまう。このことについてはまたあとで考えようと決め、思考にぎゅっと蓋ふたをした。
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　汗ばむ季節から、庭の木々が紅葉する季節となる。

　朝と夜は肌はだ寒ざむく、なかなか布ふ団とんから出ることができない。

「リェン・ファ」

「……う、うーん、もう、ちょっと、だけ～」

「早く起きろ。出かけるぞ」

「ううー……ん、待ってリーリ、──え？」

　いつもの起き床しよう時間より早い朝、揺ゆさぶり起こされて目覚めれば、そこにいたのは久々に顔を見るシン・ユーだった。

　一いつ瞬しゆんで眠ねむ気けが吹ふっ飛び、ガバリと起き上がって絶句する。

「動きやすい服に着き替がえろ。今から狩かりに行く」

「!?」

　起きたばかりで頭が上う手まく働かない。

　なぜ、忙いそがしいはずのシン・ユーが私の部屋にいるのか。なぜ、早朝の暗いうちから狩りに行こうと言っているのか。すべてがわからないことだらけだった。

　シン・ユーは寝ね転ころがったままポカーンとする私を置いて、寝しん室しつから出て行く。入れ替かわるように入って来たのはリー・リンだった。

「奥おく様さま、今からお着替えを」

「──ん？」

「さあ、時間がもったいないですよ」

　寝しん台だいの上からぐいっと腕うでを引かれ、ものの数分で身支度・髪かみ結ゆいをしてくれた。そして、朝食だと言って、まだ温かさの残る饅まん頭じゆうを手て渡わたされる。

　大きな饅頭を三口で食べて冷たいお茶で流し込み、全部飲み込んだ瞬間に綿入りの上着をかけられた。さらに頭には笠かさを被かぶせられ、顎あごの下をぎゅっと紐ひもで結ばれる。これで準備は万ばん端たんだと言われ、リー・リンに腕を引かれて外に出る。

「リ、リー・リン、化け粧しようは!?」

「大丈夫ですよ。旦だん那な様には奥様の素材の味を楽しんでいただきましょう」

「……な、何それ」

　化粧をしている時間はないようで、今はすっぴんという、生まれたままの姿である。まあ、化粧をしてもしなくてもさほど変わらないのでいいかと諦あきらめ、早足で歩くリー・リンのあとを進む。

　門の外に出たら、シン・ユーが馬に跨またがっていた。

「シンユウ、どこに行くの？」

「千せん華かから離はなれた場所にある狩しゆ猟りよう場だ」

「ふ～ん」

　これ以上の質問は許さんという顔をしているので、黙だまって馬の上に乗ることにする。

　前に乗った時と同じように手を差し出されて、鐙あぶみに足をかけて上がった。今回は脚衣ズボンを穿はいているので、横乗りではなく、膝ひざを割って馬の背に跨る。

　馬で走ること、二時間ほど。目的の場所は静かな森だった。

　シン・ユーいわく、ここはザン家の所有する狩猟地域だとか。

　馬から下りて、草むらをサクサクと進む。

　もしかしたら木の陰かげから大型の野生動物が跳とび出してくるのでは!?　とビビッていたが、大たい華か輪りん国こくには人より大きい野生動物は生息していないと聞いて、ホッと胸を撫なで下おろす。

　森の木々も、すっかり夏色に染まっていた。太陽の強い光を浴び、生の輝かがやきを増している。

　そんな景色に心を奪うばわれていると、急に視界が暗くなった。

「──ぶっ！」

　前方を歩いていたシン・ユーが急に止まったので、背中に顔をぶつけた。振ふり返ったシン・ユーに少し離れていろと言われ、距きよ離りを取る。

　何をするのかと思いきや、シン・ユーは馬の鞍くらに下げていた弓と矢や筒づつを取り出して、地面の上に膝をつく。

　彼かれがすっと指先で示した先には、鳥が木に留まっているのが見えた。かなり距離が離れているように感じるが、もしかして射るつもりなのだろうか。

　そんな風にぼんやり考えているうちに矢は放たれ、今まで見ていた鳥は矢が当たって木から落ちていく。

「──わ、当たった!!　すごい!!」

　私は手を叩たたいて喜んでしまったが、シン・ユーは無表情だった。

　ザン＝シン・ユー、相変わらず冷静な男である。

　射うった鳥はけっこうな大きさのものだ。シン・ユーは得物を革かわの袋ふくろに入れて、馬の鞍に結んで吊つるす。

「空が暗くなってきたな」

「あ、本当」

　もう少ししたら雨が降るかもしれない。

　この先に休める小屋があるというので、予定を変へん更こうして早めに移動することにした。




　シン・ユーの話していた小屋は、森の開けた場所にあった。

　ここは週に一回、管理人が掃そう除じに来ているらしく、訪問を伝えればさまざまなものを準備してくれるらしい。

　馬を厩うまやに繫つなげ、小屋の中へ入る。

　小屋の中は暖だん炉ろと積み上げられた薪たきぎ、加えて簡易的な台所が一部屋にまとめられたものだった。

　シン・ユーは暖炉に薪を積んで火を入れ、台所にある竈かまどにも同じような作業を繰くり返していた。

「今から少し離れた場所にある川に行って、獲物を解体してくる。絶対に外には出るな」

「わかった。何か温かいもの作って待っているね。行ってらっしゃい」

　果たして、狩ったばかりの肉はどのような味わいなのか。シン・ユーが出かける様子を見送ったのちに、自分の作業に移った。




　祖国では温かい食べ物といって思おもい浮うかべるのはスープ一いつ択たくだったが、今はお粥かゆだと即そく答とうするだろう。それくらいに食生活が大華輪国のものに染まっている。

　実はお粥を作るのは初めてで、何度か料理人が作っているのを隣となりから見ているだけだった。

　なんとかなるだろうと軽く考えながら、段取りを組む。

　まず、樽たるの中にある水を深型の鍋なべに入れる。まな板を出して、はりきって包丁を摑つかんだ。

　この国の包丁は少し変わっている。刃はが長方形で、私が祖国で使っていたものよりもかなり重いし大きさもある。そして切れ味がすごい。使うのがちょっと怖こわいくらいだ。

　用心しつつ包丁を握りしめ、籠かごに山積みになったある物を引き寄せる。

　最初に鍋の中に入れるのは、山のように籠の中に入っていた鳥の骨だ。大華輪国の台所には、鳥の骨が必ずあるらしい。

　これで出だ汁しを取る。包丁で細い骨を割って、沸ふつ騰とうしている鍋の中に放り込んだ。一いつ緒しよに臭くさみを取り除く働きのある青み野菜も入れる。

　骨と野菜をぐらつかせているうちに米研とぎをすることにした。

　網あみ目めの細かい笊ざるに桶おけを重ねて、米をぎゅっと握るように揉もみ洗いする。

　米研ぎを最初に見た時は驚おどろいたものだ。このように丁てい寧ねいに洗わなければいけない食材は祖国ハイデアデルンにない。

　米の表面には糠ぬかと呼ばれる粉が付着しているので、それを取るために必要なのだ。

　沸騰した湯の中から野菜と鳥の骨を掬すくい取とる。鳥の骨は長い時間煮に込こむと臭みが出てくるので、短時間で取り出したほうがいい。

　表面の灰あ汁くを丁寧に取り除き、調味料で味を調ととのえる。そのあと、生米を入れて煮込むのだ。

　具は吊るしてあった鳥の燻くん製せい肉を細かく刻んで入れて、数種類の野菜も加える。

　あとは米と具材に火が通れば完成だ。

　意外と見よう見まねで作れるものだな、と自画自賛していたら、いきなり雨がザーッと降り出してくる。

　うわ、シン・ユーびしょ濡ぬれじゃんと思っていた瞬間にガチャガャと鍵かぎが開く音が聞こえ、扉とびらが開かれた。

　そして、入って来た男の姿を見て絶ぜつ叫きようする。

「う、うわ～～!!」

　思わず悲鳴をあげてしまったが、入って来たのは血ち塗まみれになったシン・ユーだ。

「どどど、どど、どうしたの？　どこか、怪け我が、したの？」

「いや、獲え物ものを捌さばく時に、刃を入れる場所を間違っただけだ」

「ひ、ひい～～!!」

　解体の際に噴ふき出だした血を被ってしまったのだという。

「シンユウ、顔にも血が付いてる」

　顔の左半分にも血が散っていて、恐おそろしい形相となっていた。こんなに血塗れで、手には鳥の肉にく塊かいを持っている姿が似合うのはシン・ユーだけかもしれない。

　……いや、血塗れに似合うも何もないけれど。似合っていると思う私、早く正気になれ。

　袖そでから手ハン巾カチを出し、シン・ユーの顔を拭ぬぐってやった。これは親切心というものではなく、単純にこのままでは怖かったからだ。

　先ほどなんとなく探さぐった簞たん笥すの中に服があったことを思い出し、着替えるようにお願いした。

　綺き麗れいな恰かつ好こうになったシン・ユーと鳥料理を始める。

　流しで鳥を洗い、シン・ユーは短たん剣けんと手で身を千切るように捌いていた。

　全部串くし焼やきにするというので、桶に入れた肉に臭み消し用の香草を擦すりつけていく。

　タレが沁しみ込こみやすいよう細かな切り目を入れた肉を、竹の長い串くしに刺さしていった。それを暖炉で炙あぶり焼やきにする。

　肉に火を通している間に、タレを用意しなければ。数種類の香こう辛しん料りようと酒・みりん・醬しよう油ゆ・粗目ざらめ砂糖を混ぜたものをとろみがつくまで軽く煮込むと甘あま辛からダレの完成だ。

　暖炉の前でしゃがみ込んだシン・ユーの前に、タレの入った器うつわと塗ぬり込むための刷は毛けを置く。香草を揉もみ込んだだけの肉なのに、こんがりと色がついていてジュウジュウと音が鳴る。油がお肉から滴したたって火に落ちていく様子は、食欲をそそる。

　十分に火が通ったら、タレを塗る。何回にも分けて色をつけていく作業は我が慢まんとの戦いだ。香こうばしい匂いに心を奪われるうちにタレが焦こげてしまうので、一瞬も休む暇ひまはない。

　こうして完成をした鳥の串焼きと、燻製肉と野菜の粥を囲んでの昼食となる。

　机がないので部屋の端はしに丸めてあった絨じゆう毯たんを勝手に敷しいて、その上で食べることにした。
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　鳥肉はシン・ユーが串から外し、食べやすい大きさに切ってくれる。

　温かいうちに食べろというので、遠えん慮りよなく焼きたての肉を口に入れた。

　パリっと焼けた鳥皮に甘辛のタレがよく合う。そして、皮の下にある肉はコリコリとした食感で、嚙かめば嚙むほどじゅわっと肉にく汁じゆうが溢あふれてくる。とてもおいしい！　今まで食べた鳥肉の中で一番だ。

　これはお粥に入れてもおいしそうだと考えていたら、目の前に座すわっていたシン・ユーと目が合った。

「な、何？」

「いや、いつものリェン・ファに戻もどったなって思って」

　この時になって私は気が付く。

　今日、ここに来たのは、落ち込んでいた私を元気づけるためであったのかと。

　シン・ユーの目の下には濃こい隈くまができていた。あまり眠っていないのかもしれない。

　たまに咳せき込んでもいたので、体調も万ばん全ぜんではないのだろう。雨に濡れなかったのがせめてもの救いだ。

　疲つかれているはずなのに、こうして気分転てん換かんに連れて来てくれたことを思うと、申し訳なくもあり、嬉うれしくもあった。

　どうして元気づけるのに狩りなのかとも思ったが、いつも行くような高級料理店に連れて行けば私が白目を剝むくとでも考えたのだろうか。よくわからない。

「鳥、おいしいから元気出たよ」

「……よかった。本当に」

　シン・ユーは深く安あん堵どしたかのように、穏おだやかな笑えみを浮かべる。

　私はその顔が直視できなくて、すぐさま顔を背そむけてしまった。




　帰る時間帯には雨が上がっていた。

　この辺りは工場の煙けむりの影えい響きようがないからか、気持ちいいくらいの青空が広がっていた。

　それは、私の心を映し出しているようであった。
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　紅葉を迎むかえた木々は美しく色付き、そして散っていく。

　葉っぱが一枚もなくなった木は、冷たく白い雪化粧を纏っていた。地面にもふかふかの白い絨毯が敷かれ、日の光を受けてキラキラと輝いている。

　季節は同じように巡めぐり、あっという間に肌も凍こごえる日々を迎えていた。

　冬を迎えた今、ハイデアデルンで過ごしていた頃ころと違うのは温かさだった。ザン家の屋や敷しきの部屋には火ひ鉢ばちや暖炉が置かれ、寒さで眠れぬ夜など一日もない。

　火種が途と絶だえぬように、夜勤の使用人達が火の番をしてくれるおかげだ。

　彼らの働きに感謝をしつつ、今日も断腸の思いで布団から這はい出る。

　布団からの脱だつ出しゆつは、部屋の温度に関係なく離れがたい気分となるのだ。




　──私には、この季節にしてみたかった贅ぜい沢たくがある。

　一度、職場でその話を聞いた時に、いつかやってやる！　と夢見ていたのだ。

　それを叶かなえる日がついにやって来た。

「リー・リン！　久しぶり」

　おかっぱ頭の後ろ姿を見て、半月ぶりに会ったので、嬉しくなって走りながら寄って行く。私の教育が終わったので、リー・リンは月に二、三度しか出勤していない。

　最近は金公鼠商会の仕事が忙しいようだ。

「奥様、何かご用でしょうか？」

「うん。外、雪が積もっているでしょう？」

「ええ。……まさか、雪遊びしたいとか言うのではありませんよね」

「ち、違うって」

　この歳としになって雪遊びを夢見ているわけではない。私がしたいのは──。

「アイスクリーム……大華輪国風に言ったら氷ひよう菓か、かな。作るの手伝って」

「氷菓？　この寒いのに？」

「そう！」

「雪を掬って蜜みつをかけるのですか？　雪って案外汚きたないのですよ」

「子どもじゃないんだから、雪なんか食べないって。作るのはハイデアデルンの氷菓」

　大華輪国での氷菓と言えば、氷を薄うすく削けずったものに蜜をかけて食べるものが主流だが、ハイデアデルンのものは卵・牛乳・砂糖・生クリームなどを使って作るものを示す。

　残念ながら物価上じよう昇しよう中の市場では生クリームは手に入らないので、その他の食材で作らなければならない。

「でもなぜこの寒い時季に氷菓なんか」

「私、暖炉の前で氷菓を食べるのが夢だったの」

「なんですか、それは？」

　食堂の姐ねえさん達は言っていた、「暖炉の前で食べる氷菓こそが至高」だと。

　なんでも暑い時季は果物を使ったものなどのさっぱりとしたものがおいしくて、寒い時季は家か畜ちくの乳を使った濃のう厚こうなものがおいしく感じるらしい。

　うちは貧びん乏ぼうだったので、暖炉の火はたまにしか点ついていなかったし、寒さとの戦いの最中に氷菓なんてとんでもない話だった。

　だが、姐さん達の恍こう惚こつとしたうっとり顔を見て、いつか暖炉の前で食べられたらなあと夢見ていた。

　想像の中でのその素す晴ばらしさをこれでもかと語ったが、リー・リンは首を傾かしげるだけだった。

「そういうわけで、今から氷菓を作ります」

「あの、雪はなんの関係が？」

「雪で凍こおらせるの」

「よくわかりませんが、大奥様や旦那様が帰ってこないうちに済ませましょう」

「ありがとう！」

　たぶんこのようなことに付き合ってくれるのはリー・リンくらいだろう。彼女という存在の奇き跡せきに感謝をしつつ、厨ちゆう房ぼうまで移動した。




　二人分の氷菓の材料をもらい、厨房の端で作業を始める。

　まず卵を二個、卵らん白ぱくと卵らん黄おうに分ける。次に卵黄と砂糖を容器に入れて、ザラザラ感がなくなるまでかき混ぜる。

　この国には製せい菓か用の泡あわ立だてをする器具がないので、箸はしを五本くらい持って一いつ生しよう懸けん命めい混ぜた。それを温めていた沸騰前の牛乳の中に入れて、ゆっくりと混ぜ、鍋の縁ふちがぶくぶくとしてきたら、火から下ろして氷水の中へ鍋ごと入れる。

　中身が完全に冷えたら、完成したものを缶かんの中へ入れて、完全に密みつ封ぷうした。

「さあ、リー・リン。外へ行こう」

「奥様、氷菓作りって、一人でもできそうですよね」

「うん。でも、一人じゃ寂さびしいから」

　リー・リンの冷静な突つっ込みをなんとか回かい避ひして、前かけを外すと、今度は綿入りの上着を羽織る。

「それを雪の中に埋うめて終わりですか？」

「ううん。ここからが本番」

　庭師から借りてきた小さな樽の中に雪を少量入れる。

「続いて、塩を入れる」

「え？」

「雪の冷たさだけでは、短時間で凍らないの」

　雪に塩を混ぜると温度が下がり、氷菓が凍りやすくなる。詳くわしい仕組みは知らない。実家の書庫にあった『調理の不思議～製菓編～』にそう書いてあったのだ。

　塩と雪を混ぜる私を、リー・リンは不思議そうに眺ながめている。作っている私もこれが本当なのかはわからないが、失敗したくなかったので、覚えていた本の手順どおりに行った。

　樽の半分まで雪に塩を混ぜたものを詰つめると、先ほど作った缶入りの氷菓の素を入れて、再び雪と塩を混ぜたものを詰めていく。

　軽く汗を搔かきながら樽の中を満まん杯ぱいにすると、蓋をぎゅっと締しめて準備完かん了りようとなる。

「で、これをどうするのですか？」

「転がす」

「はい？」

「コロコロ転がして、中身を攪かく拌はんさせなければならないの。三十分くらい」

　私の話を聞いたリー・リンは途と端たんに嫌いやそうな顔をする。

　──いいよ、コロコロは私がするから！

　渋じゆう面めんを見せるリー・リンをその場に置き去りにして、私は中ちゆう腰ごしで小さな樽を回していく。

　……五分後。

「はあ、はあ、はあ、はあ、ううっ」

「奥様、まだ五分しか経たっていないですよ」

「も、もう、無理～～！」

　中腰でコロコロは案外疲れる。

　短時間で音ねを上げた私は雪布団の上に寝転がって、息を整えた。

　そんな様子を見たリー・リンは、溜ため息いきを一つついて、氷菓入りの樽を動かし始める。

　リー・リンは小さな樽をゲシゲシと足で蹴けって移動していた。普ふ段だんの鬱うつ憤ぷん晴ばらしもあるのか、妙みように力が入っているような気がする。

　だが、頼みのリー・リンも十五分後には私と同じような状態になっていた。

「もう、しません」

「うん。思った以上に、キツイ」

　背中が冷たくなったので、起き上がり、もう一度挑ちよう戦せんしようかと思った時に、あることを思い出す。

「あ！　お屋敷の裏にちょっとした斜しや面めんがある！　そこに上がって転がせばいい！」

「奥様……なぜ、今、思い出すの、ですか」

「ご、ごめん」

　肩かたで大きく息をするリー・リンと共に、お屋敷の裏手にある斜面へと向かった。

　目的の場所へ到とう着ちやくすると、樽の左右を持って斜面をよたよたと登る。これがまたけっこうな労働だった。そして、上からそっと転がしていく。

　コロコロと転がった樽は、大きな木にぶつかって止まった。それを追いかけて、樽を回収するとまた斜面を登って転がす。

　それを三回ほど繰り返した。

「……」

「……」

　仕事を終えた私とリー・リンの目は完全に死んでいた。全身汗だくで、疲ひ労ろう感も半はん端ぱない。

「やっと、終わったね」

「酷ひどい目に、遭あいました」

　今度はリー・リンまで雪の上に横たわっている。霜しも焼やけになるから起き上がらないといけないが、体が上手く動かない。日頃の運動不足が祟たたりまくっている状態だ。

「夢って、簡単には叶わないんだね」

「そうですね」

　しばらく経って落ち着きを取り戻すと、完成した氷菓を樽の中から取り出す。

「おお！」

「これは！」

　缶の中からは完かん璧ぺきに固まった氷菓がお出まししていた。

「──それで、暖炉の前で食べるのが夢なんですよね？」

「い、いやあ、なんか暑いから、ここで食べようかな？」

「汗が冷えて風か邪ぜを引きますよ」

「じゃ、味見だけ」

　袖の中に布に包んで入れていた匙さじを取り出して、リー・リンにも手渡す。

　わくわくしながら、机代わりの樽に置いた氷菓をその場にしゃがみ込んで匙で掬って食べる。

　ほどよい甘あまさと、滑なめらかでねっとりとした口くち溶どけが、新しん鮮せんな朝採れ乳の素そ朴ぼくな風味と共に広がる。もっとシャリシャリしていると思っていたので驚きの舌した触ざわりだった。

「お、おいしい～」

「へえ、面おも白しろいですね」

　二人して、行ぎよう儀ぎが悪いと思いながらも、缶に入った氷菓を突つついて食べる。

　結局、雪深い中で完食してしまったのだった。

　華か族ぞくの奥方らしからぬ行為だが、氷菓が溶けかかっていたので、仕方がなかったのだ。

　……決して、食べるのに夢中になっていたわけではない。本当に、本当だ。

「リー・リン、付き合ってくれてありがとう。疲れたでしょう？」

「いえ、意外と楽しかったですよ」

「ほ、本当？」

「はい。帰ってから妹や弟に作ってあげたいです。ハイデアデルンの氷菓、おいしかったので」

「よかった～」

　リー・リンの口にも合ったようだ。初めて弟や妹の話をするリー・リンの顔は、いつもより優やさしく見えた。

　そして、寒さを感じる前に屋敷の中へ戻る。

　おいしかったから、また明日も作ろうかな、と軽く考えていたが、翌日、足先と手のひらがパンパンに腫はれてしまった。

　義母に霜焼けの原因を問い詰められたが、食い意地が張ってこうなったとは、口が裂さけても言えなかった。
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　いつもより華か美びな服を用意され、丁寧な化粧を施ほどこされる。髪かみ型がたは華族を象しよう徴ちようとする三つ編みにまとめ、後頭部でくるりと巻いて櫛くしで留とめられた。

　顔が見えないように薄い布が付けられた笠を被って義母と共に出かけるのは、王都・千華の最深部に位置する皇こう帝てい陛下の宮きゆう廷ていだ。

　今日はその場に華族が集まり、国家占術師による十年に一度の大だい祈き禱とうが行われるのだという。

　正直そんな催もよおしには行きたくなかったが、ザン家当主の奥方としては避さけては通れぬものらしい。

「リェン・ファ、不服そうな顔ね」

「え？　いやあ」

「大祈禱って本当にすごいのよ」

「……はい」

　曖あい昧まいに笑ってその場を凌しのぐ。

　馬車の動きがゆるやかになった。城の近くに到着したようである。

　城の前にある門の前には、たくさんの馬車が並んでいた。帝てい都とに住む華族は百世帯にも満たない。しかし、今回は他の地域に住む人達も招待されているのでこのように混雑しているのだろう。

　大祈禱とやらが行われる広間に辿たどり着いたのは、二時間後だった。

　部屋の中には儀ぎ式しきめいた飾かざりと、鼻につく香こうが焚たかれている。雰ふん囲い気き作づくりなのか、各所には大きな火柱が立っているが、建物に燃え移らないか心配になった。

　用意された椅い子すに座り、儀式の開始を待つ。

「奥様、小腹が空いた時に召めし上あがってください。儀式の最中にお腹なかを鳴らさないように」

「あ、ありがと」

　背後に控ひかえていたリー・リンが、綺麗な紙に包まれた焼き菓が子しをくれた。朝食は十分にいただいてきたし、他の使用人からもお菓子をもらっていたが、ありがたく袖の中に仕し舞まう。

　……なんというか、私はそんなに食いしんぼうに見えるのだろうか。使用人達は頻ひん繁ぱんにお菓子を用意し、心配をしてくれる。

　確かに、ハイデアデルンから来た時は、同じ年頃の娘むすめさんよりも瘦やせていたが、今はふっくらと肉も十分ついていた。義母に太ってきているから注意するようにと言われたほどである。

　しかしながら、周囲を見ればどのご婦人も肉付きがいいような？

　私や義母は瘦やせているほうだろう。

　そんなことを考えていると、会場の灯あかりが消される。点いているのは祈禱場の周囲に設置された篝かがり火びのみ。厳おごそかな縦笛の演奏と共に現れたのは、五十代くらいの長い鬚ひげを蓄たくわえた男だった。この男が、漢方薬の独占販売で悪名高い幻げん影えい采さい公社の占術師らしい。

　次の瞬間に、皆みなが一いつ斉せいに椅子から立ち上がって、床ゆかに膝をつき、頭を下げた。

　私も遅おくれないように、額を床につける。

　占術師のあとに入ってきたのは皇帝を始めとする皇族達のようだ。直接見てはいけないので、姿は確かく認にんできないけれど。

「──面おもてを上げよ」

　頭を下げる華族の前に立って、顔を上げるように命じると、あと、皇帝陛下は用意された椅子にどっかりと座り、あとに続いた皇族達もそれに倣ならった。

　皇帝の他には四人の皇族がいた。皇帝の息子達だろうか。

　皇子様という言葉の印象とはほど遠く、年ねん齢れいは三十を超こえている男達ばかりだった。

　公式行事だというのにだらしなく座り、ニヤニヤと笑って品定めをするようにこちらを見ている。その者達に皇族としての威い厳げんや気品などは一いつ切さい感じられず、毎日の怠たい惰だな暮らしが、態度で見て取れた。

　一瞬、皇帝陛下と目が合った気がする。心臓がばくんと跳はね上あがった。嫌なドキドキだ。

　気のせいだと思いたい。

　何よりも気になったのは、皇后様やロン・シャン姫ひめの姿がなかったことだ。他にも子どもの姿がないが、なぜだろう？

　皇后様は結婚以来一度も後宮から出たことがないと言っていたので、こういった公の場にも呼ばれないのかもしれない。

　椅子も、皇后様やロン・シャン姫の分はもとより用意されておらず、すべて太った男達で埋まっていた。なんとも酷い話である。

　様々なことを考えて悶もん々もんとしている間に、大祈禱とやらが始まっていた。

　大占術師、ウェイ・ウーと紹しよう介かいされた胡う散さん臭くさいおじさんの祝詞のりとが会場の中に響ひびき渡る。




　──天空を護まもりし大華の龍りゆう神じんよ、現れ給たまえ。時は来た、時は満ちた。我らが民たみを福ふく禄ろくへと導き給え

　──黒き禍まが事ごとを祓はらい給え、白き祝福をかの華はなの国に

　──斯かくも、斯くも、天上の華は未来永えい劫ごう美しく咲さき続け、誇ほこり高たかき華々の家門に栄光を齎もたらし、土の民はこれ以上に働けと、願う

　──龍神よ、龍神よ、斯くも、拝み示す。地上の冀き望ぼうを聴ちよう許きよせん




　あまりにも暇なので祝詞に耳を傾かたむけていたが、言葉を長く発音するので、綺麗に聞き取れず、意味はさっぱり不明だった。

　それに加えてちょうどいい会場の温かさと祝詞が子こ守もり唄うたのように聞こえて、酷く眠気を誘さそう。

　いかんいかんと自分を奮い立たせ、眠らないように手のひらを握りしめて耐たえ忍しのぶ。

　私の一度のうっかり行動が、ザン家の誇りを傷つけることになりかねないのだ。他人の目がある場所での振ふる舞まいには十分に気を付けなければならない。

　胡散臭い国家占術師は手にしていた松たい明まつの火を、儀式台の上にあった蠟ろう燭そくに移す。すると、その火は大きく燃え上がって、龍りゆうの形となった。

　周囲からは感かん嘆たんの声が零こぼれる。

　あれが、大占術師の奇跡というやつなのか。なんだか、仕し掛かけがあるようにも見えるが。

　そして、ウェイ・ウーは火柱から出てきたかのように見える龍に向かって何度か頷うなずき、振り返る。

　まずは皇帝のもとへ膝をつき、何かボソボソと報告をしていた。その話を聞いて、皇帝陛下も満足そうに頷いている。

　その後、一段上がった台に乗って、大おお袈げ裟さな身振りと共に祈禱の結果を言い渡す。

「皆の者、喜べ!!　これから先の我わが国の栄光は龍神によって約束された!!」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた華族達は立ち上がって歓かん声せいをあげる。義母は感かん極きわまったのか、座ったまま涙なみだぐんでいた。

「民はこれまで以上に働き、華族の暮らしも今まで以上に豊かになるだろう!!」

　祈禱で唯一聞き取れた華の家門と土の一族というのは、華族と一いつ般ぱん市民を示していたとこの時になって気付く。

「民は今以上に働けるということがわかったので、税金の徴ちよう収しゆう額を上げ、華族が豊かに暮らせる支し援えん金を新たに作ることを御お上かみは約束なさった!!」

　あの男は何を言っているのか。これ以上税金の納付を命じれば、国は破は綻たんしてしまう。

　ハイデアデルンでも特権階級を翳かざす貴族と、不満を持った市民の間で内戦が起こったという歴史がある。このままでは私の祖国のように、市民達が革命を起こしてしまうだろう。

　……皇帝は知らないのだろうか。

　花は土が豊かでないと美しく咲かない。

　栄養分を必要以上に吸い取った花は、いつか根や茎くきが腐くさって花弁もろとも崩くずれ落おちてしまうのだ。




　皇帝や占術師が去ったあとも、会場の熱気は冷めないでいた。

　なんだか、気持ちが悪い。皇帝陛下に対する怒いかりと、大占術師に対する不信感がぐるんぐるんと私の中に渦うず巻まいていた。

　リー・リンが背中を撫でてくれる。

「奥様、大丈夫ですか？」

「う、うん」

「具合が悪いのでしょうか？」

「ううん。違う。大丈夫、なんだけれど。少し圧あつ倒とうされて」

「それは、わかります。これは異様な光景です。少し、外の空気を吸って、気分転換してきてはいかがでしょう？」

「そうだね」

　義母にしばし席を外すと声をかけたあと、リー・リンを伴ともなって外に出る。

　外の冷気を吸すい込むと、いくらか心が鎮しずまった気がした。

　客人用に造られたと思われる庭には毒々しい真っ赤な花が咲いている。この季節に咲いているのは珍めずらしいなと近付けば、花の苗なえの陰かげから女性の唸うなり声が聞こえた。

「──!?　だ、大丈夫、ですか!?」

　その場に蹲うずくまった女官は、胸を押おさえながら苦しそうにしている。

「リ、リー・リン、人、呼んで来て!!」

「承知いたしました」

　リー・リンが去ったあと、私は上着を女性にかけて励はげまそうと口を開きかけたが──。

「んっ、むっ!?」

　背後から口元を布で覆おおわれ、私の視界は一気に暗転した。
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「──おい、おい、起きろ、起きろってば!!」

「──!!」

　乱暴に体を揺り動かされ、ビクリと体を震ふるわせながら覚かく醒せいする。

「!?」

　目の前にいたのは見知らぬ男だった。

　だ、誰だれ？　状じよう況きようが、把は握あくできない。

　なぜ、四方八方が見えないような薄暗い部屋で、両手足を縛しばられて、柱に寄りかかって座っているのか。

　城で倒たおれていた女性は？　リー・リンは？　ここは、どこなのか？

　すべてが謎のままだった。

　わかっているのは、私の斜ななめ前に点ともされた蠟燭の灯りがとても暗いということ。

　以前、リー・リンが言っていたのだ。灯りの暗い蠟燭は、とても安価で質が悪いものであると。それに、ずいぶんと埃っぽかった。じめじめしている上に肌寒いので、きっと地下なのだろう。今わかることは、これくらいか。

「お前、本当に華族なのか？　ザン＝リェン・ファというのは本当か？　六花の一つである蓮レンの花の服を着ていて、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの異国の女だから、そうなんだろう？」

「……」

「名前!!　本人かって聞いているんだ!!」

　男がいきなり大声を出すのでびっくりして言葉を失う。どうして見知らぬ男に名前を知られているのだろうか。

「言え。言わないと」

「ひっ！」

　懐ふところから出したのは短剣だった。それで脅おどそうというのだろうか。

　異国人である私の特とく徴ちようはわかりやすく、どうせバレているのだからと思い、素す直なおに認めた。

「ったくよー、手間取らせやがって！」

「……」

　私は、もしかしなくても、誘ゆう拐かいされてしまったのだろう。目的は金か、それとも別にあるのか。気分は一気に最悪なものとなった。

　こいつはいったい何者なのかと考えていたら、向こうからベラベラと勝手に語り始める。

「俺おれ達は白はく命めい会かいという、反国家組織だ。お前はザン家との交こう渉しように使わせてもらう」

「!!」

「先ほどお前の旦那宛あてに書状を送った。『ザン＝リェン・ファを返してほしければ、皇帝と幻影采公社のウェイ・ウーを暗殺せよ』とな」

「──な!?」

　な、なんてことをしてくれたのか！　あまりのことに震えが止まらなくなってしまった。それが短剣を向けられていることに対する恐きよう怖ふなのか、交渉の材料にされてしまったことに対する怒りなのか、混乱した頭の中で理解するのは不可能だった。

　部屋の中は少し離れた場所に小さな角ラン灯タンがあるだけで、薄暗い。小さな窓を見上げれば、外は暗くなっていた。

　家を出たのが朝で、大祈禱が始まったのはお昼前、気分転換にと外に出たのは、祈禱から二時間後くらいだったので、それからさらに数時間経っているということになる。

「なあ、お前の旦那、本当にこの話に乗るだろうな？」

「え？」

「噂うわさが回ってきたんだ。ザン家の当主は異国から連れて来た妻を溺でき愛あいしていると」

　なんだ、その誤報は。前にも聞いたような気がするけれど、溺愛とか噓うそだ。どうしてそんなデタラメな噂が広まっているのか謎だ。

「どうした？　変な顔をして？」

「……それ、噓」

「は？」

「たぶん、シンユウは私のために動かないよ。家の誇りを何よりも大切にする人だから、脅しには屈くつしない。絶対に」

「な、なんだってえ!?」

　男はカランと、短剣を手から落としてしまう。

「やっぱり、ザン＝シン・ユーは評判どおりの男じゃねえかよ!!　残ざん酷こく、非道、人のことを虫けらのように思っている鬼き畜ちく野や郎ろうだ!!」

　なんという酷い評判だろうか。シン・ユーはそのような人物ではない。

「噂はデタラメで、お前は冷れい遇ぐうされた正妻、ということなのか？」

「冷遇はされていないよ。でも私に人ひと質じちとしての価値はない」

「どういうことなんだよ」

　私は、どちらかと言えば鈍どん感かんだけれど、人のまっすぐな誠意に気付かないほど鈍にぶいわけじゃないからわかる。

　シン・ユーは私のことを大切に扱あつかってくれていた。異国人だからと壁かべを作らないで、優しく接してくれていた。

　でもその感情は、なんというか、動物愛護的な何かだと思っている。

　拾ってきた犬とか猫ねこに、うっかり心を奪われて、絆ほだされてしまったみたいな。

　私だって庭で飼っている鳥を盗ぬすまれたら烈れつ火かの如ごとく怒おこるだろう。だが、その小さな命と引き換えに捨て身でできることと言えば、ほぼないに等しい。

　シン・ユーは残酷でも、非道でもない、ただの不器用なだけの真面目な若者だ。どうしてそのような噂が出回ったのかは……一時期殺気を振りまいていた顔のせいだろうか。よくわからない。

　暗い思考の渦うずに閉じ込められそうになってきたが、目の前の男が突とつ然ぜん叫さけびだしたので、我に返ることができた。

「あ～～!!　だから嫌だったんだよ!!　なんでよりにもよってザン家に喧けん嘩かを売ったのか!!　わけがわからない!!」

　この男は組織の下したっ端ぱなのだろうか。頭を抱かかえて悔くやしがる姿をよく見れば、まだ若いことが窺うかがえる。

「これで俺達強きよう攻こう派の立場も地に落ちた!!」

　なるほど。この男達が街でやりすぎだと言われていた暴動を起こしていたわけか。

　うわあああという叫び声と共に男の腹の音がぐうっと鳴る。

「……」

「……」

　まさか、腹の虫を誤ご魔ま化かすために騒さわぎ出したのか。目が合うと顔を背けられた。

「あ、あの、お菓子、あるよ」

「は？」

　腹が満たされたら、判断能力が鈍ってここから解放してくれるのでは、と思ってお菓子の提供を持ちかける。

「袖の中に持っているの」

「く、くれるのか？」

「うん。いいよ。左の袖にあるから」

　男はそろそろと近付いてきて、恐る恐るといった手付きで私の服の袖に触ふれる。

「待って、逆！」

「ばっ！　馬ば鹿か！　いきなり大声出すなよ」

「ご、ごめん」

「お前から見て左かよ。不親切にもほどがあるぞ！」

「ごめん」

　なんで私は誘拐犯に平ひら謝あやまりしているのか。いや、変に反はん抗こうして刺し激げきするのはよくない。ここは大人しくしているのが一番だ。

　そう、思っていたのだが。

「待って、近い近い!!」

「うるせえ！　袖口が小さくて、取れねえんだよ！」

「あ、あまり、体重、かけ、かけないで、倒れる！」

「そんなこと言ったって、取れねえんだから」

　両手足を縛られ、柱に寄りかかっている私は、思わずお菓子を取ろうとする男を避けようとするが、均バラ衡ンスを崩くずしそうになってしまう。

　両手は胸の前で縛られていて、その下にある袖口を探る男の顔が目前にあったので、悪お寒かんというか、嫌な感じがしたのだ。

「──あっ！」

「うわ！」

　ついに、私は背中から倒れ込んでしまった。男も倒れそうになった私を思わず助けようとしたのか、なぜか一緒になって倒れる。

「いってえ!!」

「ど、どど、退どいて！　早く！　重たい！」

　男は痛いと呻うめいていたが、倒れ込んだ先は私の上だ。まあ、縛られていた私の拳こぶしに鼻先をぶつけたようではあるが。

　男は両手を地面につき、起き上がろうとして、動きを止める。視線は私にあった。

「な、何？」

「いや、なんかちょっとムラっとして」

「は!?　何言ってるの!?　馬鹿なの!?」

「ちょっと黙れよ」

　縛られた足を上げて男の体を蹴り飛ばそうとしたが、上に跨られてしまった。

「動くなよ」

「やめて、お願い！」

　両手も押さえられて、身動きは完全に封じられてしまった。

「いいだろう、少しくらい。毎晩旦那とお楽しみだろうが」

「してない、お楽しみ、ぜんぜんしてない！」

「人妻が何を言っているんだ？」

「ほ、本当、本当、本当だって～！」

　胸の前にあった両手を、男の片手で頭の上に縫ぬいとめられ、完全にやばくなってきた。

「大人しくしていれば手荒なまねはしない。だから──」

「い、嫌！　嫌、た、助けて、助けて！　シンユウ、シンユウー！」

「お、おい、馬鹿、人が来るだろ」

　男が私の口を空いた手で塞ふさいだ瞬間──唯一の出入り口がバキリと音をたてた。木製の扉が、まるで紙のように簡単に吹き飛ぶ。

「ひえっ!!」

「は、はあ!?」

　扉を蹴破って現れたのは、口元を布で覆い、笠を被った武官だった。

　手にしていた角灯を自分の顔の位置まで上げると、武官の残ざん虐ぎやくな眼が露あらわになる。

　ギロリと、射い抜ぬくように私達を見下ろしていた。

「「─ひ、ひいいいいいいい!!」」

　あまりの恐ろしさに、私と覆いかぶさっていた男は一緒になって悲鳴をあげた。

　その間に武官は持っていた灯りを廊ろう下かに捨て、地面を蹴っていた。

　途と中ちゆうに置いてあった蠟燭も蹴り飛ばされ小さな炎ほのおは転がった衝しよう撃げきで消え、部屋の中は完全な暗くら闇やみに包まれる。

　呆あつ気けに取とられているうちに、体がふっと軽くなる。それと同時に男の悲鳴が響き渡り、壁にぶつかるような音がした。武官──シン・ユーに、蹴り飛ばされたのだろう。

　暗闇の中で、男の呻き声と鈍い衝撃音だけが聞こえている。しばらくすると、シュッという何かが抜ぬかれるような音がした。途端に男の焦あせった声があがる。

「や、やめろ、やめてくれ、まだ、あ、あんたの、嫁よめには、まだ、な、何もしていな」

「黙れ」

　身震いするほどの低く冷れい酷こくな声は、やはりシン・ユーのものだった。私を、助けに来てくれたのだ。

　男の焦り具合からして、シン・ユーは剣を抜いたのだろう。

　止めたほうがいいのかと口を開きかけたが、思わぬ第三者の介かい入にゆうにより、阻まれてしまった。

「──そこまでです！」

　凜りんとした、よく知っている人物の声が部屋の中に飛び込んでくる。同時に、部屋は灯りで照らし出された。

「リ、リー・リンか!?　助けてくれ!!　この男、俺を殺そうとしているんだ!!」

「……ただの見張り番がしようもないことをして。殺されそうになって当然です！」

「!?」

　部屋に駆かけ込んで来たのは、思ったとおりリー・リンだった。

　しかし、なぜ、誘拐犯と親しげに話をしているのか。

　そして、思いがけない一言をリー・リンは言う。

「ザンさん、剣から手を離してくれませんか？」

「……」

「廊下に、武装した者を複数連れてきています。全員を相手にするのはさすがに無理ですよね？　だって──」

　リー・リンは角灯を高く持ち上げ、部屋を照らす。

　わずかに明るくなった部屋で、男の腹を片足で踏ふみつけ剣を構えるシン・ユーは、肩を上下に動かして荒あらい息を吐はいていた。体力的に限界が訪おとずれているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「ザンさん、剣を遠くに投げ飛ばしてください」

　シン・ユーはリー・リンの言葉に従って剣を投げ捨てる。カランと音をたてて落下した剣は地面を回転しながら滑すべり、遠く離れていく。

「少し、お話ししませんか？　コ・ルー老師もこちらへ向かっています」

　その言葉に反応したのはシン・ユーではなく、男のほうだった。

「穏おん健けん派はのジジイが何をしに来るんだよ!!」

「あなたは黙っていてください。殺されたいのですか？」

　もう何がなんだかわけがわからないことばかりで、混乱してしまう。

　リー・リンが反乱組織の一員だったこととか、シン・ユーがここ一番という時に怖い顔をして登場したこととか、重要だか重要じゃないんだかいろんな情報が頭の中に入り乱れて、ぐちゃぐちゃになっていた。

　陸に打ち上げられた死にかけの魚のような気分になっていると、遠くから私を呼ぶ声が聞こえる。

「奥様～～!!　どこですか～～？　奥様～～!!」

「ジンピ！　ジンピ、ここ！　ここだよ！」

「お、奥様!!」

　汗だくになって現れたのはザン家の家職ジン・ピンだった。部屋の中に入ってくると、私の姿を見て、安堵した顔を見せた。

「ああ、よくぞご無事で」

「うん」

「先頭を馬で駆けていた旦那様と、あとに続いていたリー・リンと同じ馬車で到着したのですが、お二人の足の速さについていけなくって、参上が遅れてしまいました！」

「大丈夫だったから。来てくれて、ありがとう」

「ええ、ええ、よかったです、本当に」

　ジン・ピンは手足の拘こう束そくを解き、起き上がった私の肩に上着をかけてくれた。

　ここで、リー・リンが話しかけてくる。

「ジン・ピンさん。私は旦那様と一緒に帰りますので、先に奥様をお連れしてください」

「わかりました」

　私はジン・ピンに背中を支えられて、部屋から出る。

　すれ違いざまにリー・リンの名を呼んだが、一いち瞥べつすらしてくれなかった。
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「奥様、よくぞご無事で!!」

　馬車の中にはメイ・メイが待機していた。涙を拭う姿を見て、本当に申し訳ないと思った。

「旦那様は今回の件で、周りが手に負えないくらいお怒りでした。奥様がご無事で本当によかった」

　私はまたシン・ユーに迷めい惑わくをかけてしまった。不ふ甲が斐いない自分に嫌いや気けが差す。

　それからザン家に到着すると、義母が屋敷の外で待っていた。

　怒られるかと思ったのに、義母は馬車から下りてきた私に無言で駆け寄ってきて、抱だきしめてくれた。

「お義か母あさん、心配かけて、ご、ごめんなさい」

「……」

　義母は最後まで何も言わなかった。ただ、無言で抱きしめてくれた。

　そして、数時間後にシン・ユーが帰宅を果たす。

　シン・ユーはお礼と謝罪の言葉を言おうとしていた私を制して、低い言葉で言った。

「あの使用人……リー・リンといったか。解かい雇こした」

「え？」

「あと、二度と外には出ることは許さない」

　リー・リンの解雇と私への外出禁止だけを口にすると、シン・ユーは早足で去って行ってしまう。

　それが、長い一日の終わりだった。
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　リー・リンは国家反乱組織『白はく命めい会かい』の一員だったらしい。

　白命会は下町で暮らす者達を中心に発ほつ足そくした、皇こう帝ていの政治への不満を主張する集団だ。

　街で暴動を起こしたり、華か族ぞくを襲おそったりしていたのは白命会の過激派による犯行だったとか。

　今回、リー・リンは過激派と連れん絡らくを取り合い、私の誘ゆう拐かいに加担したようだ。

　なんというか、衝しよう撃げき的な事実だった。

　まさか、リー・リンが反乱組織の一員だったなんて。

　すぐに、受け入れられることではなかった。もう一度話をしたいと思ったが、会うことは許されない。シン・ユーは今回のことを、烈れつ火かのごとく怒おこっていた。




　自宅を出るなと言われてから一週間経たった。

　シン・ユーとはあれから話していない。ジン・ピンに聞けば、家にもあまり帰って来ていないという。

　義母はシン・ユーと会えないので苛いらついてくると思いきや、ごくごく普ふ通つうだった。

　皆みな、何事もなかったかのように振ふる舞まっていた。




　暇ひまを持て余した私は、シン・ユーの書庫を漁あさる毎日を送っている。

　勝手に入って好きな本を読んでいいと、シン・ユーから鍵かぎを渡わたされていたのだ。

　掃そう除じの時以外閉ざされた部屋には、扉とびらがある壁かべ以外の三面に本ほん棚だながあり、隙すき間まなくびっしりと書しよ籍せきが詰つめられている。そのほとんどは紐ひもで綴とじられた本で、祖国で一いつ般ぱん的だった家か畜ちくの皮を使った装そう丁ていの本は、ほんの一部だった。

　その中には、写本と呼ばれる手書きで書かれた本も存在する。だが、書いた人によって読みにくかったり、字が潰つぶれていて解読不可能だったりと、文字を読み進めるのに苦労する要素が多い。そのため写本はなるべく避さけて、活版本ばかり選んで読んでいた。

　何か冒ぼう険けん小説でもあればと期待していたが、そのような娯ご楽らく小説など一冊もなく、本棚に収まっているのは小難しい歴史や文化、習慣が書かれたものばかりだ。

　しかもぎゅうぎゅうに詰つめ込んでいるので、一冊の本を取るのですら苦労をする。

　前に一いつ生しよう懸けん命めい引っ張り出して、取れたと思ったら、その列の本すべてが飛び出してきたこともあった。酷ひどい話である。

　しかも大たい華か輪りん国こくの紐で綴つづった本には背表紙がないので、取り出してみないと内容がわからないという不親切仕様だった。

　そんな厄やつ介かいな本棚の中で見つけた本日の一冊は、『最新版・大華輪国の始まりと六花について』だ。

　この国の歴史についてざっくりは聞いていた。だが、正直言うと習ったのが超ちよう絶ぜつ忙いそがしかった結けつ婚こん式しき準備期間だったので、忘れてしまった。だからもう一度勉強してみようと思ったしだいである。





　創世の大華輪国

　大華輪国は、天上に向かって伸のびる花から天の子が生まれたことが始まりだった。

　天の子は六人の花の仙せん女によの世話ですくすくと育ち、立派な大君となる。

　だが、寂さびしさを覚えた大君は、花の仙女に自分と同じような子を増やすように命じた。

　花の仙女は、大君の天上の花の周りに、自らの分身となる六つの花を植えた。

　高こう尚しようさを象しよう徴ちようする蓮レンの花

　優ゆう雅がさを象徴する蘭らんの花

　和わ睦ぼくを象徴する百ゆ合りの花

　清せい廉れん潔白を象徴する梅の花

　高潔を象徴する菊きくの花

　美と愛を象徴する水すい仙せんの花

　その六つの花から生まれた者達を、大君は『六花』と呼び、天上の花を護まもる特別な配下として従える。

　さらに、大君の命令で仙女達は土の中からも人を模かたどり、六花の周囲にも小さな花が増えた。

　そして、たくさんの人が集まって、大華輪国という一つの国が生まれる。






　堅かたい題名から小難しいことが書いているのではと恐おそる恐おそる読み始めたが、書かれてあった内容は神話のような読みやすいものだった。

　六花にはさまざまな役割があって、仙女という不可視の存在が家を護ってくれているという。

　ちょっと中身を見て部屋に持って帰ってからゆっくり読むつもりが、本棚の前にしゃがみ込んだ体勢で読みきってしまった。恐るべき、神話風という読みやすさ。

　二冊目の本を物色しようと立ち上がると、部屋の外から声がかかる。客が訪おとずれた、と。

　客間へ出向くと、誰だれかと思いきや──よく見知った男だった。

「やあ、久しぶりだね。会いたかったよ」

「あ、ファン・シーンだ」

　両手を広げて迎むかえてくれたのは、シン・ユーの心の友、ファン・シーンことフゥァン・シィァンだった。

　もちろん、腕うでに飛び込むことはない。抱ほう擁ようして挨あい拶さつしようという動作は無視だ。

　私は黙だまったまま軽く会え釈しやくすると、使用人が引いてくれた椅い子すに座すわる。

「リェン・ファちゃん、いきなりでごめんね」

「別に大だい丈じよう夫ぶだよ。暇だったし」

「そっか。もっと早く来たかったんだけど、いろいろと忙しくってね」

　ファン・シーンは、この前の誘拐事件について謝罪しに来たらしい。

「え、なんでファン・シーンが謝あやまるの？」

「あ、いや、あそこは管かん轄かつ下だったというか、なんというか。とにかく、ごめん」

　後宮でロン・シャン姫ひめの教育係をするファン・シーンがなぜ、宮きゆう廷てい警護の責任者でもあるのか。よくわからない。

「詳くわしい話は、シン・ユーに聞いてくれるかな」

「……」

　なんだか怪あやしい。疑いの視線を向けるが、ファン・シーンは口笛を吹ふきだした。自分の口から話すつもりはないのだろう。

「それにしても、リェン・ファちゃん、よかった。案外元気そうで」

「元気がないと、心配する人達がいるから」

　使用人、義母、そしてシン・ユー。いろんな人に心配と迷めい惑わくをかけてしまった。

　事件の中心人物である私がウジウジしていれば、周囲も落ち着かない気分になるだろう。

「あの日、本当に大変でね」

「大変？」

「うん。シン・ユーが」

　私が誘拐されたことは当初、シン・ユーには報告せずにいたらしい。大だい祈き禱とうが終わったあとの宴うたげで皇帝の護衛任務につく予定だったからだとファン・シーンは語る。

「各部隊のね、綺き麗れいなお顔をした武官が集められた、麗うるわしの部隊が結成されてねえ。まあ、馬ば鹿かみたいな話なんだけどね。護衛を実力ではなく、顔で選ぶなんて。で、その部隊にシン・ユーも名めい誉よなことに選ばれていたわけ」

　大切な任務が入っているから、身内が誘拐されたことを知らせるなと命令され、何だかそわそわしている部下達を不ふ審しんに思ったシン・ユーは怖こわい顔で問い詰めたのだという。

「もうね、すごかった。十人くらいの屈くつ強きような男達に囲まれていてね。でも、シン・ユーってばぜんぜん怯ひるんでいなくって、そこを退どけって剣けんまで抜ぬいているって聞いて恐ろしくなって」

　妻を助けに行こうとするシン・ユーを止められないと悟さとった武官達は、最後の手段としてファン・シーンを呼びに行ったのだという。

「絶対怖いから、嫌いやだ、嫌だって言っている僕ぼくを、武官達は無理矢理シン・ユーのいる部屋まで連行して、説得しろって言うんだ」

「それで、なんて言ったの？」

「一言だけ、『早く行きなよ、シン・ユー』って」

　最高潮に荒あらぶった状態のシン・ユーは、さすがのファン・シーンでも止めることはできなかったらしい。

「そんな感じでね、御お上かみの任務を放り出して、君を助けに行ったのさ。あの馬鹿は」

「ご、ごめんなさい」

「いや、リェン・ファちゃんはぜんぜん悪くないんだけどね。……シン・ユーが仕事をすっぽかしたのが悪いんだけれど。でも、促うながしてしまった僕のせいでもあるよね。ただ、その影えい響きようで大変なことになっちゃった。ごめんね」

「大変なこと？」

「酷いよね」

　そう言ってファン・シーンは二通の手紙を机の上に置く。

「これは？」

　皇家の紋もん章しよう入りの正方形の手紙を前に、ファン・シーンは初めて見せる苦い表情を浮うかべていた。

「リェン・ファちゃんがこの手紙を読む顔なんて見ていられないから帰るね。もう一通のシン・ユー宛あても内容は一いつ緒しよなんだけれど、申し訳ないけど渡しておいてくれる？」

「ど、どういう……？」

「本当に、ごめん」

　ファン・シーンは本当に手紙を置いて帰ってしまった。




　嫌な予感しかしなくて、手紙に触ふれる手が震ふるえてしまう。

　ファン・シーンはあんなことを言っていたが、別に大したことのない手紙かもしれない。彼かれはいつも冗じよう談だんばかり言っているから、きっとそうだろう。

　自分にそう言い聞かせ、手紙を開かい封ふうする。中に書かれていたのは──。




　ザン＝リェン・ファ。明後日あさつてより、その身を後宮に献けん上じようせよ。




　手紙は思いがけない内容だった。
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　シン・ユーが帰ってきたのは日付が変わって二時間ほど経ってからだった。疲つかれているのに話があると言うのは、本当に申し訳ない。だが皇帝からの勅ちよく令れいが書かれた手紙を預かっているので、後回しにするわけにもいかなかった。

　帰宅してすぐに居間に来てくれたシン・ユーの姿は、酷く薄うす汚よごれていた。今まで何をしていたかとは怖くて聞けない。

「何用だ。帰りを待つなと言っていただろう」

「う、うん。ごめんね。あの、ファン・シーンから手紙を預かっていて……」

「フゥァン・シィァンが来たのか!?」

「お、お昼に、少しだけ」

　ファン・シーンはどうやらシン・ユーの了りよう解かいなしに来ていたようだ。部屋に入ってきた時から不ふ機き嫌げんだったシン・ユーの顔が、殊こと更さら厳しいものとなる。

「それで、手紙を預かっていて」

「手紙？」

　ファン・シーンから預かっていた皇帝からの手紙を差し出す。

　シン・ユーは皇家の家か紋もん付きの手紙を手に取って目を見開き、裏の署名を見てさらに驚おどろいていた。

　シン・ユーは手紙を開封し、何度も何度も目で追って読み返している。

　内容は私がもらったものと同じだとファン・シーンは言っていた。だから、彼への手紙にも、私を後宮へ献上しろと書いてあるはずだ。

　シン・ユーは手紙を怖い顔で見つめたままだ。

　久々に会うシン・ユーは、顔色が悪く、目の下の隈くまに加え、白目も充じゆう血けつしているという不健康な状態だった。また、何か心配なことがあって眠ねむれていないのだろう。

　私のことでシン・ユーにこれ迷惑をかけることはできない。

　だから、早く言わなければ。

「シンユ……」

　名前を呼ぼうとしたら、彼の視線が移ってきたので、言葉に詰まってしまう。

　怖い顔をしていた。初めて出会った日みたいな、誰も信用していない冷たい目だった。

　きちんとしなければ。手のひらを握にぎりしめて、自らを奮い立たせる。

　シン・ユーの名前だって、いい加減正しく呼ばなければならない。もう、とっくの昔に綺麗に発音できていたのに、何だか恥はずかしくって口にできなかったのだ。

「シン、シンユ……えっと、シン・ユー。その、今までありがとう」

「何を、言っている？」

　シン・ユーは眉み間けんに皺しわを寄せ、低い声で問いかける。

　ここで負けてはいけない。

「明日、日付的にはもう今日なんだけど、会えるのはこれで最後かもしれないから、お礼を言いたかったの」

「だから、お前は何を言っているのだ!?」

　吸すい込まれそうな深く黒い瞳ひとみが、責めるように突つき刺ささる。

「私は、皇帝陛下の後宮に行くことになったから」

「行くな。行く必要などない!!」

　やっぱり、シン・ユーは優やさしいから、そう言ってくれると思っていた。

　でも、もう決めたのだ。私はここを出て行くと。

「シン・ユー、ありがとう。でも皇帝陛下の命令だから」

「違ちがう！　今回の勅令は嫌がらせに決まっている！　皇帝の命令に背そむいたから、その腹はら癒いせをしてきただけだ」

　シン・ユーは、皇帝に背くことになったのは、誘拐された私を助けに行ったためだという話はしなかった。

　でも、私はファン・シーンから理由を聞いていたので、シン・ユーの気き遣づかいが却かえって辛つらくなる。

「お前は、この前後宮を見てきただろう!?　皇帝に酷い扱あつかいを受けて、何も思わなかったのか!?」

　何も思わなかったわけではない。けれど、皇帝陛下の命令は絶対なのだ。

「シン・ユー、あのね、話を、聞いてほしいんだけ、ど」

　息苦しい気がして、一度大きく息を吸い込む。それでも足りなくってもう一度深呼吸をするが、どれだけ吸い込んでもなぜか苦しいままだった。

「リェン・ファ？」

　早く、この吸い込まれそうな黒い瞳から逃のがれたい。勇気を振ふり絞しぼって言うことにした。

「シン・ユーには、とても感謝していて……」

　私はお金で買われてこの地へやってきた。

　出会ったばかりのシン・ユーは怒ってばかりいて、どうしてなんだろうと思っていた。

　けれど、シン・ユーはたくさんの問題を抱かかえていて、どうしようもない感情が怒いかりとなって溢あふれていたのだろう。

　知れば知るほど、私はシン・ユーを放っておけなくなり、助けたいと思うようになった。

　シン・ユーは一見冷たそうに見える。しかし、深く付き合えば違うということがわかった。

　ぶっきらぼうで、他人にも自分にも厳しくて、けれど家族想おもいな優しい人。そんなシン・ユーに、私はどんどん心惹ひかれていった。

　シン・ユーと普通に出で逢あって、恋こいに落ちていたらどんなによかったか。

　いきなり結婚とかじゃなく、普通に接し合う中で私を気に入ってくれて、妻にと乞こわれたらどんなに幸せだっただろう。

　そんなことを夢見ても、それは絶対にありえないことだとわかっている。

　私とシン・ユーは別々の国で生まれて育った。付き合いのない国同士で、二人が偶ぐう然ぜんに出会うことなど絶対にありえない。

　その、不可能を可能にしたのが、お金だという皮肉。

　両親がくれた命に、大した決意もないまま、どうにかなるだろうと軽がるしく値段を付けた自分を一生許せないだろう。

　そんな私がザン家の一員として、のうのうと暮らしていいわけがないのだ。

　寵ちよう姫きになれば、ザン家の役に立てるかもしれない。

　後宮に招かれるというのは、とても光栄なことなのだ。

　それが、私の考えた罪つみ滅ほろぼしだった。

　シン・ユーは信じられないという目で、私を見ている。

「どうして、後宮に行くと決めたのだ？」

「──私は、お金が一番大事。後宮に行けば、おいしいものも、たくさん食べられるし、とてもいい生活が、できる」

　私の言葉を遮さえぎるように、シン・ユーは机を拳こぶしで叩たたきつける。

「なぜ、噓うそをつく？　そんな暮らしなど、お前は望んでいないだろう？」

「噓、じゃないよ。本当のこと。私、捨てられるのが嫌だったから、いい子の振りをしていたの。シン・ユーが怖かったから、言うこともよく聞いた」

　シン・ユーは机の上に放り出されていた手紙を握り潰しながら、睨にらみつけてくる。

「お前の呆あきれるくらいの善良さは、よく理解しているつもりだ。俺おれにはわかる。お前が今、噓をついていると」

　シン・ユーの言葉に、今まで我が慢まんしていた涙なみだが溢れてしまう。同時に、胸が締しめつけられてとても苦しい。

「それに、そんな辛そうな顔と震える声で言われても、説得力はない」

　ダメだ、失敗してしまった。けれど、私の気持ちは揺ゆるがない。

　ここで、心の内にあったモヤモヤをシン・ユーにぶつけてみる。それは、私がお金で買われて大華輪国へやってきた件だ。

　リー・リンは親子の仲を引ひき裂さくかもしれないと言っていた。けれど、悪いのは私だと分かってもらえたら、そんなことにはならないはずだ。

「あのね、シン・ユー。私……」

「なんだ？」

　シン・ユーの顔を見ていると、気持ちが揺らいでしまう。けれど今、このもやもやとここで決別しなければならなかった。

「私、お金が欲ほしかったの。それで、ハイデアデルン国で出会ったおかーさんに、この身と交こう換かんでお金をくださいって、お願いしたんだけれど」

　シン・ユーの黒い目が、見開かれる。きっと、義母の話していた、住む家がなくて困っていたから連れてきたという話を信じていたのだろう。

「なぜ、金が必要だったのだ？　何か、事情があったのだろう？」

「貧びん乏ぼうだったから、豊かな生活を、したかった……。それだけ」

　噓はついていない。爵しやく位いを返上したあと、父の生活環かん境きようは良くなったはずだ。私も、大華隣国にやってきて、シン・ユーに大事にしてもらえた。

　もう、いいだろう。私は十分、幸せだった。

「私、後宮に行くね」

　いつか、自分を許せるようになったら、ザン家のリェン・ファだったってことを誇ほこりに思って、胸を張って生きていきたい。

　それが、今の私の夢だ。

「シン・ユー、今までありがとう」

　きちんと顔を見て言えたので、ほっとしたような気分になる。肩かたの荷にが下りたというのはこういうことを言うのかもしれない。

　シン・ユーは、私の言葉に返事もしないで、部屋から出て行ってしまった。

　もう、姿を見るのは最後かもしれない。でも、仕方がないのだ。

　私も部屋に戻って就しゆう寝しんしようとしたが、気が高ぶっているからか、明け方まで眠ることはできなかった。
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　翌日はメイ・メイの手を借りて、後宮へ行く準備をした。

　途と中ちゆう、義母がたくさんの服を用意して運んできてくれた。

「おかーさん……えっと、お義か母あさん、ありがとう」

　義母にも、最後にきちんと「お義母さん」って呼べた。

「本当に、ありがとう」

「べ、別に、あなたのためではないから」

　ザン家の者が後宮へ行くのに、みすぼらしい姿では恥はじになるからと、目も合わせないで言ってきた。

「ねえ、あなた、本当に……」

「ん？」

　背中を向けたまま話しかけてきたが、言葉を途中で切った。

「お義母さん？」

「なんでもないわ」

　義母はそう言って、去って行った。

　私も荷物をまとめる。

　シン・ユーにもらった蓮の箸はし置おきや鳥の置物は置いていくことにした。たぶん、持っていたら楽しかった思い出が甦よみがえって辛くなるから。

　指輪も返すべきかと頭を悩なやませていたが、抜こうと思っても抜けない。とりあえず今は諦あきらめることにした。




　ザン家での最後の晩、やはり、というか、シン・ユーはまだ帰っていない。現在の時刻は日付が変わる少し前だ。迷惑かもしれないとは思ったが、一番お世話になったし一言挨拶を、と待ってはいたものの、二日連続での夜よ更ふかしはさすがにキツいものがある。

　居間で一人、船を漕こいでいると、部屋に誰かが慌あわてて入ってくる物音で眼めが覚めた。

「!!」

　ひょっこり顔を出したのは、ジン・ピンだった。

「ああ、奥おく様さま、こちらにいらっしゃいましたか。寝しん室しつにいらっしゃらなかったので、肝きもが冷えましたよ」

　そういえば、夜勤はジン・ピンしかいないと言っていたような。いつもは十人以上いるのにどうしたのだろうか。

「ジン・ピン、仕事、平気？」

「ええ、もちろんでございます。それで、その、ご報告がありまして」

「あ、ごめんね。どうしたの？」

「それが、こちらが街で配布されているようで……」

　ジン・ピンは一枚の折り畳たたまれた紙を手て渡わたしてくる。そっと開いたら、そこには驚くべきことが書かれていた。

「──え？」

　さーっと、胃の辺りが冷たくなる。足元がゆらゆら揺れているような、心ここ地ち悪い感覚にも陥おちいった。

「う、噓、な、なんで？」

　手渡された紙は、皇帝陛下の崩ほう御ぎよを知らせるものだった。

　いったい、何があったのだろうか!?

　その活版印刷された紙には、皇帝の崩御と共に幻げん影えい采さい公社のウェイ・ウーが何者かによって、街の広場で公開処しよ刑けいされたことも記されている。

　シン・ユーが帰ってこないわけ。

　使用人がジン・ピン一人しかいない理由。

　頭の隅すみっこに追いやっていた憶おく測そくが、不可解な点と繫つながってあることへの確信に至ってしまう。

　いや、まだ答えを出すのは早い。

　頭かぶりを振って、最悪の事態を否定した。
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　そのあとは、大変な騒さわぎとなった。

「大奥様、奥様、こちらです!!」

　ジン・ピンは就寝していた義母を起こし、とある部屋へと誘ゆう導どうする。

「ねえ、なんなの!?　何が起こっているの!?」

「落ち着いてください、大奥様」

「シン・ユーはこんな時間まで何を──」

「旦だん那な様はじきにご帰宅なさいますから」

　私達が連れてこられたのは、ザン家の隠かくし部屋だ。

　なんでも皇帝崩御の知らせを受けた白命会率いる民たみ達が、街で暴れているらしい。腐くさりきった皇帝陛下とインチキ占せん術じゆつ師を殺したから、次は自分達を搾さく取しゆしていた華族の番だと叫さけんでいるとか。

「もしかしたらお屋や敷しきに暴ぼう徒とが押おしかけて来るかもしれません。危険なので、旦那様が帰るまでこちらで待機を」

「なんですって!?」

「ジン・ピン、わかった！」

　返事をした私に、ジン・ピンは小さな球体を差し出す。

「これは？」

「もしも屋敷が焼かれた際、熱に反応を示す石です。赤く光ったら、部屋の後方にある脱だつ出しゆつ通路から避ひ難なんしてください」

「ジン・ピンはこれからどうするの？」

「旦那様のお帰りをお待ちしております」

「だ、だめだよ！　ねえ、一緒にここで待とう？」

　華族に恨うらみを持った人が来るかもしれないのに、家で待機するのは危険だ。何度も一緒に隠れていようと頼むが、なかなか首を縦に振ろうとしない。

「ジン・ピン、お願い」

「それは……」

「じゃあ、他の使用人と同じように、家に帰って！」

「ええ!?」

「華族の証あかしである三つ編み、ばれないように帽ぼう子し被かぶったら大丈夫だから！　お願い、一生の、お願い！」

「わ……わかりました」

　なんとか説得して、ジン・ピンには家に帰ってもらうことになった。ジン・ピンの実家も商店で危ないかもしれないが、この家にいるよりはマシだろう。

「奥様、大奥様、どうか、ご無事で」

「ジン・ピンも、気を付けて」

「ありがとうございます」

　ジン・ピンと別れると、急に不安になる。屋敷には、もう誰もいない。

　皇帝陛下は崩御した。突とつ然ぜんの事実は、すぐには受け入れられない。

　ふと、義母が震えていることに気付く。私は義母の体を、そっと抱だきしめた。

　──どうか、シン・ユーやお義母さんを守ってください。

　私は神に祈いのることしかできなかった。




　それから二時間経っても、シン・ユーは帰ってこない。

　大丈夫、指輪はきちんと外れないで嵌はまっている。

　シン・ユーが言っていた。ザン家に伝わるこの指輪は、夫婦のどちらかが死ねば外れると。

　義母は意気消しよう沈ちんしているのか、大人しい。今は声をかけず、そっとしておこう。

　そして、ついに手の中の球体が仄ほのかに光り出した。

　屋敷に火が放たれたのだ。

「お、お義母さ」

「!?」

　急にはっとした様子で義母が立ち上がる。扉の向こうで何かが聞こえるようだ。

　私も義母と同じように壁に耳を当ててみれば──。

「リェン・ファ──!!　リェン・ファ──!!」

　義母はその叫び声に反応をして、扉の鍵を開く。

「お、おか」

　扉を全開にして、義母は助けに来た人物を笑え顔がおで迎えた。

「リェン・ファ!!　助けに来たぞ!!」

「……あ、うん」

　そこにいたのは、なんと、胡う散さん臭くさいことで有名な占術師、シー・トゥームーだった。

　……って、なんでここに？

「先生!!　ありがとうございます」

「お前に用はない!!」

　出で会あい頭がしらに縋すがりついてきた義母を、シー・トゥームーは乱暴に払はらい除のけた。

　突き飛ばされた義母は地面に倒たおれ込んでしまう。

「お義母さん!!」

　私は義母のもとへ駆かけ寄よったが、意識を失っていた。怪け我がはしていないようだが、大丈夫なのか。義母の様子を確かく認にんしていたら、突然シー・トゥームーに腕を摑つかまれる。

「な、何するの！　放して！」

「一緒に逃にげよう！」

「は？」

「リェン・ファ、君をこの家の呪じゆ縛ばくから解放してやる」

　この詐さ欺ぎ師はいったい何を言っているのか。というか、喋しやべり方もいつもと違う。やっぱりあの胡散臭い喋りは作ったものだったのか。

「ねえ、やめて、放して」

「本当の名を教えてくれ！　そうすればその指輪も外せる」

　先ほどからこの人は何をしようとしているのか。腕に込められた力が強くなっていくので、だんだんと恐きよう怖ふを覚える。

「その指輪を着けている限り、ザン＝シン・ユーの追つい跡せきから逃れられなくなる！　だから、本当の名を」

「嫌！　本当の名前は大切な人にしか教えない！」

　この人はどうして私に執しゆう着ちやくするのか。養子の申し出をシン・ユーが断ったので、その時に諦めてくれたと思い込んでいた。

「わかった。私も本当の姿を見せよう。そして、本当の私を知ったら、リェン・ファの真ま名なを教えてくれ」

「は、はい？」

　シー・トゥームーは腕から手を離はなし、真面目な表情で私の顔を見る。

「──見よ、これが、私の真なる姿だ!!」

「!?」

　シー・トゥームーは、頭に被っていた細長い帽子を取ってその場に捨てた。

「なっ!?」

　シー・トゥームーの頭部には──何も、なかった。

　いや、正確に言えば、ほとんどハゲていたのだ。

「私は、この国で行った、二回にわたる大きな占術のおかげで、頭頂部の髪かみの毛を……失ったのだ」

　こういう時、どんな顔をしたらいいのかわからない。何も言えぬまま、次の言葉を待つ。

「占術というのはこのように体に害をもたらす恐ろしいものなのだ」

「う、うん」

「──私は、元々は小さな農村で質素に暮らす占術師だった」

「あの、その話、長くなる？」

　火の手は近くまで迫せまっているはずなのだが。私の突っ込みを無視してシー・トゥームーは語り出す。

　彼は地図にも載のっていないような小さな村に生まれ、祖父の教える占術と薬やく剤ざいの知識を受うけ継つぎ、それを村人のために役立てていた。

　占術というのは、対象の幸せ・未来の可能性を予知するもので、村では大きな禍わざわいごとを占うこともなく、明日の天気や生まれてくる子どもの性別といった些さ細さいなことに術を使っていたらしい。

「村人からもらう占うらないの報ほう酬しゆうは、畑で取れた野菜だったり、山で狩かった鳥だったりと、まったく金になる仕事ではなかった」

　厳しい師し匠しようでもあった祖父が行ゆく方え不明になって以降、すっかりやる気のなくなったシー・トゥームーは占いをしなくなった。その上、薬も煎せんじなくなったのだという。

　そんな風に暮らしていたら、ついには村を追い出され、世界を流る浪ろうする旅に出ることを余よ儀ぎなくされた。

「長い、長い、旅の中で、私は素す晴ばらしい噂うわさを聞いた。帝てい都と千せん華かに行けば、占術師は贅ぜい沢たくな生活ができる、と」

　金に目が眩くらんだシー・トゥームーは意い気き揚よう々ようと帝都に行ったが、どの華族の戸を叩いても門前払いされてしまう。

　今までは行き着く街でちょっとしたインチキ占いをしつつ日ひ銭ぜにを稼かせいでいたが、帝都の華族は初対面であるシー・トゥームーの占いを信じなかった。そのためまったく商売にならず、たった数日の滞たい在ざいでボロ雑ぞう巾きんのようになってしまったとか。

「そんな中で、華族の家が並ぶ道を歩いていると、とんでもない家を見つけたのだ」

「ザン家？」

「そう。当時のザン家はすさまじい黒こく霧むに包まれていた」

「黒霧って何？」

「黒霧とは、負の感情が具現化したもので、常人には見えぬものだ」

　本当かわからないが、黒霧とは、恨み、妬ねたみ、怨えん嗟さ、憎ぞう悪お、自じ棄き、破は壊かい衝しよう動どう、不安などさまざまな好ましからぬ感情を発した時に体から滲にじみ出るものだという。

　黒霧は黒霧を呼び寄せる。それが在る限り、人は苦しみ続けるのだ。

　その黒霧がザン家の屋敷を包み込んでいたとシー・トゥームーは語る。

「これは屋敷の中で大変なことが起きているぞ、恩を売れば金をせしめることができるかもしれんと思った私は、はりきって屋敷を訪問した。私の予感は的中した。その家には死にかけている子どもがいたのだ。この国は医者を信用していない。だから、適当に医者を頼たよるように助言したら、子どもの具合は良くなると思っていた。だが、子どもの姿を見て、私は後こう悔かいした」

　子ども──シン・ユーの部屋に通されたシー・トゥームーは、今までにないほどに寒気を感じ、ここから逃げなければという衝動に襲われたという。

「そこには、ザン＝シン・ユーの首を絞しめる、黒霧に身を包まれた女の姿があったのだ。私は恐ろしくて、逃にげ出したくなったが、成功報酬の一千万金ジンのことがあったので、女に声をかけることにした。人ならざる者と交信する高位の術式を使い、私は女に話しかけた。……黒霧の女は『蓮レン華カ仙セン女ニヨ』と名乗り、このザン家を護る者だと言っていた」

　そういえば、前に読んだ本に仙女について書かれてあったような。神話の中に伝わる架か空くうのものではなく、本当に存在していたなんて……！

　しかしなぜ、ザン家を護る仙女がシン・ユーの首を絞めていたのだろうか。

　シー・トゥームーは淡たん々たんと語り続ける。

「どうして直系の子どもの首を絞めているのかと聞けば、二代前の当主が仙女との約束を破ったからだと言っていた」

　二代前、シン・ユーの祖父母のことだ。確か、散財を繰くり返かえして、ザン家を没ぼつ落らく寸前まで追い込んだという話をリー・リンから聞いたことがあった。

「仙女は家を護る代わりに、ザン家の者達と約束をしていたのだ。それは、些細なことで『蓮レンの華はなを愛すこと』というものだったが、二代前の当主は、庭師を雇やとう金を惜おしみ、敷しき地ちにあった蓮の華を腐らせてしまったのだ。挙句、蓮華仙女の作った蓮の花を売り払い、一つ残らず手放してしまった」

「……」

「それでも優しい仙女は当主の枕まくら元もとに立って、蓮の華を愛すように何度も言ったが、仙女の存在を信じていなかった当主は悪あく霊りようだと騒ぎ立てたのだ」

　それに怒った仙女はザン家を滅ぼそうとする悪あつ鬼きへと変わってしまい、その当主の子孫を呪のろった。

　それが、シン・ユーの父親の死を招き、生まれてきた子ども、シン・ユーの虚きよ弱じやく体質をもたらしたと、シー・トゥームーは告げる。

「私は、ザン＝シン・ユーの幸せな未来を覗のぞき込んだ。そこには、蓮の花を愛する姿が浮かんでいた。だから、蓮華仙女に言ったのだ。『この者は、近い将来に蓮の花を愛すだろう』と」

　その話を聞いた仙女は、あっさりとシン・ユーの首元から手を離し、「この先見守らせてもらう」、という言葉を残して消えて行ったという。

「なんとかザン＝シン・ユーの命を救うことに成功した私は、無事に報酬を受け取ることができた。しかし、私にも不幸が訪れる。頭部の毛の一部が、無残にも抜け落ちていたのだ」

「あ……うん」

「師は言っていた。高位の術式を使えば、体に欠けつ陥かんを生むと。私には、髪を失うという欠陥が生じた」

　ザン家から受け取っていたお金は、ほとんど発毛治ち療りように使っていたという。

「そして、二回目に大きな術を使ったのは、ザン＝シン・ユーが蓮の花を愛する気配がないと蓮華仙女が夢に出てきたので、仕方なく占術を行った。今度は少し手を抜いたからか、金と青のハイデアデルンにあるもの、としか出てこなくて」

　その占いを聞いた義母が、偶然私を見つけたというわけだったのか。

　そして、シー・トゥームーはその術で、またしても髪の一部を失ってしまった。

　──でも、結局シン・ユーはレンの花を愛さなかったということになる。

　今、ザン家は屋敷に火を放たれ、当主であるシン・ユーは行方知れずという、不幸に見み舞まわれている。仙女も護るのを諦めてしまったのかもしれない。

「君は奇跡の娘むすめだ」

「え？」

「ザン＝ラン・フォン、ザン＝シン・ユー、二人の黒霧は綺麗に晴れた」

「どういうこと？」

「黒霧というのは、人には祓はらうことはできない。リェン・ファ、君にもだ。祓えるのは仙女や精せい霊れいなどの高位生命体だけ。だが唯ゆい一いつ、本人の気持ちしだいで消すこともできる」

　どういうことなのか。首を傾かしげてしまう。

「わかりやすく言ってしまえば、黒霧とは、心の弱さ。それを消し去ることができれば、黒霧も消えてなくなる。──つまり、君という存在が傍そばにいることで、彼らに負の感情を吹き飛ばす強さを与あたえたのだ」

　シー・トゥームーが私に目をつけたのは、初めて会った日らしい。義母の黒霧が少しだけ消えていたからだという。今までになかったことなので、原因は私にあると確信していたのだ。

「もう、詐欺師紛まがいのことはやめよう」

「ん？」

「二人で、静かな場所で暮らして、ひっそりとした生しよう涯がいを送りたい」

「え？　なんで今？」

「こんな機会は、お前の夫が留守の今しかないと思ったんだ。私の黒霧も、ふ、吹き飛ばしてくれ～～!!」

「──わわ！」

　シー・トゥームーが抱きついてこようとしたので、ギリギリ寸前で避ける。

「リェン・ファ～、私の女め神がみ～」

「ひええええ！」

「私のすべては今言ったとおりだ。あとは何も隠し事などない。だから、真なる名前を教えてくれ」

「い、嫌～～!!」

　私とおっさんは意識を失っている義母を中心に、ぐるぐると追い駆けっこを始めた。

　火の手が追ってきているので、こんな仕様もないことをしている場合ではないのだが。

「抜け落ちた、髪の毛は、諦めよう！　これからは、自分を偽いつわるのはやめようと、思っている」

「お、お一人で、ご自由になさって～～!!」

「一緒に、一緒に、生き、生き」

「嫌あああああ～～!!」

　シー・トゥームーは、なかなか諦めない。

「子どもを、子どもを、わ、私の、産んで」

「無理無理無理無理～～!!」

「私の子どもを──産ヴんッ!!」

「──？」

　突然シー・トゥームーの猛もう追ついが「ヴン」という変な悲鳴と共に止まった。

　背後に人の気配を感じ、恐る恐る振り返る。
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　闇やみに溶とけ込むような黒衣の男が、両手で持った何かを、全力で振り下ろしたような体勢でいた。

　そして、すぐ下には力なく倒れたシー・トゥームーの姿がある。

　背中を隠す布が付いた黒い笠かさを被った黒衣の男──いや、普通にシン・ユーなんだけど──は、口元を布で覆おおっていて、部屋も薄うす暗ぐらいので、表情は窺うかがえない。

　それよりも、問題は……。

「コ、コ、コロコロ、殺したの!?」

「──安心しろ、峰みね打うちだ」

　いや、峰打ちって、「シン・ユー兄さんの剣、諸もろ刃はですやん」と突っ込もうかと一いつ瞬しゆん悩んだが、剣は抜かれることなく、鞘さやに収まっていた。

　まあ、鞘で殴なぐっても峰打ちとは言わないが。

　そんな馬鹿なやり取りをしているうちに、義母が唸うなり声をあげながら覚かく醒せいする。

「お義か母あさん！」

「リェン・ファ……？」

「シン・ユーも、いるよ」

「え？　ああ、そう。帰ってきたのね」

　シン・ユーが来て、多少落ち着いて見えたが、義母はどこか頼りない感じになっていた。

　そんな義母の背中を支えながら、隠し部屋の奥にある通路から脱出する。

　シー・トゥームーは、シン・ユーが背中に担かついでいた。

「シン・ユー、シー・トゥームー、持って行って、どうするの？」

「一生国のために働いてもらう」

「そ、そっか」

　彼は国内唯一の、本物の占術師だろう。きっとこの先、いい働きをしてくれるはず。

　たぶんだけど。




　報酬は現物支給（植毛）でいいと思うよ。
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　薄暗い通路を通り抜け、梯子はしごを上がって出た先は、下町の近くにある大おお井い戸どだった。木々が生おい茂しげるこの場所は、広い範はん囲いを柵さくで囲み、常に閉へい鎖さされている。井戸のように見せかけて、実は隠し通路の出口という仕様なので、人が近付けないようにしているらしい。

　外は雪が積もっていて、冷たい風が吹き荒あれている。

　華族街のほうを見れば、その空は赤く染まっていた。ザン家だけでなく、他の家にも火が放たれているのだろうか。見ていると、なんとも言えない感情が胸を締めつける。

「お義母さん、大丈夫？」

「……」

　寝ね間ま着きに上着を着ただけでは寒いのだろう。支える義母の背中は微かすかに震えている。私は意外と平気だったので、上に着ていたものを脱ぬいで掛けようとしたが、シン・ユーに止められてしまった。

「そのままでいろ」

「で、でも、お義母さんが」

　シン・ユーは背中に担いでいたシー・トゥームーを雑に下ろし、無言で自分の着ていた黒い外がい套とうを脱ぐと、雪の上に力なくしゃがみ込む義母の肩にかける。ついでに俯うつぶせに置いていたシー・トゥームーを息ができるように足先で裏返していた。

「シン・ユー、これからどうするの？」

「もうすぐ迎えが来るから」

「迎え？」

　そう言いながら、シン・ユーはまたシー・トゥームーの体を足先で乱暴に裏返していた。いや、両面焼きじゃないのだから、と思ったが、もしかしたら凍とう傷しようにならないための対策なのかもしれない。だが、さすがに俯せでは息ができないので、顔を横に向けてやった。

　そして、シー・トゥームーを雪の上で転がしつつ、暇を潰すこと数分、背後から聞いたことのある声がして振り返った。

「すみません、遅おそくなりました」

　その人物は、おかっぱ頭にキリリとした目の少女。

「リー・リン!!」

　迎えの者とはリー・リンだった。しかし、いったいなぜ!?

　他にも人が何人か来ているようで、シー・トゥームーは大きな袋ふくろに詰められて、荷台の上に置かれる。義母は大おお柄がらな女性が抱きかかえていた。

　手て際ぎわのいい仕事ぶりに感心していると、

「リェン・ファさん、離れないようについて来てください」

「え!?」

「……なんですか？」

「リー・リン、私の名前、初めて名前、呼んでくれたから」

「……」

　リー・リンは私のことをずっと「奥様」と呼んでいた。今は雇こ用よう関係にないので、名前のほうで呼んだだけかもしれないが、なんだか嬉うれしかった。

「あの……リー・リンは反乱組織側なのよね？　なぜ助けてくれるの？」

「前に、話しましたよね。父を、皇帝と強い繫がりがある、幻影采公社に殺されてしまった話を」

「あ──そう、だったね」

　リー・リンの母方の実家は占い師の家系だったのだ。

　正義感の強いお父さんが幻影采公社を詐欺の疑いで告発した結果、殺されてしまった。そんな話を聞いたのは、ずいぶん前だったような気がする。

「父を殺した幻影采公社と、それを支持する皇帝を、長い間恨んでいました」

「そっか、だからリー・リンは……」

　長い間白命会の資し金きん繰ぐりが悩みの種で、検討した結果財力のあるザン家の嫁よめである私を誘拐することになったようだ。もちろん、殺すつもりはなかったらしい。

「その後、穏おん健けん派はの協力で、旦那様と話をする機会を得ました」

　その場でシン・ユーと、反乱を起こした白命会は利害が一いつ致ちしていることが明らかとなり、協力関係になったようだ。

「リェン・ファさんを巻き込んでしまい、申し訳ありませんでした」

　リー・リンがザン家に潜せん入にゆう目的で雇われたと聞いた時は驚いた。けれど、彼かの女じよと過ごした時間のすべてが、偽りでなかったことはわかっている。だから──。

「もう、いいよ。すべて、終わったことだから」

「しかし」

「私は私の知るリー・リンを信じたい。これからも、ずっと」

　リー・リンはハッとしたように、顔を上げる。目が少し潤うるんでいた。

　そんなリー・リンをそっと抱きしめる。

　私達はほんのちょっとだけ、以前よりもわかり合えたのかもしれない。
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　連れて来られたのはリー・リンのお兄さんが代表を務める金ジン公ゴン鼠シユ商会の、できたばかりの製せい菓か工場だった。

　どうやら、ザン家は金公鼠商会に融ゆう資しを続けていたらしい。完成して、よかった。

　具合が悪そうにしていた義母は従業員用の仮眠室に連れて行かれた。私も服を渡され、寝間着から着き替がえる。

　丁てい寧ねいに袋詰めされたシー・トゥームーは袋から取り出され、冷たい石の床の上に放置されている。ちょっと可哀想かわいそうに思ったので、その辺にあった新聞紙をそっとかけてやった。

　鞘で殴られた背中は大丈夫かと考えていたら、突然シン・ユーに背後から手を取られて引っぱられてしまった。

「わわっ！」

「……」

　手を引かれ辿たどり着いたのは休きゆう憩けい用にと貸してくれた個室みたいだ。卓子テーブルと長椅子があるばかりの、簡素な部屋である。

　シン・ユーは腕組みしたまま私の隣となりに座り、眉間に皺を寄せていた。

　話をするために移動したのだろうが、なぜか黙ったままだ。

　このままでは時間の無む駄だとなる。思いきって、疑問をぶつけてみることにした。

「シン・ユー、皇帝陛下が崩御したって聞いて」

「ああ、間ま違ちがいない」

　やはり、本当だったようだ。

　皇帝は嫌なヤツだったが、それでも何度か顔を合わせていたので複雑な気分になる。崩御してよかった、せいせいした、という気分にはなれない。

「皇帝が崩御したから、後宮も解散となった」

「うん……」

　私はもう、後宮に行かなくてもいい。その事実は、私の心を深く安あん堵どへと導いてくれた。自覚していなかったけれど、かなり不安を感じていたようだ。

　しかし、シン・ユーはどうだろうか。お金で買われてやってきた私を、軽けい蔑べつしている？

「シン・ユー、私……」

　顔を伏ふせて手をぎゅっと握りしめると、シン・ユーが指先を重ねる。

　ハッとなって顔を上げたら、シン・ユーと目が合った。ドキリと、胸が高鳴る。

「もう、お前をどこにも行かせはしない」

「わ、私、シン・ユーの、奥さんでいいの？」

「なぜ、そのようなことを尋たずねるのだ？」

「だって、だって私は──」

　お金と引ひき換かえに、大華輪国へやってきた。シン・ユーにとって、赦ゆるせない事実だろう。

「どうにもできない理由があったのだろう。それくらい、話さずともわかる。理由も、言いたくなければ、言わなくてもいい。俺は、気にしない」

「シン・ユー！」

　気持ちが高ぶって、眦まなじりから涙が溢れる。

「むしろ、赦しを乞わなければならないのは、俺のほうだろう」

「ど、どういう、こと？」

「謀む叛ほんを起こした」

「なっ、なんで、そんなことをしたの？」

「皇帝が父を殺したからだ。六年前──父は皇帝に対し、占いだけに頼らず、自分で見て知って、判断したほうがいいと諫いさめただけで、処刑されてしまったのだ」

「！」

　シン・ユーの父は、リー・リンの父と同じような理由で殺されていたのだ。

「自分では抑おさえられないような怒りを、父の葬そう式しきで持て余していた時、フゥァン・シィァンと出会った。そこでヤツは、囁ささやいたのだ」

　──憎にくき皇帝を殺せ、と。

「初め、フゥァン・シィァンは自分の負の感情が具現化した存在なのではと思った……」

　しかし、ファン・シーンは実在していて、シン・ユーに謀叛を起こすようそそのかし続けたのだ。

「あの、シン・ユー。ファン・シーンは、何者なの？」

「あれは……すまない。もう少ししたら、話す」

「うん、わかった」

　とりあえず、ただの華族でないことはわかる。ファン・シーンについては、話してくれるのを待とう。

　シン・ユーは話を続ける。

「次に、謀叛を起こそうと思ったきっかけは──お前だ。リェン・ファ」

「わ、私!?」

　驚いた。驚いたけれど、やっぱりそうだったんだという気持ちのほうが強かった。

　私のせいで……という言葉は、ぐっと吞み込む。今、シン・ユーの頑がん張ばりを否定してはいけない。

　シン・ユーは詳しい理由を話してくれた。

「今の皇帝のもとでは、俺達は幸せに暮らせない。母だって、そうだ。だから、謀叛を決意した」

「……」

「俺は──」

　シン・ユーは私の頰ほおにそっと触れる。目を細め、慈いつくしむような目で見つめてくる。

「リェン・ファが、好きな時に市場に買い物に行ったり、祭りに行ったり、遠乗りに出かけたりできる、平和な世を望んでいる。反乱が起きて、治安が悪くなっていくにつれて、お前の表情も曇くもってしまった。そんなことは、望んでいない。笑顔で、いてほしい。だから──」

　眦が熱くなって、頰に一筋の涙が伝う。

　シン・ユーは皇帝への恨みではなく、私に楽しく暮らしてほしいから世の中を変えようと謀叛を起こしたのだ。

　嬉しい。嬉しいけれど……辛い。

　病弱なシン・ユーが、ボロボロになるまで戦っている。私は、何もできないのだ。

　シン・ユーの手が、私の涙を優しく拭ぬぐってくれた。

「それで、これから、どうなるの？」

「いずれ、華族制度は廃はい止しになる。国はガラリと変わるだろう」

　信じがたい話を聞いて呆ぼう然ぜんとする私の前に、シン・ユーは忠誠を誓ちかう騎き士しのように片かた膝ひざをつく。

「この先、どうなるかわからない。今までのような贅沢な暮らしもできないだろう。気難しい母もいる。それでもよかったら、リェン・ファ、新しい世を共に生きてくれないか？」
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　まるで求きゆう婚こんをされているような言葉に、胸が熱くなる。

　シン・ユーは私を人生の伴はん侶りよとして、手を差し伸べてくれた。これ以上、嬉しいことはないだろう。

「……ありがとう。本当に、嬉しい。でも、せっかく『幸せになれる珍ちん品ぴん』として来たのに、みんなを不幸にしてしまった。そんな私がついて行っても、また同じように不幸になるかもしれない。だから……」

「何を言っている？」

「だって、家は燃えちゃったし、お義母さんは気落ちして元気なくなってしまったし、シン・ユーだって」

　シン・ユーの頰にはすり傷があり、服もボロボロ。こうなってしまったのも、すべて私のせいだ。

「ザン家を護る、仙女様は諦めて、しまったんだね」

「どういうことだ？」

　ここで、シー・トゥームーから聞いた仙女様の話をする。

　シン・ユーは、残された本などでこの家を仙女が護っている謂いわれは知っていた。だが、代々伝わっていた伝承などに詳しくはなかったようだ。

　一族に伝わる口伝は、シン・ユーの祖父の代が子どもに聞かせなかったために、潰ついえてしまった。そのため、『蓮の華を愛するように』という仙女との約束は知らなかったという。

「謀叛は、国のためでもあるが、一番は自分や家族が幸せになるためにしていることだ」

「で、でも」

「俺は、蓮の花を愛している。それを手放すつもりはない」

「そっか」

　シン・ユーがそんなにレンの花が好きだとは知らなかった。市場で私がレンの花の箸置きを買った時は「面おも白しろい花だ」と言って鼻で笑っていたような気がするが、どういう心境の変化だろうか。

「じゃあ、これからも、レンの花を大事に」

「リェン・ファ」

「何？」

「もしや、お前は自分の名前の意味を知らないのではないか？」

「意味？」

　リェン・ファという名前に意味があることは知らなかった。文字に花フアがついているというのは覚えているが、文字で書いたリェンはどういう意味があるのかまでははっきり習っていなかったような。

「……蓮リエンの現代読みはレン、だ」

「え!?」

　知らなかった。私の名前は蓮の花という意味だったのだ。レンの字を知らなくて、音で覚えていたので、この二つが繫がっていることに今まで気が付かなかったのだ。

　と、いうことは、シン・ユーの愛する蓮の花というのは……。

「お前が、名前の意味を重荷に思わないように、言わなかったのだが」

「ご、ごめん」

　蓮の花は大好きだったが、他に覚えることが多すぎて、優雅に花の名前を調べる余よ裕ゆうなどなかったのだ。

「気付いているな？」

「え？」

「惚とぼけるな、と言っている」

「……」

「もっと、わかりやすく言えばいいのか？」

　シン・ユーは私に、ぐっと顔を近付けてくる。恥ずかしくなって顔を逸そらそうとしたが、頰を摑まれてしまった。

「う……」

「俺を見ろ」

「み、見ているよ」

「見ていない」

　そっと、シン・ユーと目を合わせてみる。肉食獣じゆうのようなギラギラした目をしていたので、危あやうく悲鳴をあげそうになった。

　つまり、まあ、なんだ。シン・ユーは、その、私のことが好きなのだろう。

「はっきり言おう」

「あ、あの、だ、大丈夫、理解した。う、嬉しい！」

「……」

　シン・ユーは溜ため息いきをつくと、立ち上がる。

「あ、あの、まだ、頭の中がぐちゃぐちゃで」

「みたいだな」

「もう少し時間が経ったら、落ち着くと思う」

「わかった。またあとで話そう」

　そう呆れたように言うと、シン・ユーは私の手を握って頰に寄せる。

　なんだか恥ずかしかったけれど、ぐっと我慢した。

　だって、シン・ユーの表情が穏おだやかになったから。

　私も、シン・ユーと触れ合っているうちに緊きん張ちようが解けた。

　ずっとこうしていたい。

　けれど、皇帝崩御という事態が、ゆっくり過ごすことを許してくれなかった。
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　そのあと、シン・ユーはシー・トゥームーを連れて出かけてしまった。宮廷に連れて行き、知っている情報を洗いざらい聞き出すらしい。

　シン・ユーがいなくなった途と端たんに不安が押し寄せてくる。一人でいるのは心細かったので、眠る義母の傍で待っていると、部屋の外が急に騒がしくなる。

「ちょっと！　待ってください。その先は誰もいません！」

「うるせえ!!」

　リー・リンが荒々しい男を制止している。

　いったい何が起こっているのだと、ドクドクと鼓こ動どうの激しくなった胸を押さえつつ、出入り口に近付こうとすれば、その扉は荒々しく開かれた。

「やっぱりここにいたか!!」

「!?」

「──ザン＝ラン・フォン、ザン＝リェン・ファ、両名を新たな皇帝陛下の名の下に連行する」

　入ってきた武官達にあっさりと捕とらえられた私と義母は、両手足を拘こう束そくされて、罪人のように連行されてしまった。
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　──いったい、どうしてこうなってしまったのか。

　現在、無理矢理馬車の中に詰つめ込まれて、連行されている。

　義母は拘こう束そくされる際に激しく抵てい抗こうしたので、何かの薬を嗅かがされて、意識を失ってしまった。たぶん眠ねむっているだけだろうが、酷ひどいやり方に怒いかりが治まらない。

　武官は「旦だん那なを恨うらむのだな！」と叫さけびながら、騒さわぐ義母を押おさえ込んでいたが、他の武官に「そっちは母親！　嫁よめはこっちだ！」と突つっ込まれていた。

　うん、お義か母あさん、若くて綺き麗れいだからね。

　私はとても華か族ぞくの奥おく方がたのようには見えなかったのかもしれない。




　ほどなくして、城へと到とう着ちやくする。

　皇こう帝ていは崩ほう御ぎよしたはずなのに、どういうことなのか。

　立ち止まっていた私の背中を武官が棒で突つつく。歩かせるために足の縄なわは解ほどかれていたのだ。背後から強い力で押されたので、足が縺もつれ転びそうになりながらも、手元を繫つながれた縄に引かれて進む。

　義母はまだ目が覚めていなかったので、荷物のように担かつがれ運ばれていた。

　城の中は後宮同様にカラクリ仕じ掛かけなのか、思いも寄らぬ所から扉とびらが出てきたり、床ゆかが沈しずんだりなど、迷い込んだら大変な仕様になっているようだ。これも侵しん入にゆう者対策なのかもしれない。

　祖国であるハイデアデルンの城は縦に大きな構造だったが、大たい華か輪国は横に広い建造物みたいだ。

　そして、部屋や廊ろう下かを通り過ぎるたびに、造りがどんどん豪ごう華かになっていく。壁かべに、金きん箔ぱくで描えがかれた花や龍りゆうなどが描かれていた。キラキラしていて、とても眩まぶしい。

　赤を縁えん起ぎのいいものとしているからか、壁の色も柱の色もすべて赤い。途と中ちゆうから天井まで赤く塗ぬられたものとなったので、大したこだわりようだと感服してしまう。

　大きな扉の前まで連れて来られる。左右には大きな龍の像があり、ぎょろりとした目が睨にらんでいるような気がして、慌あわてて目を伏ふせた。

　扉の縁ふちは金でできており、細かな細工も施ほどこされている。

　一目見て、ここが城の最深部であるとわかってしまった。

「──わっ!!」

　突とつ然ぜんその場に倒たおされてしまい、地面を這はう形になった私の両足を、武官の男は縄できつく結ぶ。

　そして、武官の男が義母と私の名を叫び、『殺人犯隠いん匿とく罪』という罪状も叫ばれる。

　私と義母が殺人犯を屋や敷しきに隠かくしていたというのだろうか。……その殺人犯については、考えたくもない。

　シン・ユーは家族が幸せに暮らせるために謀む叛ほんを起こしたと話していた。具体的に何をしたのかは敢あえて聞かなかったが、ある可能性はずっと頭の中にあった。

　武官の報告を聞いて、扉が開かれる。

　私は担かつがれて中に入り、赤い絨じゆう毯たんの下に投げ出された。

「!!」

　その衝しよう撃げきで声をあげそうになったが、なんとか耐たえる。鼻を床に強く打ちつけたので、涙なみだ目めになった。もっと優やさしく丁てい寧ねいに転がしてほしい。私は繊せん細さいなのだ。

　義母は少し離はなれた場所に下ろされていた。私のように雑に転がされなかったのは幸いだ。

　連れて来られた場所は、夜会でも開けそうなくらいのかなり広い場所。一面に赤い絨毯が敷しかれており、武装した者達も部屋の隅すみを取り囲むように大勢いる。

　目の前の、段差の上にある玉座は空だ。

　新皇帝とは、いったい誰だれが──？

　そう思っていた瞬しゆん間かんに、かけ声が部屋に響ひびき渡わたる。

「皇帝陛下の、御お成なりー」

　玉座の斜ななめ前にあった豪華な扉から護衛の者を大勢連れて現れたのは、とんでもない男だった。

　男は玉座に腰こしを沈ませると、にっこりと爽さわやかな笑え顔がおを見せる。

　驚おどろいたことに、皇帝はよく見知った男だった。

「──やあ、ご機き嫌げんはいかがかな？」

「フ、ファン・シーンッ!!」

　床の上に転がった状態で、怒ど気きを含ふくんだ叫び声をあげると、背後にいた武官に棒で打たれてしまった。だが、痛みなど気にしている場合ではない。

　玉座に悠ゆう々ゆうと座すわっているのは、ファン・シーンだ。

　いつものだらけた恰かつ好こうではない。唯ゆい一いつ王にしか纏まとうのを許されていない特別な真しん紅くの華服は、ファン・シーンの今の立場を紛まがうかたなく表している。

「……君は、私の名前を覚えていないようだね。二度目になるが、名乗っておこうか。我わが名は、デイ＝フゥァン・シィァン」

「!?」

　帝デイという家名は、皇族にのみ名乗ることが許されたものだ。

　彼かれは皇族だった。なぜ、今までずっと気付かなかったのか。シン・ユーも教えてくれなかった。

　そういえば、最初に自己紹しよう介かいをされた時は上う手まく名前を聞き取れなかったのだ。

　改めて考えれば、不ふ審しんな点はいくつもあった。

　まず、ファン・シーンが訪ねてくると、使用人達は酷く緊きん張ちようしていた。シン・ユーがピリピリしているからだと思い込んでいたが違ちがったのだ。

　それに、わけのわからない威い厳げんみたいなものを放つ時もあった。結けつ婚こん式しきの時だってお偉えらい様が来る会の一番初めに挨あい拶さつに来たし、用意された席ももっとも上かみ手てに鎮ちん座ざしていた。

　誘ゆう拐かい事件の責任を感じていたのも、ファン・シーンが皇族だからだったのだ。

「怖こわい顔をしないでくれよ。可愛かわいい顔が台なしだ。まあ、それも意味のないものになってしまうけれどね」

「ねえ、シン・ユーは、どこ!?」

　再び背後から棒が掲かかげられる気配があったので、私は素す早ばやく床の上をゴロゴロと回って回かい避ひした。が、ファン・シーンが武官を制したので、棒は振ふり下ろされなかった。

「ザン＝シン・ユーはもうすぐ……あ、来た」

「!?」

　私と義母が入ってきた扉が再び開かれる音がする。

　ちなみに私は身動きできないように、複数の武官から棒で押さえつけられていた。そのため、振り返ることはできない。一本一本の棒の圧力が地味に痛かった。

　シン・ユーが来たと聞いて、多少は安心したかのような気分になっていた。だが、私の斜め前に落とされたシン・ユーを見て、絶句する。

　この国で死に装しよう束ぞくとされる白い服を纏い、それが全身血ち塗まみれとなっていたのだ。

　シン・ユーは同じように手足を縛しばられており、ぐったりしていて動き出す気配は一いつ切さいない。

「シン・ユー!!　シン・ユ……」

「黙だまらないか!!」

「きゃあ！」

　武官の一人に棒で思いっきり背中を突かれ、痛みで言葉を失ってしまう。

　シン・ユーの前に立った武官が、懐ふところから出した紙を広げて読み始める。

「──この男の罪状は、勝手に兵を率いて幻げん影えい采さい公社の大占せん術じゆつ師、ジェ＝ウェイ・ウーを街の広場で公開処しよ刑けいしたこと、他にも皇帝暗殺や、四名の皇族の殺害容疑もかかっています!!」

　武官の報告を聞いたファン・シーンは、すっと目を細める。

「そっか。そいつがウェイ・ウーと、兄さん達を殺したんだね」

　シン・ユーの白い服に、赤い染しみがどんどん広がっていく。私よりも少し前の位置に俯うつぶせに倒れているので、表情は窺うかがえない。

「見てのとおり、情報を一切吐はこうとしなかったから、少し痛めつけたみたいだけれど、それでもダメだったんだってさ。本当に頑がん固こな男だ」

　やっぱり、やっぱり勇気を出して言えばよかった。謀叛なんて起こさないでと。体が弱いシン・ユーが無理してすることじゃないよと。

　私が後宮に呼ばれたことが謀叛のきっかけだったことはわかっている。

　あの夜、義母と三人で逃にげて、静かな場所で暮らそうって、言えばよかった。

　でも、今となっては何もかもが遅おそいのだ。

「──と、いうわけで、わかっているとは思うが、ザン家の財産及および華族としての位を没ぼつ収しゆうする」

　そう言って、ファン・シーンは片手を上げる。

　いったい何をするのかと思えば──武官の一人が剣けんを抜ぬき、ぐったりと地に伏せるシン・ユーの三つ編みを乱暴に摑つかんだ。

　髪の毛を摑まれ、軽く上半身を持ち上げられたシン・ユーからは、ボタボタと血が滴したたり落おちていく。
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　やめて!!　と叫びたかったが、喉のど元もとにも棒を突きつけられて、声を出すことができなかった。

　そして華族の証あかしたる、シン・ユーの綺麗な長い三つ編みが根元から剣で切られてしまった。

　その瞬間に、シン・ユーの体は地面に叩たたきつけられる。血が染み込んでいた赤い絨毯がびしゃりという音をたてる。かなり出血しているのだろう。

　唯一動かせる指先で、ザン家に伝わる蓮レン華カ仙セン女ニヨ様の指輪の在あり処かを探さぐる──大だい丈じよう夫ぶ、外れていない。シン・ユーは、生きている。

　ところが、そんな希望を絶望に変えるような一言をファン・シーンは言い渡した。

「あ、そうそう、君ら家族の処刑だけどね」

　ファン・シーンは羽の付いた扇おうぎで自らを扇あおぎながら、とびきりの笑顔を浮うかべる。

「仲良くみんなで絞こう首しゆ刑けい、ということになったから」

　絞首刑、というのは、どういうことなのか。

　私達は、みんな、殺される──？

「順番も決めてあるんだ。最初はザン＝ラン・フォン、次に君、ザン＝リェン・ファ。最後がこの男。……ザン＝シン・ユー、君は家族が苦しむ様をじっくり見てから死ぬんだ」

　なんという酷い仕打ちをするのだ、この男は。

　シン・ユーを長年騙だまして、自分の即そく位いに邪じや魔まな者達を殺させて、目的が叶かなったらその罪を押しつけて殺してしまう。

　やはり、あの愚ぐ王おうの血筋なのだ。

「さてと、いろんな意味でここから退場してもらおうか」

　武官達が再び周りを取り囲み、手足の自由が利きかない体を荷物のように持ち上げる。

「ザン＝リェン・ファ、最後に発言を許そう。私に何か言いたいことはあるかな？」

「──ッ！」

　言いたいことだと!?　そんなのあるに決まっている。

「何か、あるようだね。さあ、言ってごらん」

「ファン・シーン嫌きらい!!　ファン・シーン嫌い!!」

　大切なことなので、早口で二回言っておいた。

　こうして私達は担がれた状態で謁えつ見けんの間を去る。

　閉ざされた扉の向こうでは、ファン・シーンの高笑いが響き渡っていた。
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　再び、馬車を停とめてある場所まで連れて来られた。

　中を覗のぞき込めば、来た時よりも大きなもので、人が四人ほど寝ねそべっても余よ裕ゆうがあるように見える。

　気を失ったままの義母は思いのほか丁寧に寝かされ、手足の縄を解かれた私は丁てい重ちように中へと案内された。武官の一人が、私にぼそりと話しかけてくる。

「──手て荒あらなことをして悪かった」

「え？」

　数人の武官が、次々と頭を下げる。

「さあ、早く中へ」

　馬車の中へ乗り込んで、義母の様子を窺っていると、もう一人中へと入ってくる。

「な!?」

　それは、しっかりとした足取りで馬車へ乗り込むシン・ユーだった。

「シン・ユー!!」

「待て、話は城を出てからだ」

「で、でも、血が、血が、そ、それに、今から、こ、ここ、絞首刑、に」

　慌てる私の両りよう肩かたをシン・ユーはぐっと摑み、耳元で囁ささやく。

「心配するな。刑けいは執しつ行こうされない。それに、怪け我がもしていないから」

「え、どういう、こと？」

　怪我をしていないと言うが、顔は数えきれないほどの切り傷と、数箇か所しよが内出血で青くなっている。

　服も真っ赤だったが、大丈夫だからと言葉を重ねた。

「……」

　喋しやべるなというので、断りもせずにシン・ユーの血に染まった服をはだけさせたら、そこに傷はなかった。手に付いた赤色に顔を近付けると、塗と料りようのようなツンとした匂においが鼻先を掠かすめる。

　──シン・ユーは、命に関わるような怪我を負っていない。

　私は脱だつ力りよくしてその場に頽くずおれた。
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　数時間ほど馬車に揺ゆられて辿たどり着いたのは、前にシン・ユーと鳥を狩かって食べた山小屋だった。とりあえずここで一日過ごすらしい。

　この前ここへ来たのは、もしかして下見だったのか。

　がっくりと、脱力してしまう。

　義母も一度目覚めたが、まだ混乱の中にあるようで、弱々しい姿を見せていた。昨晩はほとんどゆっくり寝ていなかったからか、再び眠りの中へ落ちてしまう。

　血塗れの服から着き替がえたシン・ユーは、馬車を操っていた武官と会話を交かわし、その馬車は私達三人を置いて走り去ってしまう。

　そのあと、私を振り返ったシン・ユーは、神しん妙みような顔で謝罪してきた。

　ファン・シーンと二人で下手な芝しば居いを打った、と。

「だ、騙された!!」

「すまない」

「ファン・シーン、目、本気だった、すんごい、怖かった!!」

「日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのだろう」

　シン・ユーは昇のぼってきたばかりの、雲に覆おおわれているぼんやりとした朝日を見上げながら言う。

「ファン・シーンは、皇帝になりたいから、謀叛を起こしたの？」

「いいや、違う。国の平和のために、謀叛を計画したのだ。玉座を望んでいるわけではない。このままでは、前皇帝の政治に不満を持つ反乱者が、大きな内乱を起こしていたからだ」

　もしもその内乱が発生し能力のない者が玉座につけば、前王よりも酷い状じよう況きようになることが予測される。

「リェン・ファと母上を巻き込みたくはなかったが──」

　事を上手く進めるために、ファン・シーンは悪役を買って出たらしい。先ほどの謁見の間での茶番は、ようは見せしめだったのだ。

　罪をすべてシン・ユーに被かぶせ、前皇帝派の者にも何か企たくらめばこうなるぞ、とわからせるために必要だったという。

「俺おれ達は、処刑されたということになっている。だからしばらくは、遠く離れた場所にある森に、隠れ住まなければならない」

「……うん」

「前皇帝と国家占術師を殺したのは──フゥァン・シィァンだ」

「……」

「それは、謀叛の計画の中で、ヤツが譲ゆずれないものだった」

　謀叛の計画は、シン・ユーとファン・シーンが出会ったその日からあったようだ。長い長い期間を経て、ついに実行された。

「巻き込んでしまい、本当にすまなかった」

「……」

　まだ、頭の中はぐちゃぐちゃだ。いろいろと吞のみ込めるまで時間がかかりそうだった。

　けれど、今、言うべきことは一つだけだと理解している。

「シン・ユー、おかえりなさい。無事で、本当に、本当によかった」

　シン・ユーは、ホッと安心したかのような、そんな表情を見せながら、ただいまと言って、私の体を強く抱だきしめた。
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　すべてが終わった今、私達、というか、シン・ユーに必要なのは休養だ。

　しかし、当の本人は難しい顔をしながら地図を眺ながめている。

　今夜は山の中腹にあるこの小屋に泊まるが、明日から帝てい都とより遠く離れた山奥へ移動を始めるという。シン・ユーは移動のための道順を調べているのだろう。

　この山小屋の裏にはお風ふ呂ろがあった。湯でも浸つかって疲つかれを取ってもらおうと思い、暖だん炉ろの中の薪たきぎを火ひ鋏ばさみで摑んで外に出る。

　風呂小屋には石でできた洗面台と、鋳ちゆう鉄てつ製の風呂釜がまがあった。洗せん髪ぱつ剤ざいや石せつ鹼けん、タオルなども揃そろっており、あとは湯を張るだけとなっている。

　水を井い戸どから汲んできて半分くらいまで入れたら、外にむき出しになっている竈かまどに薪を入れて鉄の皿の上に置いていた火種を放り込む。

　空くう洞どうになった竹たけ筒づつで息を吹ふきかけ、火を大きくしたらしばらくは放置だ。

　一仕事が終わり、誰も見ていないと思って袖そでで額の汗を拭ぬぐっていると、背後から名前を呼ばれて、口から心臓が飛び出る思いをしてしまう。気配なく近付いてきたのはもちろんシン・ユーだ。

「何をしている？」

「お、お風呂沸わかしてたの」

「小屋を出る時は一声かけてから行け」

「ご、ごめん」

　私が外に出るのもわからないくらいに集中していたのだろうか。それとも寝不足で注意散さん漫まんになっているのか。

　どちらにせよ、お湯にゆっくり浸かって十分な休養を取ってもらわなければならない。

　疲れた表情に、顔の傷と青あお痣あざが痛々しい。

　薬湯の素でもあればよかったが、さすがにそこまでの準備はされていなかった。あと、私にできることといえば食事を作るくらいだ。シン・ユーがお風呂に入っている間にお粥かゆを作ろう。

「お風呂、もう少しかかるよ」

「そうか」

　小さな竈には薪がたくさんくべられないので、どうしても時間がかかってしまうのだ。ハイデアデルンにあった風呂に似ていたので、よくわかる。

　こういう時、実家が貧びん乏ぼうでよかったと思う。私が普ふ通つうのお嬢じよう様さまだったら、お風呂の沸かし方も知らなかっただろう。

　そして、先ほどから気になっていたことも、勇気を出して言ってみる。

「ねえ、シン・ユー。髪の毛、少し切ったほうがいいかも」

　三つ編みがなくなったシン・ユーの髪の毛は、縦横関係なく跳はね広がっており、まとまりのないものとなっていた。元からシン・ユーの髪は外側にぴょこんと跳ねていたが、武官の雑な切り方が悪かったのか、襟えり足あしがブツ切りになっていて酷い。

「ちょっとだけ揃えてもいい？」

「ああ、頼たのむ」

　嫌いやな顔をするかと思って恐おそる恐おそる聞いたのに、案外すんなりと承しよう諾だくしてくれた。

　鋏がなかったので、剃かみ刀そりで切ることとなる。

　少し前まで父親の髪を切っていたので、なんとかなるだろうと思っていた。だが、シン・ユーの髪は少々事情が違っていた。中年の柔やわらかい薄うす毛げと、若い青年のコシのある髪はぜんぜん違う。それに加えてシン・ユーは癖くせ毛げだったので、苦戦を強しいられた。どう頑がん張ばっても左右対たい称しようにならず、髪の毛はどんどん短くなっていく。

　とりあえず後ろと揉もみ上あげの髪は適当なところでやめて、前髪を整えようと回り込んだ。

「──ご、ごめん、シン・ユー。目、閉じて」

　前に回り込んだ私を、シン・ユーは目を逸そらすことなく注視していた。至近距離でじっと見つめられていると、恥はずかしくなってしまうのだ。

　シン・ユーが素す直なおに目を閉じてくれたので、作業を再開する。

　前髪は目にかかっていたのがずっと気になっていたので、遠えん慮りよなくザクザクと切っていく。仕上げに正面から見た状態で髪を梳すいていき、ちょっとだけ気になる部位はあったものの、切りすぎたらいけないと思って手を止めた。

「……終わった、かな？」

　瞼まぶたを見開いたシン・ユーは、目を合わせようとしない私に訝いぶかしげな視線を送る。

「わ、わあ、男前になったなあ」

　私の白々しい言葉に、シン・ユーは眉まゆを顰ひそめていた。

「……こんな、素す敵てきな人、見たことない」

　まあ、なんと言えばいいのか。失敗、ではないと思われる。たぶん。

　今まで鬱うつ陶とうしい感じに顔にかかっていた髪の毛がなくなって、逆に若々しくなったように見える。

　今までザン＝シン・ユー（二十九歳さい）くらいに見えていたのが、今は、ザン＝シン・ユー（二十五歳）くらいまで若返ったようだ。

　……あ、あれ、シン・ユーっていくつだったっけ？　私の四つ上だから、二十一歳、かな？

　もう少し表情を柔らかくしたら、ザン＝シン・ユー（二十一歳）になれるかもしれない。

　そして、風呂場の鏡で自分の髪型を確かく認にんして、不機嫌になりませんようにと心から願った。




　シン・ユーがお風呂に入っている間に、食事の準備をする。

　前回、シン・ユーと二人で狩しゆ猟りように来た時と同じように、管理人さんが運んでおいてくれたのか、食材は豊富にあった。

　シン・ユーは何だかバテているように見えたので、あっさりめの味付けの粥を作る。

　今回は鳥の骨で出だ汁しを取らずに、魚を粉末状にしたもので出汁を取った。新しん鮮せんな野菜と薬味をたっぷり入れて、強火で煮に込こむ。

　粥を沸ふつ騰とうさせている間に、義母の具合を見に行くことにした。

　山小屋には仮か眠みん用の薄い布ふ団とんしかなかったが、そんなことを気にする余裕もなかったようで、部屋の端はしっこでぐっすりと眠っている。

　たぶん、よく眠って頭がすっきりしてきたら、大変な事態になりそうだ。戦せん慄りつしながらも、とりあえず穏おだやかな寝顔をしているので安心できた。

　義母を見守っていたら、風呂から上がってきたシン・ユーが部屋に戻もどってくる。

　髪型に不満はないようで、特別不機嫌な顔は見せていなかった。




　野菜と薬味の粥を食べながら、これからの予定を話し合う。

　私達が目指すのは、ここから馬車で五日かかる慈じ江えという街の近くにある森。

　森の奥地にはこの山小屋と似たような家があり、そこにほとぼりが冷めるまで隠れ住むことになるようだ。

　その場所は最近まで人が住んでいた所で、生活に必要なものは揃っているらしい。なんでもある女性皇族が、前皇帝の魔まの手から逃のがれるために隠いん居きよしていたとか。

「商人も三日に一度訪おとずれるから、必要な品があれば、頼めば購こう入にゆうできる」

　森の麓ふもとにある街にはなるべく近付かないようにしなければならない。特に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの目立つ容姿をしている私がいることが露ろ見けんすれば、隠れ住む意味がなくなるだろう。

「稼かせぎについては、街で依い頼らいが出る害がい獣じゆう退治が中心になるだろう」

　う、うーん。害獣退治か。

　シン・ユーの体のことを考えると、諸もろ手てを挙げて喜べる仕事ではない。他に体力を使わないでできる仕事があればいいのだが。

「まあ、これは行ってみないとわからないがな」

「……うん」

　この先を考えれば考えるほど、不安要素は山積みだが、それでも、シン・ユーの顔は穏やかだ。きっと、長年背負っていた、さまざまな重荷から解放されたからだろう。

　山小屋の管理人は、私達の急な移動のために馬車を用意してくれるらしい。翌日、それが届きしだい出発するという。

「明日までに何か必要な品があれば伝書鳥を管理人に飛ばして頼めるが」

「ううん。何もない」

　最低限の着替えや生活に必要な消しよう耗もう品、保存食などはこの小屋にあるし、化け粧しよう品などは必要ない。義母はどうだろうかと心配していると、それを聞いていたら破産するからやめておけと制止された。

「シン・ユーも少し寝たほうがいいよ。火の番は私がしているから」

　近くにあった毛皮をくるくると折おり畳たたみ、簡易枕まくらを作って差し出す。

　布団は一組しかないので、自分達は薄い絨毯の上でごろ寝するしかないのだ。

　私の言葉を素直に聞いて眠ってくれたシン・ユーを眺めながら──やっぱ、髪の毛切りすぎたわ、と一人反省をすることとなった。




　翌日。義母の元気すぎる声が小屋の中に響き渡る。

「──なんってことをしてくれたのよ!!」

　義母の渾こん身しんの平手打ちが、シン・ユーの頰ほおに見事に直ちよく撃げきする。叩かれた頰には手形がくっきりと残り、歯を敢えて食いしばらなかったのか口の端からは血が滲にじみ出ていた。

　落ち着いて座ってから話すように勧すすめるも、椅い子すも何もない所に座りたくないと言うので立ったままでの睨み合いとなっている。

　二人の間であわあわしているだけの私も「お義母さん、さっきまで毛皮の上に座ってお粥食べていたじゃない」という気の利かない突っ込みは入れられない。

　いったい、どうしてこうなったのだと頭を抱かかえるが、問題は簡単には解決しなかった。




　義母が目を覚ましたのは夕方だった。空腹状態だったのか、私の作った粥を黙って食べてくれたところまではよかった。だが、だんだんと状況がわかってきた義母は寝ているシン・ユーを起こして、説明を求めた。

　お義母さん、このまま大人しく隠居先までついてきてくれないかな～と期待していたが、その願望はあっさりと崩くずれ去る。

　シン・ユーとファン・シーンの謀叛の話を聞いた義母は、見たこともないほどに激げき昂こうした。なぜ、相談もなしに勝手なことをするのだと、息子を責める。

　シン・ユーもこの時だけは殊しゆ勝しような態度で反省した振りでもしていればいいものの、義母に負けない勢いで怒おこり始めたので先ほどの一いち撃げきを喰くらってしまったのだ。

　──だ、だめだ、この親子。

　間に挟はさまれた状態の私はそう思ったが、口に出して言えるわけもなく、唇くちびるから血を流しているシン・ユーにそっと手ハン巾カチを手渡すことしかできなかった。

　今回の件に関しては、シン・ユーは間ま違ちがったことをしたとは思っていない。

　しかし、母親に何の相談もなく、行動を起こしたのはちょっとよくなかったかな。

　義母は石のように頭の固い頑固者だ。シン・ユーがいくら説明しても、謀叛に関して理解してもらうのは難しかっただろう。義母に何の説明もなく行動を起こしたのは、ある意味正解なのかもしれない。

　だが、事を起こしたあとのシン・ユーがダメダメだった。

　正直に話せば義母が怒って手がつけられなくなることはわかっているのに、「謀叛は自分が起こした」と言ってしまったのだ。

　適当に、ファン・シーンに脅おどされたとか、下町の反国家組織・白命会に「謀叛を起こさないと家族もろとも危害を加える」と脅きよう迫はくされたとか、義母の納なつ得とくする噓うそも言えたはずだ。

　それなのに、シン・ユーはありのままを話したのだ。

　正直に生きるのもいいだろう。真面目に生きるのもいいだろう。それがシン・ユーのよいところであり、困ったというか、不器用なところでもある。

　けれど、もういい大人なのだから、母親の扱あつかいくらいは覚えてほしかった。

　義母もシン・ユーもある意味似たもの同士なので、無理な話であることは承知だが。

　依い然ぜんとして、二人は息つく暇ひまもなく口論を続けている。

「これからどうやって暮らしていくのよ!!　お屋敷も仕事もないなんて!!」

「家はある。仕事も探せばなんとかなるだろう」

「家って、この山小屋みたいなものでしょう!?」

「まだ見ていないからわからない」

「まあ、下見もしていない場所に移り住めって言うの!?」

　──すごい。ああ言えば、こう言う、みたいな。

　息ぴったりの親子喧げん嘩かに、私が突っ込みを入れる隙すき間まは微み塵じんたりともないように思える。だが感心している場合ではないので、勇気を振ふり絞しぼって間に入った。

「あ、あの～」

「何よ!!」

　義母が怒っている最中の恐ろしい形相で、私に視線を向けた。

「ふ、二人とも、落ち着いて、あ、あの、それで」

　はっきりとしない私の態度に、義母の顔がどんどん険しくなってくる。

　そして、なぜか義母の怒りの砲ほう火かは私に向けられてしまったのだ。

「元はと言えば、シン・ユーが馬ば鹿かなことをしようと思い至ったのは、あなたのせいじゃないの!?」

　シン・ユーが横からやめろと制止するが、義母の勢いは止とどまるところを知らない。

「あなたのせいで、こんなことになったのよ！」

「そ、それは」

「リェン・ファは関係ない」

「まあ！」

　私を庇かばうような発言を聞いて、義母は目を丸くしていた。が、それも一瞬のことで、すぐに表情は怒りに変わる。

「あなた、いつもいっつも、この子ばっかり庇うけれど、私とどっちが大事なのよ！」

「何を言っているんだ？」

「だって、この子が後宮に連れて行かれるから、謀叛を起こしたのでしょう!?」

「いや、前から計画していたことだ」

「噓よ！　あなたは、この子さえいればいいのね？」

「そういうことは一言も言っていない！」

　わ～やめて～！　私のために、喧嘩はやめて～！

　この言葉を心の中で叫ぶのは、大華輪国に来てから何度目だろうか。……辛つらい。

　とりあえず、どうにかして喧嘩をやめさせなければ。

　そう決意したあとの私の一言がまずかった。

「お義母さん、シン・ユーは、お義母さんが一番大事だから」

「あ、あなたに何がわかるの？　シン・ユーもそうよ。私の気持ちも知らないで！」

「……ごめん、なさい」

「おい、やめろ」

「シン・ユーも黙っていて！　何が『幸せをもたらす異国の珍ちん品ぴん』よ！　あなたが運んできたのは不幸そのものだわ！」

「お義母さん」

「だ、誰が、あなたの、お、お母さんよ！」

　その瞬間に義母は私に向かって片手を高く上げる。

「わわ！」

　シン・ユーが動いたのと、私が動いたのは同時だった。

「──ッ、ああっ！」

「リェン・ファ!!」

　後頭部に激しい衝撃。

　義母の手は振り下ろされる前にシン・ユーが摑んでいたので、私には届かなかった。

　ではなぜ、こんなにも景色がぐるぐると回っているかと言えば、なんと、私は義母の攻こう撃げきを避さけるために、素早く後ろに下がった。……まではよかったが、なぜか部屋のど真ん中にある柱の角に頭を強打して、意識を失ってしまったのだった。

　む、無念、なり。
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　目覚めれば、私は知らない部屋の寝しん台だいの上に寝かされていた。

　後頭部には冷たい何かが置かれている。

　時刻は夜遅くだろうか。小さな角ラン灯タンに照らされた壁は、まったく見覚えがない。

　首を壁かべ側がわから反対方向に向けたら、思いつめた顔をしたシン・ユーと目が合ってびっくりする。

「──う、うわ！」

「リェン・ファ」

　目覚めたばかりの私に、シン・ユーは椅子から立ち上がって大丈夫か、痛いところはないかと続けざまに質問してきたが、起き抜けの働かない頭では「お、おお……」しか言えなかった。だが、シン・ユーはその返事で満足したようで、椅子に座りなおして溜ため息いきをついていた。

　ここは近くの村にある診しん療りよう所じよで、倒れた私をシン・ユーが連れて来てくれたらしい。山から私を背負ってきてくれたのだろうか。だとしたら、申し訳がない。

「シン・ユー、大丈夫？　顔、疲れているよ」

　シン・ユーは酷い顔をしていた。義母と喧嘩して、精神的に追い詰められてしまったのか。私の言葉にシン・ユーは心配ないと掠れた声で呟つぶやく。ぜんぜん説得力のない一言だった。

「ここに来てから、ずっと考えていた」

「何を？」

「リェン・ファ、お前はハイデアデルンに帰ったほうがいい」

　突然の離り縁えん宣言に私は言葉を失う。どういうことかと起き上がって話を聞こうとしたが、シン・ユーに寝ていろと背中を押されてしまった。

「……」

「……」

　長い長い沈ちん黙もくが、部屋の中を支配する。

　だが、納得のいかなかった私は、疑問を問いかけた。

「ど、どうして、そういうこと、言うの？　私のこと、嫌いになった？」

　震ふるえる声で問いただしても、顔を背そむけるシン・ユーから答えを聞き出すことはできない。

「シン・ユー」

　私は起き上がって、シン・ユーが膝ひざの上で握にぎりしめていた手を取った。

　名前を呼んで交わった視線は、逸らされることなく私を見つめ返す。その、黒い目には迷いがあるのか揺らめいているように見えた。

　初めて見る、シン・ユーの弱気だ。

「納得する答えを聞かせて。じゃないと離さない」

　私はシン・ユーの手の上に自らの手を重ねた状態で、必死に揺さぶりをかける。

「……この先、また母がリェン・ファに手を上げるようなことがあれば、俺は、母を絶対に赦ゆるさないだろう。これから先、常に二人の傍そばにいて監かん視しすることは不可能だ。それに、その場にいても、先ほどのような事故に繫がる場合だってある。だから──お前を祖国に帰らせて、元の暮らしをしてもらうほうが幸せになれるのではと、思った」

「そんな……！」

　確かに、この先も義母は私に嚙かみついてくるかもしれない。でも、前にも手を上げることはあったが、その手が振り下ろされたことは一度もなかった。それに、義母の癇かん癪しやくはいつものことなので、私は気にしていない。が、シン・ユーは違うと首を横に振る。

「もう、リェン・ファが責められるのを見たくない」

「シン・ユー、私、平気だよ。今回だって、私がドジだっただけだから」

「無理だ。これから先、ついて来ても苦労をするだけだろう」

「そんなの、やってみないとわからないよ！」

「いいや、わかりきっていることだ」

　何を言っても聞きやしない。しかし、私は諦あきらめなかった。

「あのね、シン・ユー、聞いて。お義母さんは今、混乱しているの。普通の状態じゃないの」

　大切な存も在のを失った時、人は心身喪そう失しつ状態になる。

　私も、六年前に母親を喪うしなった時そうだった。

　食事も喉に通らなくなって、私ばかり心配する父に「お父さんは悲しくないの!?」と当たり散らしたこともあった。今思い出すと父に申し訳なくって、胸が苦しくなる。

　大切なものを突然なくしてしまえば、心の傷として一生残る。開いた穴を何かで塞ふさごうとして、でも、できなくて、思いどおりにならない鬱憤を怒りとして吐き出すこともある。

　それほどに、何かを失うというのは悲しいことなのだ。

　義母にとってザン家とは、誇ほこりであり、シン・ユーのお父さんが必死になって守り、そして自らも守ってきた、かけがえのない大切なものなのだ。

　それが、ある日突然なくなりましたから忘れてくださいと言われても、すんなりと受け入れるのは難しい話だろう。

「何かを失った時にできる傷は一生治らない。思い出しては悲しくって、忘れてもまた思い出してしまう。……でも、時間が経たてば、人はまた前を向くことができる。誰かに支えてもらって、その悲しさと付き合えるようになるの。シン・ユー。私は、お義母さんが本当は優しい人だってことを知っている。だから、何を言われても平気。いつも、心にもないことを言っているって、わかっているよ」

「だが」

「それに、掃そう除じも、洗せん濯たくも、炊すい事じも、あんまり得意じゃないけれど、ハイデアデルンでは毎日していたの。だから、私に任せて」

　シン・ユーは交わっていた目を伏せ、私から視線を逸らす。

　だが、私は逃すまいとその頰を両手で摑んで、無理矢理前を向かせた。

　驚いた顔を見せるシン・ユーに、私は心のすべてを言葉にしてぶつける。

「──どんな状況でも、幸せになれる方法を私は知っている。だから、一いつ緒しよに連れて行って」

　私は、母が父を口説き落とした言葉を口にした。

　気が弱そうに見えて実は頑固な父を陥かん落らくさせたという『とっておきの台詞せりふ』だ。

　母は結婚を渋しぶる父にこの言葉を何度も言ったと話していた。

　だから、私も何度だって言おう。この頑固者が頷うなずく瞬間まで。

「シン・ユー」

「……どうして、言うことを聞かない、んだ」

「私も、けっこう頑固なんだと思う。だから、今日はシン・ユーが折れて」

　シン・ユーの黒い瞳ひとみが濡ぬれた。

　その顔を見てはいけない気がして、頰から手を離す。

　寝台から下りて、片手で潤うるんだ目を覆うシン・ユーの体を抱きしめた。
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　大たい華か輪りん国こくでも五本の指に入るほどの金持ちの家に生まれ、十三歳さいの時にザン家へと嫁とつぎ、十五歳の時に一人息むす子こを産んだ。その後、第二子に恵めぐまれないまま夫ザン＝ユー・ジンと死に別れ、しばしザン家の当主として領地を支える。

　十五歳になった息子、ザン＝シン・ユーに当主の座を譲ゆずったあとは、顧こ問もん占せん術じゆつ師シー・トゥームーの甘かん言げんに乗せられるがまま、意味のない浪ろう費ひを繰くり返かえしていた。

　当たり前のようにあった豊かな生活は、彼かの女じよの息子シン・ユーが起こした謀む叛ほんによって一気に崩くずれ去ってしまう。




　──喧けん嘩かの始まりはなんだったのか。

　意識が朦もう朧ろうとする中、連れて来られた山小屋で、息子、シン・ユーから聞いた話は、ラン・フォンにとって信じがたいものだった。

　ラン・フォンは知らなかった。たまに遊びに来ていた、浮うわついた振ふる舞まいをする軽けい薄はくな男が皇族だったということを。ファン・シーンと名乗っていた青年は別に名前があり、シン・ユーもきちんと紹しよう介かいしていなかったのだ。

　国の情勢は華か族ぞくの夫人達の集まる茶会でも度たび々たび噂うわさになっていたが、ラン・フォンは他ひ人と事ごとのように聞き流していたのだ。

　そして、謀叛を起こした息子シン・ユーとの言い合いが、大声を張り上げる喧嘩へと変わっていく。

　その喧嘩を止めようとしたのが、シン・ユーの嫁よめ、リェン・ファだった。が、ラン・フォンが威い嚇かくのつもりで振ふり上げた手にリェン・ファが大おお袈げ裟さに驚おどろき──背後に下がった先にあった柱で、後頭部を強打して転てん倒とうしてしまうという不ふ慮りよの事故が起きた。

「──ッ、ああ!!」

　悲鳴をあげながら地面に伏ふしたリェン・ファは、ぴくりとも動かない。

「や、やだ！　リェン・ファ！　リェン・ファ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ラン・フォンは慌あわてて地面に膝ひざをつき、動かない義理の娘むすめの体を揺ゆさぶろうとしたが、シン・ユーに止められてしまう。

「待て、動かすな!!」

「どうして!?　ねえ、返事がないのよ!?」

　シン・ユーは母親の疑問に答えずに、リェン・ファの意識の有う無むとぶつけた後頭部に出血がないことを確かく認にんすると横に寝ねかせて気道を確保する。それからリェン・ファの背中を支えているようにラン・フォンに命じてから立ち上がり、皮かわ袋ぶくろを持って外に出て行く。

　数分後、戻もどってきたシン・ユーの手には膨ふくらんだ皮袋があり、その中には雪が詰つまっていた。それをリェン・ファの後頭部に当てて、しばらく様子を見る。

　ところが、いくら待っても意識は戻らなかった。

　こういう時、シー・トゥームーがいたらと思うが、彼かれはここにはいない。それどころか、シン・ユーは驚くべきことを言い出す。

「リェン・ファを、医者のもとへ連れて行く」

「え!?」

「走っていけばここから一時間くらいで街に着くだろう」

「でも、医者って」

「また占術師に頼たよるとか、馬ば鹿かなことを言うんじゃないだろうな？」

　占術師シー・トゥームーが胡う散さん臭くさいということは、ラン・フォンもうっすらと自覚していた。だが、かつての奇き跡せきが、シン・ユーの病気を快方に向かわせてくれたという事実が、疑問に蓋ふたをしていた。

　シー・トゥームーに突つき飛ばされたラン・フォンは、やはり自分はいいように利用されていたのだな、と気付いた。身が引ひき裂さかれるような悲しい事実だった。

「インチキ占うらないを信じるから、俺おれの風か邪ぜはずっと治らなかったのだ」

　痛いところを突かれて押おし黙だまっているうちに、毛布で包まれたリェン・ファを抱だき上げ、シン・ユーは出入り口へ向かおうとする。

「ちょっと待って！」

　ラン・フォンは自分が身に着けていた襟えり巻まきを摑つかむと、抱き上げられたリェン・ファの首に巻いた。さらに大判の布で金色の髪の毛を覆おおい、顎あごの下で結んでやる。異国人であることが目立たないように。ついでに雪の入った氷ひよう囊のうも後頭部に当たるように押し込む。

「私も行くわ」

「ダメだ。ここにいろ」

　心配でついて行きたい気持ちはあったが、足手まといだと言われ山小屋での待機を余よ儀ぎなくされる。

　二人を見送ったあと、一人で部屋の中へと戻り、暖だん炉ろの前にしゃがみ込んだ。

　もしも、このままリェン・ファが目覚めなかったらどうしよう……。

　暖炉の火の明かりしかない薄うす暗ぐらい部屋の中で、不安が過よぎる。

　ハイデアデルンで出会った少女、リェン・ファは不思議な娘だった。

　こちらが酷ひどく冷たい態度で接しても、何もなかったように寄って来るという非常に太い神経を持ち合わせていたのだ。

　皆みな、ラン・フォンには腫はれ物ものに触さわるように接してくるのに、彼女だけは違ちがった。

「手を繫つなごう」とか「膝ひざ枕まくらをしてくれ」などと言ってくるのは、リェン・ファだけだ。

　そうお願いされるのは嫌いやじゃなかったが、どうしても素す直なおになれなかったのだ。

　彼女と接する日々の中で、娘がいたらこんな感じなのかしら？　とも考えるようになった。ラン・フォンにとって、それは不思議な感情だった。

　素直になれないのは、元々の性格もあったが、何よりも、華族社会で馬鹿にされないための自尊心が邪魔をしていた。堂々としていなければ、隙すきを突かれてザン家まで笑いものにされる。いざとなった時に、信じられるのは自分だけ。

　そんな長年に及およぶ独り善がりな考えが、ラン・フォンを歪ゆがめていたのだ。

　この折れ曲がった性格は治らないなと嘲わ笑らいながら、溢あふれてくる涙なみだを指先で拭ぬぐった。
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　ふと気がつけば、暖炉の火は消えてなくなりそうになっていた。

　どうすれば火が元の大きさに戻るのかと考えるも、火を熾おこす方法がわからなかった。

　今まではすべて使用人がしてくれた。

　髪かみを梳すくのも、化け粧しようも、着き替がえの準備や食事の配はい膳ぜんも、すべて誰だれかがやってくれたのだ。

　真っ暗になってしまった小屋の中で、恐きよう怖ふを覚える。

　このままシン・ユーやリェン・ファが帰って来なかったらどうすればいいのか。

　自分は何もできない。生活手段など何も知らない。

　シン・ユーに見み離はなされたら、どうやって生きていけばいいのか。

　三十七年生きてきて、今いま更さらながらに空っぽな自分に気付くこととなる。

　この小屋も国の管理下に置かれているだろうから、いずれは追い出される。一人になって、これからどうすればいいのかと考えたら震ふるえが止まらなくなった。

　結局、その夜は部屋の中でも息が白くなるほどに寒かったからか、将来を悲観していた不安感からか、一いつ睡すいもせずに一晩が過ぎてしまった。




　早朝、ラン・フォンは、小屋の前にある切り株の上に座すわっていた。

　外にいても部屋の中にいても、どっちにしろ寒いからと自分に言い聞かせつつ、シン・ユーとリェン・ファの帰りを待っていたのだ。

　日の出を待ちながら待機すること数時間。

　こちらへ向かってくる馬の影かげが、日の出前の薄暗く長い一本道に浮かび上がる。

　ラン・フォンは、無意識のうちに走り出していた。

　──リェン・ファは、リェン・ファは一いつ緒しよなの!?

　そう、叫さけびながら。

「お義か母あさん！」

　馬上から元気良く振られる手は、望んでいた娘のものだった。

　娘──リェン・ファはシン・ユーの手を借りて馬を下り、ラン・フォンに駆かけ寄よる。

「お義母さん、ただいま」

　元気そうな声を確認するや否いなや、ラン・フォンはリェン・ファから顔を背そむけた。眦まなじりから溢れ出ていたものを誤ご魔ま化かすためだった。

　そんなラン・フォンの行動を気にも留とめずに、リェン・ファは話を続ける。

「お義母さん、心配かけてごめんなさい。もう、大丈夫だから」

　聞きたかった言葉を耳にしたラン・フォンは、嗚お咽えつを我が慢まんしようとして肩かたが微かすかに震える。さらに、こんな情けない姿を見られたくないという、見み栄えっ張ぱりな心がとんでもない発言に繫がってしまう。

「ぜ」

「ん？　何？」

「ぜ、ぜんぜん、あなたのことなんて、し、心配していなかった、わよ」

「そ、そっか」

　背後から突つき刺ささる、氷のような視線はシン・ユーのものだろうとわかっていた。

　どうしてこのような言い方をしてしまったのかは、ラン・フォンにもわからなかった。

　そんなラン・フォンの手を、リェン・ファは突とつ然ぜん握にぎってきた。いったい何事かと、涙で濡ぬれた頰ほおを気にする余よ裕ゆうもない状態で振り返る。

「わ、お義母さんの手、冷たい！　早く家に帰って昨日のお粥かゆを温めなきゃ！」

　そう言うと、リェン・ファは小屋の方角に走り去ってしまった。

　その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、シン・ユーが馬を引きながら歩いてくる。また怒おこられるのでは、と身を竦すくめていたが、息子から発せられた言葉は意外なものだった。

「──いろいろと、すまなかった」

「え？」

　それだけ言うと、足早に山小屋のほうへと歩き出してしまう。

　息子の殊しゆ勝しような態度に驚きつつ、ラン・フォンも山小屋へ戻った。




　結局、ラン・フォンとシン・ユーの不仲という悪い病気は快方に向かわないまま、隠いん居きよ先への旅は続いていた。

　親子喧嘩が始まるたびにリェン・ファは後頭部を押さえ、「ウッ、古傷が疼うずく!!」と言って二人を黙らせることに成功していた。

　そんなラン・フォンが素直な自分を取り戻すのは、もう少しあとのことになる。

　それまで、リェン・ファの気苦労は絶えないのであった。
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　馬車に乗って山小屋を出発してから九日後、ようやく目的地へと辿たどり着いた。

　本来ならば五日で行ける距きよ離りだったが、途と中ちゆうで吹雪ふぶきにあったり義母の体調が悪くなったりして、順調に進むことができなかったのだ。




　ゆるやかな坂になっていた道を、途中で何度か休みを入れながら三時間かけて進むと、開けた場所に辿り着き、その奥おくには一軒けんの家が見えた。

　ここには数日前までファン・シーンの妹姫ひめと護衛の女性武官、女官の三人が住んでいたらしい。案内してくれる管理人が教えてくれた。

「ふう、ご苦労さまでした。馬で走れば一時間ほどで街まで行けますので」

　恰かつ幅ぷくのいい管理人は汗あせを拭ぬぐいながら言う。年とし頃ごろは五十を少し過ぎたくらいだろうか。辛つらそうにしていたので、何だか申し訳なく思ってしまった。

「今日は暖かいですね」

「ええ、ここは雪も積もりませんから」

「そうなのですか？」

「はい。温泉の地熱で一年中ほかほかです」

「へえ」

　そう言われてみれば、寒さはほとんど感じない。街の人達も薄うす着ぎだったのを思い出す。

　家の敷しき地ち内でも、街と同じように三ヶ所くらいから蒸気がモクモクと上がっている。

「あ、あの、あそこのモクモクはなんですか？」

「温泉が湧わき出ている蒸気ですよ。家の裏にある小屋は風ふ呂ろ場ばになっておりまして、浴よく槽そうに付いている口金を捻ひねれば温泉にいつでも入浴できます」

「お、おお！」

　す、素す晴ばらしい。なんという素す敵てきな土地だろうか。

　毎日お風呂の薪たきぎや井い戸どの水が凍こおる心配をしなくてもいいというのは、とても気分が楽になれる。

　キョロキョロと確かく認にんしていたら、外にも台所があることに気付いた。何やら、釜かまから湯気が漂ただよっている。

「あそこの釜は？」

「温泉の蒸気を調理に利用するもので、地じ獄ごく釜がまと呼んでいます」

　謎なぞの蒸気口は屋根付きの簡易な台所のようなものだった。そこからもモクモクと勢い良く湯気が出てきている。

「温泉から出る蒸気熱を利用する釜です。慈じ江えの人達は薪を使わないのですよ。ほとんどが温泉から噴ふん出しゆつする蒸気熱を使って暮らしています」

「へえ、そうなんだ」

　温泉の力とはなんとも便利なものである。ちょっと変な臭においはするものの、それほど気にならなかった。

　心配なのは先ほどから黙だまって顔を顰しかめているシン・ユーと義母だ。繊せん細さいな彼かれらには温泉の独特な臭いがきついのかもしれない。馬達は平気そうなので、ひとまずよかった。

「ああ、そうだ。ここの住人を紹しよう介かいしなくては。サンサン！」

　管理人がサンサンと叫さけぶと、ガサリ、と葉っぱが触ふれ合あう音がする。

「──う、うわ!!」

　近くの木の上から大きなものが飛び下りてきた。それは──一匹ぴきの黒い犬。

　……び、びっくりしたー。

「この子がサンサンです。大人しくて、とても頭のいい子ですよ」

「は、はあ」

　ふさふさとした漆しつ黒こくの毛は輝かがやいており、耳はピンと立っている。キリっとした凜り々りしい顔つきをしているが、女の子らしい。

　体はかなり大きい。私が四よつん這ばいになった姿と同じくらいか、それ以上ありそうだ。

「よ、よろしく」

　なんとなく手を出すと、太い足をポンと置いてきた。きちんと挨あい拶さつができるなんて賢かしこい子だ。まだちょっと怖こわかったが、慣れたら可愛かわいいかもしれない。

「次はヨーヨーですね」

　ヨーヨーはお待ちかねの伝書鳥さんだという。家の斜ななめ前には止まり木と餌えさを置く場所が用意されている。呼んだらあそこに来るのだろうか。

「こちらは、旦だん那なが管理されたほうがいいかもしれませんね」

　管理人はそう言ってから細長い竹でできた笛を渡わたす。

「二度、短く吹ふけばやって来ます」

　私も鳥を笛で呼びたかったが、シン・ユーが伝書鳥大使に選ばれてしまったので、その任命を心の中だけで羨うらやましがっていた。

　管理人の説明どおりにシン・ユーが笛を鳴らした。

　どんな鳥が来てくれるのかと、私の胸はどきどきと高鳴っている。

　ところが、飛んできたのはとんでもない奴やつだったのだ。

「ひ、ひいいいい!!」

　とっさに近くにいた大使シン・ユーに抱だきつく。

　なんと、空から現れたのは、羽を広げたら私の身長を軽く越こすほどの大きい鳥だったのだ。

　しかも、お食事時に呼んでしまったようで、趾あしゆびには獲え物ものの肉にく塊かいが握にぎられている。鉤かぎ型に尖とがった嘴くちばしは研とがれた金属のように鋭するどくなっており、きいきいと鳴きながら肉塊を餌入れの中に器用に落とすと、止まり木に着地した。

　今になってやっとシン・ユーが大使に選ばれた意味を理解する。あれはちょっと私には近付けそうにない。かなり怖い部類の生き物だ。

「はは、顔は恐おそろしいですが、意外と懐なつっこいですよ」

　う、噓うそだ。あんな鋭い目つきをしているのに、友好的とか。

　飛んできた一いつ瞬しゆんの間に、狩かられるかと思ってしまった。獲物の気分を味わったのは初めてだ。

　義母は目をまん丸にしながら手ハン巾カチで口元を覆おおい、鳥からかなり距離を取っていた。シン・ユーは相変わらずの無表情である。

「朝、止まり木にいたら食事を与あたえてください」

　餌は小さな鳥や鼠ねずみの類を好むという。乾かん燥そうさせたものが家の中にあるので、それを食べさせてくださいとお願いされた。

「サンサンとヨーヨーは狩りの手伝いもできます。ヨーヨーは扱あつかうのに少し技術が必要なので、飛ばす際には一度街に講習を受けに来てくださいね」

「ああ、わかった」

「あと、手紙を頼たのむ場合は、慈江は左足に、帝てい都とは右足に着ければ運んでくれます」

　それからいくつか説明を受けたが、ヨーヨーが血を滴したたらせながら食事している様子が気になって頭の中に入ってこない。

　まさか伝書鳥が肉食だなんて思いもしなかった。私の頭の中にあった小鳥さんと戯たわむれる夢は、あっさりと崩くずれ去ったのである。

　日暮れと共に管理人と別れ、やっと家の中へ入ることができた。

　部屋の中はつい最近まで人が暮らしていたため、綺き麗れいな状態が保たれている。

　入ってすぐの場所が台所と一体になった居間となっており、その奥が書しよ斎さいで、他に寝しん室しつが二つに物置、という構造になっている。三人で暮らすには十分な広さだった。

　食材も豊富に揃そろっている。

　家の後方へと回り込むと、小さな小屋があった。中には脱だつ衣い所じよと洗面台があり、木の扉とびらを開くと、大きな鋳ちゆう鉄てつ製の風呂釜がある。

　洗せん髪ぱつ剤ざいや石せつ鹼けん、体を洗う海綿なども揃っている。ぱっと見て風呂釜は綺麗に見えたが、念のため洗った。

　そして、管理人に教えてもらったとおり、風呂の窓側にある管の先せん端たんにある口金を捻ったら、お湯がけっこうな勢いで出る。ものの数分でお湯が満たされたことにも感動を覚えてしまった。

　最初にシン・ユーに勧すすめ、ささっと送り出す。義母はもう疲つかれたからと寝室に行ってしまったようだ。布ふ団とんは敷しいてあったのだろうか。寝ねたばかりのところを覗のぞき込むのも悪いと思ったので、あとで水差しを持って行くついでに確認しよう。

　風呂から上がってきたシン・ユーの濡ぬれたままの髪かみの毛をガシガシと大判の布で拭ふいてあげてから、私も浴室へ向かう。

　変装するためにきっちりと結ゆっていた髪の毛を解ほどき、服は脱衣籠かごの中へ畳たたんで入れる。

　浴室へ入ってお湯を手でかき混ぜたら、少し温度が低い気がしたので、少しだけお湯を追加する。

　湯は白はく濁だくしており、少しだけトロリとしている。匂においは慣れてしまったのか、あまり気にならない。なんでも美び肌はだに効果があると聞いたので、体を洗ったあと、ゆっくりと浸つからせてもらった。

　脱衣所の洗面台の前にある椅い子すに座すわって髪をよく拭き、髪の毛が跳はね広がらないようにいつものように三つ編みにしてから部屋に戻もどる。

　入浴後、水差しを義母の寝室へ運んだ。小腹が空いた時のことも考えて、街で買った饅頭まんじゆうも添そえておく。

　お湯を沸わかせたらよかったのだけど、暗くら闇やみの中で地獄釜を使うのも怖い。

　義母の部屋を覗き込んだら、すうすうと寝息をたてて眠ねむっていた。ひとまずホッ。

　それから歯を磨みがいて、寝る準備をする。

　この部屋は女官と武官の二人が寝ていた場所らしい。義母はお姫様の使っていた部屋を選んでいた。寝しん台だいの上に敷いていた布団や枕まくらなどは新品だった。わざわざ用意してくれたのだろうか。と、いうか、かなり大きな寝台だ。女性二人で寝ていたからだろうが。そして、この時になって私は重要なことに気が付く。

　──あれ、これって夫ふう婦ふの寝室なの!?　と。

　寝台の前で呆ぼう然ぜんとしていると、シン・ユーが部屋に入ってくる。

「……」

「……」

　私は書斎で寝たほうがいいのだろうか。確か大きな長椅子があった気がする。

「もう寝るの？」

「ああ」

「そっか、じ、じゃあ」

　笑え顔がおを浮うかべながら部屋を出て行こうとしたら──。

「うぎゃ！」

　シン・ユーは私を背後から抱きしめ、捕ほ獲かくした。

「リェン・ファ。どこに行くんだ？」

　耳元で囁ささやくとは反則だ。顔がじわじわ熱くなっていくのを感じる。

「イヤなのか？」

「イヤじゃない、けれど」

「よかった」

　優やさしい声で安あん堵どするとか、照れるに決まっている。抱きしめられた状態のまま、石像のように固まってしまった。

　やっぱりここで眠るしかないのか。

　い、いや、わかっている。いろいろわかっている。わかってはいるのだが、ちょっとまだ決心が……。

　背後のシン・ユーが、急に咳せき込みだした。

「シン・ユー！　大だい丈じよう夫ぶ？　平気？」

「リェン・ファが、ここに、いてくれたら」

「いるよ！　ずっと傍そばにいるから！」

　そう言った瞬間、シン・ユーは私の腰こしに腕うでを回し、膝ひざの上に座るよう引き寄せる。

「うわっ！　え、な、何、この状態!?」

「ずっと傍にいてくれるのだろう？」

「いや、こういう意味の傍にいるじゃなくって！」

　ここでふと気付く。シン・ユーってば、意外と元気じゃない？　と。

　咳き込む時はたいてい顔色が悪いが、今のシン・ユーの顔色はそこまで悪くない。

「あの、シン・ユー、具合悪いんじゃないの？」

「リェン・ファが傍にいてくれるから、治った」

「そ、それだけで治るわけないじゃん！」

　シン・ユーの膝の上でジタバタ動こうとしたが、さらにぎゅっと抱きしめられてしまった。

「ひゃあ！」

「安心しろ。今日は疲れているから何もしない」

　シン・ユーは私の頰ほおを撫なでながら、そんなことを言ってくる。

「安心して、身を任せているといい」

　これは抱ほう擁ようというより、拘こう束そくだろう。安心できるわけがないと思っていた。だがしかし、シン・ユーに優しく背中を撫でられているうちにウトウトしだして、最終的には眠ってしまったようだ。

　人って疲れていたらどんな状じよう況きようでも眠れるんだな、と実感した日であった。
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　──没ぼつ落らく華か族ぞくの朝は早い。

　まだ、薄暗い日の出前の時間帯であったが、外からキイキイと甲かん高だかい鳥の鳴き声が聞こえて目を覚ます。あれはきっと巨きよ大だい伝書鳥ヨーヨーの声だ。

　一日目から鳥にお食事をご用意しなければならないなんて、まったく予想外だった。むくりと起き上がって、背せ伸のびをして眠気をどうにか吹き飛ばそう。

　隣となりでこちらに背中を向けて寝ているシン・ユーを起こさないように、ゆっくりと動いていた。それのに、シン・ユーは目覚めてしまったようだ。

「リェン・ファ、どこに行くつもりだ」

「うわっ！」

　話しかけられるのと同時に手首も摑つかまれて、驚おどろきも倍増。

　振ふり返かえったシン・ユーの起き抜けの顔は眉み間けんに皺しわが寄っていて、いつも以上に恐ろしかった。

　シン・ユーは、私がこっそりここを抜ぬけ出してどこかへ行ってしまうのでは？　と思ったらしい。馬にも乗れないのに、どこに行くというのだ。

「あ、今からね、ヨーヨーに餌をあげようと思って」

「あの鳥にはまだ近付くな」

　そんなことを言ったって、さっきからずっとキイキイ鳴いて熱ねつ烈れつに餌を要求している。そう主張すれば、餌はシン・ユーが持って行ってくれることになった。

　本日のヨーヨー様のご朝食は、厳選されたどこぞの小鳥一羽わを丸ごと干し肉にしたもの。

　なんでもあの鳥の種類はほとんど水を口にしない習性があるようで、水分は獲物から摂とるらしい。そのため、この干し肉も一度水に浸ひたしてから与えるのだ。

　水分を含ふくませて柔やわらかくなった肉をシン・ユーが外に持ち出す。私もその背中に隠かくれつつ、給きゆう餌じの見学をさせてもらうことにした。

　火ひ鋏ばさみで摑んだ肉を餌入れの中に置くと、即そく座ざに鋭い爪つめでガッと押おさえ込んで嘴で突つつき始めた。相変わらずすごい迫はく力りよくだ。

　私の拳こぶしくらいの鳥をあっという間に平らげ、そのままバッサバッサと羽音をたてながらどこかへと飛んでいく。

　シン・ユーは止まり木の下に落ちていた羽根を拾っていた。

　矢羽根に加工して利用するという。ヨーヨーのような大型の鳥の羽根は耐たい久きゆう性があり、狩人かりゆうどの間では貴重品とされているらしい。

　私が餌やりをしていたら確実に捨てていたので、朝からシン・ユーに捕つかまったことは正解だったかもしれない。

　サンサンには細かく刻んだ味のない干し肉と茹ゆでた数種類の野菜を軽く炊たいた粥かゆに混ぜ、冷ましたものを与える。なんだか人の食事と同じくらい手間がかかるが、長生きするためには大切なことなのだろう。朝と夕方、二回に分けて餌を与える。

　大きな盥たらいに新しい水を入れ、その横にお粥を入れた皿を置いた。

「サンサン、ごはんだよ～」

　名前を呼ぶと、森の茂しげみの奥からのっそりとサンサンがやって来る。その自然に溶とけ込んでいる姿は野生の狼おおかみのよう。サンサンは餌と水の前に座って私の顔を見上げている。

　も、もしかして「待て」をしているのだろうか？

「ど、どうぞ、お召めし上あがりになって？」

　まさか、と思って言ってみれば、それを合図にするかのように、モソモソと食べ始める。

　私の作ったお粥が口に合ったのか、軽く尻しつ尾ぽを振りながら食べていた。賢い子だなあと観察していたが、いつまでも眺ながめている時間はないので、朝食を作りに家の中へ戻ることにした。

　サンサン用に作ったお粥の鍋なべを見ながら、これに味付けをしたら人も食べられるのでは？　と思ったが、父親に出すのならまだしも、シン・ユーと義母に『犬のついでごはん』を出すわけにもいかない。

　そういえば、父は元気にしているのだろうか。

　たぶん、謀む叛ほんが起きたという話は祖国にも伝わっているだろう。ファン・シーンが私達の無事を知らせる手紙を送ってくれたそうなので、父はそこまで心配していないとは思う。

　と、考えごとをしている場合ではない。料理をしなければ。

　義母は起き上がるのも辛いようで、それに加えて食欲もなかった。額に手を当てれば熱いような気がして、濡らした布を乗せて熱を冷ます。

　旅の疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしたのか、それとも咳き込んでいるので風か邪ぜなのだろうか？　どちらにせよ心配だ。

　義母の体の汗を丁てい寧ねいに拭い、着き替がえを手伝ってから、再び眠るように勧めた。

　そのあと、街に出かける準備をしていたシン・ユーに、医者を連れて来てくれないかとお願いする。

「わかった。医者の都合がつけば連れて来よう」

「お願い」

「他に必要なものはあるか？」

「あ、氷を」

　やはり水で濡らしただけの布ではすぐ温湿布のようになってしまうので、氷ひよう囊のうを作るための氷を買ってくるように頼んだ。

　シン・ユーが出かけたあとは、洗せん濯たくをしたり、掃そう除じをしたり。なんだか、こういうのは久々だ。

　ザン家で家事をしようものなら、リー・リンに「何をしているのですか、奥様」と怒おこられてしまったからだ。

　それにしても、使用人のみんなは元気だろうか。

　別れの言葉を言う暇ひまもなく、会えなくなってしまった。悲しいけれど、仕方がない。私はここで、頑がん張ばるしかない。

　と、そんなことを考えていた矢先、帝都で暮らすリー・リンから手紙と荷物が届いた。大きな箱には、金ジン公ゴン鼠シユ商会のお菓か子しがたくさん詰つめられていた。

　それから、紅茶も入っている。入手が難しいのに、探して買ってくれたようだ。嬉うれしくって、心がじんわりと温かくなる。

　手紙には、私を心配する言葉が書かれていた。頑張りすぎるなという言葉は、実にリー・リンらしい。

　ジン・ピンやメイ・メイも、元気で暮らしているようだ。みんなの近きん況きようを知ることができて、心から安堵する。

　帝都も大変な状況なのに、こうして手紙やお菓子を送ってくれたリー・リンに心から感謝した。




　それから三時間後にシン・ユーは医者を連れて戻った。

「──そんなの、必要ないわ！　誰だれが、頼んだっていうの？」

　まあ、予想どおりと言うべきか、義母は診しん察さつを拒こばんだ。

　胸むな元もとを開いて心臓の音を聞くことや口の中を覗き込んで喉のどの具合を確かめる、といったことは華族として屈くつ辱じよく的だと罵ののしる。だが、その威い勢せいの良さは長くは続かず、大人しくなった隙すきを見てなんとか説とき伏ふせて診断を受け入れてもらった。

　往おう診しんに来てくれたのが女性だったことが、よかったかもしれない。

　医者によれば、疲労から発はつ症しようした風邪ということだった。薬を飲んで数日安静にしていれば快方に向かうだろうとのこと。

　義母が失礼な発言をしたので謝あやまると、この国の患かん者じやはだいたいこのような態度だと笑って許してくれた。

　それから薬を飲ませ、氷こおり枕まくらで頭を冷やしていたら、義母の熱は下がったように思えた。

　寝顔も朝方見た時よりは穏おだやかに見える。

　浮かんでいた汗を手巾で拭い、額の布を新しいものに変えてから、義母の部屋をあとにした。




　旅で持ち歩いていた要いらないものを収納しようと物置の扉を開くと、そこにはたくさんの布や糸、毛皮などが収められていた。小さな商店のような品揃えに、掃除をしていたことも忘れて思わず興奮してしまう。

　確か、管理人はここにある物はすべて使っていいと言っていたので、この布ももらえるのだろう。

　近くにあった毛皮を持ち上げると、とてもふわふわしていて手て触ざわりが素晴らしいものだった。だが、この地域は冬でもけっこう暖かいので、毛皮製品は不要だろう。都のような気温だったら、耳当てを作ったり、上着の裏側に縫ぬい付けたりと使い道はいくらでもあるのに。

　このまま物置に置いていても傷いたむだけだ。

　だったら、食しよく卓たくの椅子に置く座ざ布ぶ団とんでも作ってみたいなと、帰ってきたシン・ユーに提案をしてみた。

「別に、好きなようにするといい」

「本当？」

　食卓の椅子は硬かたい木でできていて、何も敷くものがなかったので、お尻しりがちょっとだけ痛くなっていたのだ。

　許可が下りたので、ワクワクしながら毛皮をどう加工しようか考えていると、ふと、温泉の臭いに顔を顰めていた親子の姿を思い出す。

　毛皮を念のために嗅かいでみたが、きちんと防ぼう臭しゆうされているよう。何も匂いなどない。

　だが、シン・ユーや義母は何か匂いを嗅ぎ取ってしまうかもしれない。作ったあとでいろいろ文句を言われても遅いので、念のために毛皮の匂いが大丈夫か確認しようと立ち上がる。

「ねえ、シン・ユー、ちょっと嗅いでみて」

　シン・ユーは鏃やじりに使う鉄を研いでいたのだが、研ぎ石と鉄てつ片ぺんを置いて手を伸のばしてくる。

「な!?」

　毛皮を受け取ってくれるものと思って近付いたのに、何を思ったのかシン・ユーは私を体ごと引き寄せて顔を首筋に埋うずめてきたのだ。

「……いい匂いがする」

「は!?」

　その言葉を聞いて、謎の行動を理解した。このお兄さんは毛皮ではなく、私の匂いを確認してくれたのだ。

　──い、いったい何をしてくれるのだ！　恥はずかしい！

「ち、違ちがう！　嗅いでほしいのは、私ではなくて、毛皮！」

　肩かたを力いっぱい押して拘束から逃のがれたが、当の本人はいたって涼すずしい顔をしていた。恥ずかしかったのは私だけのようだ。




　その晩、私は義母の具合が心配だと言って寝室を出た。予備の布団を物置で発見したので、それを運んで義母の部屋でゆっくりと休ませてもらった。

　なんとなく、シン・ユーと眠るのが恥ずかしかったのだ。

　最近、妙みようにシン・ユーを意識してしまう。夫婦だから何も問題はないのだけれど、心の準備がまだできないのだ。

　どうか、へたれな私を許してほしい。
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　医師からもらった薬と私の甲か斐い甲が斐いしい看病のおかげか、義母の熱は二日ほどで引いていった。三日目には食欲も出てきたようで、お粥と果物を食べきることができた。

　これで元気な義母に戻るはず、と思っていたがそう簡単にはいかなかった。

　体の不調は治っても、心の不調は治らなかったのだ。

　義母は落ち込んでいるからか、一日のほとんどを寝台の上で過ごす。

　天気がいいから散歩に行こうと扉を叩たたいても、冷たく断られてしまうのだ。

　帝都・千せん華かやハイデアデルンと違って、ここは毎日晴天が続く。澄すみきった青空が広がり、太陽が出ているだけで気分がウキウキしてしまうのに。そうなるのはどうやら私だけで、シン・ユーや義母は淡たん々たんとした毎日を送っている。

　他に義母が元気になる方法はないかと考えて、物置の布で新しい服を作ることにした。

　元々ファン・シーンから妹姫へ贈おくられたという布地は、高級品ばかりだった。

　この布に鋏を入れるのはかなりの勇気を必要とした。

　しかも、この国の服を作るのは初めてで、型紙なんてものはなかった。一着だけ断腸の思いで服を分解して、構造を把は握あくする。

　できたら内ない緒しよで贈りたかったけれど、採寸をしなければならなかったので、寝転がっている義母を起こして協力してもらった。

　ついでにシン・ユーの採寸もしたのだが、疲れて寝ている隙に巻き尺を当てていたところ、途中で気付かれてしまい気まずい思いをしてしまった。

　失敗するのが怖かったので、最初は試作品として自分の服を作り、次にシン・ユーの服を作った。

　何回か作っているうちに満足のいくものが完成したので、本番ともいえる義母の服作りに取りかかる。

　使うのは濃こい紫むらさき色いろの布で、帯は白銀の布に金糸で花を刺し繡しゆうした。腰から下には襞ひだを入れ、裾すそには細かい蔓つる模様を入れる。

　今まで作った服の中で一番時間がかかってしまった。製作期間約七日である。

　とはいっても、家事の合間に少しずつ作ったので、集中して作れば三日ほどで完成したのかもしれない。

　そんなこんなででき上がった服を義母へ贈ったが、反応はイマイチだった。

　まあ、想定内である。素しろ人うとが作った服などで、義母が満足するわけがない。

　だが、最近は起き上がっている時間も長くなり、シン・ユーと軽い喧けん嘩かをする元気も出てきたようなので、ほっとしている。

　少しずつ、少しずつ、元気になればいいなと思いつつ、二着目への挑ちよう戦せんが始まった。

　自分の好きな形や色で服を作るのは楽しい。

　義母には悪いが、私の毎日は充じゆう実じつしていた。




　シン・ユーはといえば、彼にも少し問題があった。

　少し前から、街へ害がい獣じゆう退治に出かけるようになっていたが、想定以上の大金を持ち帰ってきたのである。

　手渡された封ふう筒とうの中に入っていたのは、五十万金。

　害獣退治の詳しよう細さいは話してくれなかったが、一回の討とう伐ばつでこんなにもお金が入るのかと驚いてしまった。

　害獣退治は週に一度行われる。これまた詳細は謎で、その日が近付くと、シン・ユーは一日中剣けんを研ぎ石で鋭くしたり、矢を自作していたりするのだ。

　一日中部屋の隅すみで武器の手入れをしている物ぶつ騒そうなシン・ユーを見るのは心臓に悪かったが、害獣退治の日に傷だらけで帰ってくる彼を夜よる遅おそくに出で迎むかえるのは、もっと心臓に悪かったのだ。

　害獣退治に出かけた翌日は、必ずと言っていいほど顔色が悪い。

　部屋で休んでおくように言っても、まったく聞かないで狩りに出かけてしまう。

　サンサンとヨーヨーを連れて狩りに出かけた日は、獲え物ものを街で換かん金きんしてくるのだが、平均で一万金くらい持ち帰ってくる。売れなかった小さなものは、食卓に上がっていた。シン・ユーはほぼ毎日狩りに出かけている。

　収入は最低限でいいのに、シン・ユーはそんな主張に耳を貸さず働き続けていた。

　聞いても害獣退治についての詳くわしい話は教えてくれなかったので、自分で調査することにした。

　といっても、街へ行って人目につきたくないので、三日に一度家に来てくれる商人の夫婦に話を聞いてみた。

「──害獣退治ですか？　ああ、あれは歩ぶ合あい制ですよ」

「ぶ、歩合制!?」

　接客担当の奥さんに聞いたら、意外な事実が判明する。

　害獣退治は前々日から準備が始まり、森の広場に害獣の好む食材を仕し掛かけ一日置いてから、食材を置いた周りの広い範はん囲いを柵さくで囲む。そうすると棚の中に害獣を集められるのだとか。柵は討伐を行う時に害獣が逃にげないための対策らしい。

　その食材と柵の設置の手伝いに参加したら、十万金が支し払はらわれる。

　そして、討伐の際に倒たおした害獣を広場に持ち込んで、その大きさによって支払われる金額が決まるという。

「小型のものがだいたい一万～三万金くらいで、中型が四万～六万金、大型のものが七万～十万金くらいですね」

「そ、そうですか」

　ということは、平均して五十万金持ち帰って来るシン・ユーは、かなりの数を討伐していることになる。

「あ、あの、害獣ってどんな生き物なのでしょう？」

「大猪いのしし──豚ぶたを野生化させた感じの獣けものですねえ。とにかく凶きよう暴ぼうで、畑を荒あらしたり、観光客の乗った馬車も襲おそったりすることがあって困っているのですよ。狩っても狩っても一向に数が減らなくって」

　ちなみに肉は獣臭くさくて食べることができないらしい。毛もごわごわしていて、すぐに皮から毛が抜けるので利用価値もないとか。唯ゆい一いつ牙は布を染める染せん色しよく剤の原料として取引されるが、大量に出るので希少価値もないという。

　討伐した大猪はその場で焼しよう却きやく処分するのだと奥さんは語る。なんとも悲しい話だと思った。

「そうそう！　最近謎の凄すご腕うで狩人が現れたって噂うわさがあって」

「へ、へえ」

「全身真っ黒い装しよう束ぞくで現れて、まるで殺し屋みたいな風ふう貌ぼうをしてるのですってえ。若い男みたいで、みんな『あれは堅かた気ぎの人間じゃない』って言っているのよお」

「わ、わあ、怖い」

　害獣退治に黒尽ずくめで出かけるシン・ユーの姿が思い浮かんだが、きっと他人の空似だろうと乾かわいた笑いをあげてしまった。




　商人から話を聞いた晩、私は寝台の上に正座して、シン・ユーに相談をもちかけた。

「シン・ユー、話があるんだけど」

　隣で横になった体勢で本を読んでいたシン・ユーが顔を上げる。

「なんだ？」

「あ、あのね、害獣退治なんだけれど、辞やめて他の仕事を探してほしいの」

　そして、仕事以外でも気になることがあったので言ってみる。

「あと、もっと休んでほしい」

　シン・ユーは苦々しい顔をしている。これは嫌いやだと言っている顔だ。

「家にいても、できることは少ない」

「いや、何もしなくていいよ。ゆっくり休んでって言っているの」

　シン・ユーは家にいる時は薪まき割わりをしたり、馬を散歩に連れて行ったりと、本当によく働いてくれる。申し訳ないと思うほどだ。

　たまには趣しゆ味みに興じたりしてもいいだろうと言ったが、予想外の返事があった。

　シン・ユーは至し極ごく真面目な顔で言う。暇な時、何をすればいいのかわからない、と。

「何もすることがないのなら、働きに出かけたほうがいいだろう？」

「い、いや、そんなに働かれても、困るんだけど」

「なぜ？」

「だってシン・ユーが早死にしそうで。帝都にいた頃より顔色悪い日もあるし」

　無理な生活を送り、体を壊したら元も子もない。

　義母だって先に息むす子こに死なれたりしたら、二度と立ち直ることはできないだろう。

「頑張るのは、この家を出てからでもいいと思う。まずは体を休めて、健康になることから始めないと」

「そうは言っても、普ふ通つうの体調不良ではないからな」

「あっ！」

　そうだった。シン・ユーの不調の原因は、ザン家の仙せん女によ様の呪のろいだったのだ。

　確か、祝福を得るには、「蓮レンの花を愛すること」が必要だった。

「れ、蓮の花、買いに行こう!!　それを大事に育てて」

「華族のいないこの地に売っているわけがない」

「そ、そっか。そうだった」

　前にリー・リンがレンの花は手入れが大変なので、専門の庭師のいる家にしか咲さかないと言っていたのを思い出す。それにとても高価だと言っていた。……そんな事情があるので、街に行っても売っていないことは確実だと思い至る。

「蓮の花だったら」

「ん？」

「ここにもあるだろう」

　目の前に座っていたシン・ユーに頰をそっと撫でられ、肌が粟あわ立だつ。

　自分の顔を見なくても、赤面しているのがわかった。心臓はドクドク鳴っていて、落ち着きがない。

　何度こうやって触れられても、照れてしまう。いつになったら慣れるのかと、不安になるほどに。

　シン・ユーの視線が、痛いほど突つき刺ささっていた。

　いったい、何を訴うつたえているのか。まさか、「蓮の花を愛すること」──つまり、私を愛そうというのか。

　視線の圧に耐たえきれず後退していったが、あっという間に壁かべ側がわに追い詰められる。

　顎あごにそっとシン・ユーの手が添えられたので、思わず悲鳴をあげてしまった。

「ひゃあ！」

　シン・ユーの表情が、だんだん獲物を捕とらえた肉食獣のようになる。草食獣である私は、成す術もない。

　一応、食べられる（？）前に質問してみた。

「あ、愛するって、具体的に、どんなことをするの？」

「リェン・ファ。もしや、子どもは幸せの鳥が運んできてくれるとか思っていないだろうな？」

「ま、まさか！」

　食堂で働いていた時、姐ねえさん達に散々そういった話を聞かされていたのだ。何も知らないわけではない。

　シン・ユーは訝いぶかしげな視線を向けている。私の豊富な知識を疑っているのだろう。

「ま、待って、ちょっと待って。きちんと考えているから！　子ども、三人くらい欲ほしいから！　でも、そういうの、お義か母あさんが元気になってから、お願い」

「……わかった」

　なんとかご理解いただけたようで、ホッとした。
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　残念なことに、シン・ユーは生活を改める気がないよう。せっせと毎日狩りに出かけている。義母の落ち込み具合は変わらず、部屋に引きこもりがちだ。

　完全復活までには時間がかかりそうだな、と思っていたが、最近は少しだけ居間に出てきて裁さい縫ほうをするようになった。

　義母の気分転てん換かんにと提案したのだが、案外ハマってくれたようだ。

　祖国ハイデアデルン国の貴族令れい嬢じようは刺繡を当たり前のように嗜たしなむが、華族のご婦人方はそういったものを身につけていないらしい。なんでも布を扱うのは織おり物もの・染物職人の仕事だという認にん識しきなので、義母は針を触るのも初めてだと言っていた。

　だがそこはさすが、器用なシン・ユーの母親と言うべきか。

　義母は私の教える針使いをすぐに覚え、細かな花模様を縫ってみせたのだ。

　現在二人で作っているのは、食卓にかけるテーブルクロスだ。

　私の祖国では、嫁よめ入いり前の娘むすめと送り出す母親とでテーブルクロスに刺繡をする習慣があるのだが、それを義母と一いつ緒しよにやっているわけだ。

　もちろん、義母はそのようなことをしているとは知らない。

　言ったら怒られそうだし、私の自己満足なので何も問題ではなかったのだ。

　だが、その作業も一時間もすれば飽あきるのか、疲れたと言って部屋に帰ってしまう。

　翌日になればまた暇だと言って縫い始めるので、ゆっくりかまえている。

　義母の問題はひとまず置いておき、シン・ユーをどうしたらよいか。

　この前は私がお願いのしかたを間ま違ちがってしまった。

　自分の要望を一方的に通そうとするのではなく、シン・ユーの要望も聞かなければならなかったのだ。

　しかし聞く前に、シン・ユーのピリピリした状態をなんとかしなくてはならない。

　また、ザン家の将来や国の改革について一人で背負い込んでいた時のように、今回も一人でなんとかしなくては、と躍やつ起きになっているに違いない。

　今までとは違い、私はシン・ユーの本当の奥さんになるためにここまでついて来たのだ。

　お飾かざりの妻ではないので、夫の間違いは正さなければならない。

　ところが、どうやってその助言というか、願いを聞き入れてもらうかが課題だ。このままでは過労で大変なことになるのは確実に決まっている。

　夫婦とは、苦楽を共にわかち合うものなのだ。

　……その前に、夫婦とは何かを私自身がよくわかっていないのかもしれない。

　よく知る夫婦と言えば、私の両親が思い浮かんだ。

　二人は本当に仲が良く、父が出かける際なんかは手と手を握り合って、今こん生じようの別れのようにしていたのだ。行ってらっしゃいのキスなんかも毎回のようにしていた気がする。

　……いや、これはハイデアデルンの習慣だろうから、わざわざする必要はないな。

　そうだ！　私達は夫婦としての触れ合いが足りないのかもしれない。

　なんというか、恋こい人びと同士のような触れ合いは、決して嫌なわけではないのだが、慣れていないので嬉しさよりも恥ずかしさが勝ってしまう。

　世の女性は、どうやって羞しゆう恥ちを抑おさえているのか、とても気になるところだ。

　シン・ユーが私のことを好きなのはわかっている。

　熱烈な告白も聞いたし、ここの生活の中での触れ合いは好ましいものばかりだ。

　私も、シン・ユーと同じ気持ちなのは自覚している。

　だからこそ、ハイデアデルンに帰れと言ったシン・ユーに逆らってまでついて来たのだ。

　この国でのきちんとした妻の在り方がわからないので、頭を悩なやませる。今になって感じる文化の違いに苦しんだ。

　好き、というだけではどうにもならないことはたくさんある。今回の件もそうなのだろうか？

　……こんなに一いつ生しよう懸けん命めい考えているのに、考えれば考えるほど、答えは出てこない。

　触れ合う中で相手を知って愛を育てていく、ということでいいのだろうか？

　とりあえず、あまり恥ずかしくない肩叩きから始めてみよう。




　家事もほとんど済ませた午後。

　暇な私は地獄釜でサンサンのおやつの蒸むし鳥どりを作っていた。

　作るといっても犬用なので味付けは必要ない。

　小さな骨を全部抜ぬき取り、平らな籠に葉っぱを敷いて、蒸気口に籠を置いてから蓋ふたをするだけの簡単料理だ。

　サンサンは自分のものとわかっているのか、私の隣で尻尾を振りながら待っている。

　蒸している間、木の棒を遠くに投げてサンサンが拾ってくるという遊びをしていた。私の運動不足解消にもなるので、毎日やっている。

　たまに上空をヨーヨーが飛んでいて、投げた木の棒を爪で摑んでどこかへ行ってしまうこともあった。その時のサンサンの「ちょっとそれ私のおもちゃなんですけど！」みたいな荒あらぶり方はちょっとだけ笑ってしまう。

　そんな風に遊んでいると、急にサンサンが森の奥のほうへ向かって吼ほえ始めた。

　獰どう猛もうな吼え方をするのは初めてだったので、どうしたのかと疑問に思う。

　何かいるのかと背伸びをして森を覗き込むと、サンサンが私を庇かばうように前に出てきた。

　それと同時に現れたのは大きな影かげ。これは──豚？　否、豚ではない。

「!!」

　とっさのことで悲鳴も何も出てこない。サンサンは全身の毛を逆立てて、唸うなっている。

　あれは、大猪だ。

　商人の奥さんが言っていた、茶色い剛ごう毛もうに豚に似た外見。すべての特とく徴ちようが一いつ致ちしている。

　いったいどうして!?

　この辺りには、小型の野生動物しか出ないと管理人も言っていたはずだ。

　大猪は背中の毛を逆立てており、牙きばはギリギリと音を鳴らしている。

　あれは威い嚇かく行こう為いなのだろうか。

　危険だから早く逃げろと、頭の中で警けい鐘しようが鳴なり響ひびいていたが、声も出なければ体も動かない。大猪と見つめ合っている状態だ。

　大猪はサンサンよりもずっと大きい。

　突とつ進しんでもしてきたら、私やサンサンは吹き飛ばされてしまうだろう。

　サンサンが激しく吼え出したのと、大猪がこちらに向かって地面を蹴けったのは同時だった。

　私はしゃがみ込んで頭を守った、が、予想していた衝しよう撃げきは訪おとずれない。

「──!?」

　上空から、聞き慣れた鳴き声が聞こえた。

　恐る恐る目を開けると、大猪が鋭い爪で攻こう撃げきされている。

「ヨーヨー!!」

　どこからか飛んできたヨーヨーが私達を助けてくれたようだ。

　首の一部を爪で裂さかれた大猪は、血を流しながら森の中へと消えていく。それを逃すまいとヨーヨーは猛もう追ついしていた。

　助かったことがわかると、私はその場にペタンと座り込んでしまった。

　危なかった。シン・ユーがサンサンとヨーヨーを狩りに連れて行っていれば、私は大猪の突進を喰くらって大変なことになっていたかもしれない。

　まだ大猪が逃げ込んだ森に向かって吼えているサンサンの体を抱きしめて、落ち着くようにと宥なだめながら感謝した。

　そうしてサンサンの温ぬくもりを感じているうちに、私自身も落ち着くことができたのである。
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　昼間に起きた事件を夜シン・ユーに報告したら、珍めずらしく動どう揺ようを見せていた。

「怪け我がはなかったのか？」

「うん、ないよ。ヨーヨーとサンサンが助けてくれたからね」

「そうか」

　シン・ユーも、このような森の奥地には大猪が出ないと信じていたらしい。

　何を思ったのか、シン・ユーはその日から、害獣退治の日以外は外出を控ひかえるようになった。

　いったい何をしているのかといえば、職人を雇やとって家の周囲を守る柵を作り始めたのだ。

　どこからか太い木を持って来て、先を尖らせて地面に打ち込み、木と木の間には大猪が嫌きらう竹で編んだ垣かき根ねを入れている。この辺りでは竹は貴重なので、高かったはずだが、お金を稼かせいでいるのはシン・ユーなので、文句など言えるわけもない。

　でき上がったその柵は私の身長よりも高く、外部からの侵しん入にゆう者を絶対に赦ゆるさないという、シン・ユーの執しゆう念ねんが垣かい間ま見みえていた。

　今回の事件のせいで、今まで以上にシン・ユーの雰ふん囲い気きがピリピリとしたものになっている。あの日、私が暢気のんきに外で遊んでいなければ、このような事態は起こっていなかったのだろうか？　考えても仕方がないことだろうけれど。

　それにしても、サンサンは狩しゆ猟りように同行することもあったからか、大猪に臆おくすることなく、勇ゆう敢かんに立ち向かっていたのには驚いた。本当に、あの日の彼かの女じよの存在はありがたかった。

　でも、猪が去ったあとは甘あまえん坊ぼうになっていたので、多少は怖かったのかもしれない。

「──あ！」

　その日のことを考えていると、あることに気が付く。

　荒あらぶっていたサンサンは、私が抱きしめて宥めると大人しくなった。

　だから、目の前で荒ぶるシン・ユーも私が抱きしめたら大人しくなるのでは!?　という名案が浮かんでいたのだ。

　先日、自分達に必要なのは触れ合いだと答えが出ていたのに、害獣事件のせいですっかり忘れていた。

　シン・ユーは寝台の上に胡坐あぐらを搔かいて、家を囲む柵の設計図を見ている。その後ろ姿には一いつ切さいの隙がない。

　しかし、勇気を出してその肩に触れる。抵てい抗こうする様子はなかったので、シン・ユーをそっと抱きしめた。
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「ねえ、今日はもう休もう」

　シン・ユーも私を守ってくれたサンサンと同じで、いろいろと頑張ってくれるのはありがたく感謝している。だが、いつも働きすぎてしまうのが残念なところだった。きっと彼の頭の中には「ほどほどに」という言葉はないのだろう。

　返事はなかったが、勝手に本題に移ることにした。

「ねえ、シン・ユー。この前のお願い覚えている？」

「……ああ」

　危ない仕事は辞めてほしい、きっちりと体を休めるために休日をつくってほしい。その願いをシン・ユーは覚えてくれていた。

「──私も、シン・ユーのお願いなんでも聞くから、だから、その二つだけは守って」

「願いはなんでも聞く、その言葉に偽いつわりはないな」

「え、う、うん」

　シン・ユーは、抱きしめた効果も空むなしくいつもと変わらない鋭い目つきでいる。

　あのシン・ユーがサンサンのように、すぐに大人しくなるわけがなかったのだ。

　手を引かれ寝台の上に連れていかれる。

　シン・ユーの前に座ると、目を閉じてくれと言われた。

　なんでも言うことを聞くと言ってしまったので、彼の言葉のとおりに目を瞑つぶる。

「嫌だと思ったら、拒きよ否ひしろ」

「は、はい？」

　なんのことだと首を傾かしげた瞬間に、唇くちびるに何かが押し当てられた。

　それが何かを理解するのに、数秒時間がかかってしまう。

　これは、もしかしなくっても、口づけをされているのだろう。

　いきなりの行為に頭の中は真っ白になった。

　息はどうすればいいのか。

　口をつけている間は息を我が慢まんするのか。

　こうして密着している状態は、全身が沸ふつ騰とうするほど恥ずかしい。この羞恥心を、どう耐えたらいいのか。

　だんだん苦しくなってきたが、どうすればいいのかわからなくなる。

　その時の私は鼻呼吸という誰もが知っている人間本来の技術を、すっかり失念していた。

　息ができない苦しさと、わけのわからぬ脱だつ力りよく感で、ヘロヘロになっていた。

　口が離はなされると、私は息を弾はずませながら、赤面した情けない顔でシン・ユーを見上げる。

　すると、腰を抱き寄せられて、さらに距離を縮めることとなった。

　外は土ど砂しや降ぶりの雨だ。

　私が声を漏もらしても、雨の音でかき消されてしまう。

　途中で稲いな光びかりが薄暗い部屋を照らし、雷かみなりが落ちた。

「きゃ────!!」

「……」

「……」

　遠くから義母の叫び声が聞こえる。

　もう一度、雷が落ちると、再び義母の悲鳴が響ひびき渡った。

　心配になった私達は、義母の部屋へと向かう。

　部屋を覗き込めば、毛布の中に丸まった義母の姿があった。

「……お義母さん？」

「きゃあ！」

　部屋に入って来たことに気がついていなかったのか、義母はビクリと体を揺ゆらしていた。

　そして、顔を出さずに「な、何よ」と力なく呟つぶやく。

「大丈夫？」

「なんの話──ヒッ！」

　突とつ然ぜんの稲光が部屋を照らす。

　今度は遠い場所に落ちたようで、そこまで大きな音は届かなかった。

「あ、あの、平気、かなって」

「べ、別に、雷が、怖いわけじゃ、ない、んだか、きゃあ!!」

　またしても、ピカッとした光に驚く義母。

「は、早く、部屋に帰ってちょうだい。眠れない、じゃない」

「う、うん」

　ここまでわかりやすく意地っ張りだと、逆に清すが清すがしいものだ。シン・ユーと顔を見合わせると、好きにしろというような顔をしたので、私は義母にとある提案をする。

「お義母さん」

「……」

「私ね、雷怖いから、一緒に寝ていい？」

「え？」

「今日だけ、お願い」

　シン・ユーは付き合っていられない、と言わんばかりの呆あきれた顔で部屋に帰ってしまった。

　毛布から顔を出した義母に、再びお願いをする。

「お義母さん、ダメ？」

「べ、別に、今日だけだったら、好きにするといいわ」

　そう言って、隣を空けてくれた。

　まさかの添そい寝ねだった。

「……はあ」

　なんだかいろいろあって、ほとんどの行動が空回りしていた気がするけれど、もう疲れたので明日ゆっくり考えようと、思考にぎゅっと蓋をした。




　それから私の願いを聞き入れてくれたシン・ユーは、新しい仕事を探してきた。業務内容は、図書館の希少本を別の紙に写すというものだった。

　一日中書斎に籠こもってせっせと文字を書く毎日を送っている。

　シン・ユーが書き写したものは、写本として別の図書館へ届けられるという。

　六日に一度の休日は、朝から狩りに出かけ、昼からは街で買ってきた本を読んで過ごしているようだ。

　心配事も減って、私も今まで以上に気楽な生活を送っている。

　あとは義母が元気になれば完かん璧ぺきなのだが、こればっかりはどうにもできないと、自然の成り行きに任せている。
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　──ついに、ついに完成した!!

　製作期間約三ヶ月。

　義母と私の初めての共同作品、「花と蔦つた模様のテーブルクロス」が満を持して完成に至ったのだ。

　この三ヶ月間の苦労を思い出して眦まなじりに涙なみだが浮うかぶ。

　義母のやる気のなさと集中力のなさで増えていく未完成の花達。義母は「花びらを縫ぬうのは楽しいけれど、真ん中の黄色い部分や、蔦や葉は面めん倒どうだから縫いたくないわ」と発言。楽しいと言っていた花びらの刺し繡しゆうでさえ、五枚のうち二枚とか三枚とかで飽あきてしまう。勝手に自分の好きな色の布を持ち出したり、予定にない花を縫ったりとやりたい放題だったのだ。

　私が考えていたのは、青い菫すみれの模様を白い布地に散らした可愛かわいらしいもの。それなのに、いろいろな種類の花達が共存している、落ち着きの欠片かけらもないものが仕上がっていた。

　青い菫には「小さな幸せ」という花言葉がある。それをいっぱい縫って「たくさんの幸せ」にする意味があったのに、でき上がったテーブルクロスの一部を広げ、どうしてこうなったのだと首を傾かしげる。義母はこれがテーブルクロスだというのを失念していたのだろうか？

　どう見ても、刺繡練習用の布地に見えてしまう。

　小さな花の中に、空気を読まないで手のひらほどの大きさの薔ば薇らがいきなり咲いていたり、五枚の花弁のすべての色が違ちがう花があったりと自由気ままなものだ。

　だが、私はやる気を見せた義母を止めることはできなかった。

　義母が飽きて放り出した刺繡を綺き麗れいに完成させるのも大変だった。しかも、義母は縫い終わった花を見て、「ぜんぜん違う花になったわね」と批判までしてきたのだ。と、そんな風にチクチクと布ではなく私を突つつかれていたが、尊大な態度を見せるようになったのも元気になっている証しよう拠こだ。まあ、こうなってしまったからには仕方がない。とりあえず完成を喜ぶことにした。

　さっそく目の前で本を読んでいたシン・ユーに見せれば、「雑多だな」というもっともな感想をいただいた。

　雑多な花のテーブルクロス。なんと言うか、まとまっていないようで、やっぱりまとまっていない私達にはお似合いの一品かもしれない。

　お金持ちの家に生まれ育った自尊心が強い義母。ザン家という格式の高い華か族ぞくの家に生まれ、次代当主として厳しい環かん境きようの中で育ち、若者らしさをどこかになくしてしまったシン・ユー。貧びん乏ぼう貴族として生まれ育ち、軽けい率そつな判断で異国に行くことになった私。皆みなが皆、異なる生まれと育ちを持って集まっているのだ。互たがいの論理は一度も一いつ致ちしないし、親子喧げん嘩かも頻ひん繁ぱんになるわけだ。

　真っ白な布地に、俺おれが私がと主張し合う種類の違う花々。

　うん、良いではないか、雑多なテーブルクロス。

　現在の時刻は日付が変わる一時間前だ。だが、義母の部屋から灯あかりが漏もれていたので、まだ起きているのかと思い、でき上がったテーブルクロスを見せに行くことにした。




　義母は寝しん台だいの背もたれに寄りかかって本を読んでいたようだ。近くにある机に置かれた本には「大たい華か輪りん国こく史記考察」と書かれている。まあ、あれだな。読んだら眠ねむくなるというか、目が冴さえた夜に相応ふさわしい本だ。

「どうかしたの？」

「うん。あのね、テーブルクロスが完成したから見せに来たの」

　義母が被かぶっている布ふ団とんの上にテーブルクロスを広げて見せる。

　私は雑多なテーブルクロスと義母の顔を交こう互ごに見ながら、発せられる批判の言葉に身構えていたのに、口から出てきたのは重たい溜ため息いきだった。

「お義か母あさん？」

「もう、いいのよ」

「え？」

「私に構うのはやめてちょうだい」

　寝台の上に乗り出していた体を強めに押おされてしまう。

　今日はご機き嫌げん斜ななめだったのだろうか。

　いや、こんなに夜よる遅おそくに部屋に来たのがダメだったのかもしれない。

　なんだかんだ言っても仕上がったことが嬉うれしかったので、我が慢まんできずについ見せに来てしまったのだ。

「ご、ごめんなさい」

「あなたも疲つかれたでしょう？　嫌きらいな相手に気を使うのは」

「へ？」

「本当は、シン・ユーと二人きりで暮らしたいのでしょう？」

「な、なんの、こと？」

「だから、私のことが嫌いなのに、無理矢理構わなくていいって言っているのよ！　わからない子ね！」

「……」

　なんということだろうか。私と義母の間にこれほど気持ちのすれ違ちがいがあったとは。

　毎日真心を持って看病やお世話をしていたのに、私の愛がまったく伝わっていないとは思ってもいなかった。

「な、何よその顔は！　早く出て行ってちょうだい！」

「お義母さん」

　雨の中、行く当てもない小犬のような顔で義母を見たが、プイっと顔を背そむけられてしまう。……作戦は呆あつ気けなく失敗したようだ。

　おかしいなあ、シン・ユーにはよく効くのだけれど。

「お義母さん、少しだけお話聞いて」

　こうなったら隠かくしていた義母への愛をわかってもらうしかない。私は勝手に寝台の端はしに座すわり、思い出さないようにしていた記き憶おくを語り始める。

「私の……ハイデアデルンのお母さん、私が十二歳さいの時に病気になったの」

　働きすぎて体の異常に気付かなかった母親は、医者に治る見込みがない病気だと告げられ、余命半年という診しん断だんが言い渡わたされた。

　母は入院費がもったいないからと、自宅での療りよう養ようを望んだ。

　私と父はそれから、看病の毎日を送っていたのだ。

　処方された薬に効果はなく、母は日に日に衰すい弱じやくしていった。

　幼い私にできることなどほとんどなくて、大切な人がいなくなってしまうかもしれないという状じよう況きようが辛つらくて、悲しくて、母の前で毎日泣いていた。

　そんな私に母は背中を撫なでてくれと頼たのみ、すごく楽になったと笑え顔がおを見せてくれたこともあった。今思えばあれは何もできなくて落ち込んでいた私への気き遣づかいだったのかもしれない。病人に気を使わせるなんて、なんて酷ひどい娘むすめだったのだろうかと反省する。

　現在の状況もそうだ。義母に気を使わせてしまった。

　だから、私の本当の気持ちを今、伝えなければならない。

「日に日に食事が喉のどを通らなくなって、瘦やせ細ほそって弱っていくお母さんを看みるのは本当に辛かった」

「……」

「でもね、ラン・フォンお義母さんは違う！　毎日、ちょっとずつ元気になっているから、私は嬉しいの！」

　なんだか気持ちばかりが先走って、だんだんと言葉使いが拙つたなくなる。

「ここに来たばかりの頃ころは茶ちや碗わん一杯ぱいのお粥かゆが食べられなかったけれど、今は食欲も出てきた。お喋しやべりもしてくれるようになって、最近はよくシン・ユーと喧嘩もする」

　私の気が利きかない看病でも、義母はどんどん元気になっていく。それが本当に嬉しかった。

　義母は私の母のように儚はかなくはならない。それを思ったら、日々のお世話にも充じゆう足そく感を覚え、やりがいが出てきたのだ。

　義母は信じられない、という顔をしている。

　……ここまで言ってもまだわからないというのか。この鈍どん感かんさんめ。

　仕方がないので、私はわかりやすく気持ちを伝えることにした。

「──私ね、お義母さんのこと、本当のお母さんみたいに思っているの。だから、悲しいことは言わないで。辛かったら、頼たよってほしい」

　義母は驚おどろいた顔を見せている。まさか私の想おもいに気がついていなかったとは。

　たぶん、義母を元気にしようと熱心になりすぎて、安心を与えられなかったのかもしれない。

「ねえ、お義母さん、こっちに来て」

「え!?　な、何？」

　呆ぼう然ぜんとした表か情おを見せる母親の手を引いて、寝台の上から窓まど際ぎわへ移動する。少し肌はだ寒ざむかったので、椅い子すにかけてあった上着を義母の肩かたに羽織らせた。

「私の宝物を見てほしいの」

　部屋の灯りを消してから、窓を開けて、その場にしゃがみ込む。

　いったい何をしているのだと訝いぶかしむ義母の表情は、見なくてもわかる。

　気にしたら負けだ。

「じゃあ、見せるね」

　左右の人差し指と親指をくっつけて四角い枠わくを作り、夜空に浮かぶ宝物を封ふうじ込めた。

「お義母さん、この中にある、空で一番綺麗な星、見える？」

「え？　ええ」

　空には数えきれないほどの星が広がっている。

　その中でも、私の星は一番大きくて、眩まばゆいばかりの輝かがやきを放っていた。

「あれは、私を幸せに導いてくれる星」

　ポカンとする義母に向かって、母親からこの星を貰った時の話をする。

「貧乏なお父さんはお母さんに贈おくる物が何もなくて、代わりにあの星をこうやって手で枠を作って閉じ込めて、『あの一番星に誓ちかって君を幸せにするよ』って言って渡したの」

　普ふ通つうの令れい嬢じようならば怒おこっていたかもしれないが、母は童話の世界のようだと、父の求きゆう婚こんを喜んでいたのだ。

「手で作った枠が宝石箱で、中に収まった星が宝石。これが私の持っている唯ゆい一いつの宝物」

　母は父と結けつ婚こんして、私が生まれて、最高に幸せだからと、病びよう床しようの中で私に思い出の品を譲ゆずってくれた。

　私も今、義母に出会って、シン・ユーと結婚して、なんの憂うれいもない生活を送ることができて、最高に幸せなのだ。

「あの星は、ハイデアデルンでは『宵よいの明みよう星じよう』という、幸せの星だと言い伝えられているけれど、大華輪国では『星玉セイギヨク』と言って、迷っている人を導いてくれる星なんだって。二つの国の意味を合わせたら、『幸せに導いてくれる星』だね」

　義母はハッと、息を吞のんだ。

　私は枠を組んでいた手を離はなし、義母の手をぎゅっと握にぎりしめる。

「あの星を、お義母さんにあげる！」

「え!?」

「私は今、幸せなの。ここに来て、幸せになれたから、今度はお義母さんの番。このお星様を持っていたら、きっと幸せになれるよ！」

　こんな家族の内輪話、鼻で笑われるかな、と恐おそる恐おそる義母の顔を見上げた瞬しゆん間かんに、抱だきしめられてしまった。

「──わ！」

「ご、ごめんなさい。ごめんなさい、リェン・ファ。あ、あなたは、こんなにも、優やさしくて、いい子なのに、わ、私はこれまで、ひ、酷いことばかり、して、きたわ」

　突とつ然ぜんのことで驚いたが、私を抱きしめる義母の体は微かすかに震ふるえていた。

　そんな弱々しい義母の体を抱き返し、背中を撫でて落ち着かせる。

　義母は謝罪の言葉を繰くり返していた。

　少しだけ落ち着きを取り戻もどすと、ポツポツと話し出す。

　──今まで素す直なおになれなかったと。何が悪くて、何がいいことなのか、心の奥おくではわかっていたのに、行動が伴ともなわなかったと。

「あなたにばかり八つ当たりをして、辛かったでしょうに」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ。すぐに忘れるから」

　心にもないことばかり言っていたのはわかっていた。だから、義母の激しい言葉の数々は適当に聞き流していたのだ。

「あ、ありがとう」

　義母はしゅんとしながらもお礼を言ってくれた。初めて聞いた言葉だったので、嬉しいような、恥はずかしいような気分になってしまう。

「シン・ユーにも、謝あやまらなければいけないわ」

　そう言って義母は立ち上がると、そのままシン・ユーのいる居間へ走って行った。

　その行動の速さに驚きながらも、私もそのあとを追う。

「……シン・ユー、その、えっと」

　勢い良く部屋を飛び出して行ったのに、義母はなぜか謝罪の言葉を言い出せずにシン・ユーの前でもじもじとしていた。

　なんだかじれったい気持ちになった。

　シン・ユーもいつもと違う母親の態度を感じ取ったのか、立ち上がって対たい峙じする。

　お馴染なじみの鋭するどい目を、義母に向けていた。

　……い、いやいやいや、その目！　シン・ユー、もっと優しい瞳ひとみで見て！

　幸いというべきか、シン・ユーの顔をまともに見ていなかった義母は、迫はく力りよくある息むす子こに向かって頭を下げて謝っていた。

「い、今まで、迷めい惑わくをかけて、ご、ごめんなさい！　ゆ、赦ゆるしてくれる、か、かしら？」

　さすがのシン・ユーも、義母の謝罪を聞いて驚いたようだ。

　義母は眦に涙を溜ためながら、震える声で言いきった。

　素直になった義母がシン・ユーに歩み寄るという、歴史的な瞬間に私の涙るい腺せんも崩ほう壊かいしそうになっている。

　──さぁ、シン・ユーよ、呆然としていないで、返事をするのだ。

　そして、ついに、ついにシン・ユーが母親の謝罪を受け入れたのだ。

「赦すもなにも、俺達は家族だから、意見の衝しよう突とつなどを気に病やむ必要はない」

　義母はそんな言葉を聞いて、感かん極きわまったのか、シン・ユーの体を抱きしめた。

　シン・ユーも、その抱ほう擁ようを静かに受けている。
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　私は母子おやこを二人きりにしようと思って、そっと部屋をあとにした。





[image: ]






　外は少しだけ肌寒かった。

　一年中暖かなこの土地にも、例外的に寒い日があるらしい。今日がその日かもしれない。

　薄うす着ぎで出て来た私は後こう悔かいしつつ、両手で自分の肩を摩さする。

　まさか、寒いから戻って来ちゃった、なんて家の中に入れるわけがない。

　今、シン・ユーと義母は長年の溝みぞを埋うめ合っている最中だろう。

　私は暇ひまつぶしに、夜空の星を見上げた。

　降ってきそうなほどの星空が広がっている。

　ここに来て、星を見る余よ裕ゆうもなかったのだ。

　だが、数えきれない星を見ていると、少しだけ寂さびしいような気分になる。

　──なぜだろう、理由はわからない。

　そんなことを考えていたら、背後から扉とびらが開く音がして振ふり返った。出て来たのはシン・ユーだ。「家に入れ」というのだろうか？

「そのような薄着で寒くないのか？」

「ちょっと寒いかも」

　そう言えば、シン・ユーは上着を脱ぬいで私の肩にかけてくれる。

　体と心がじんわりと温かくなった。

「ありがとう」

　シン・ユーの上着と共に置かれた手は離されず、そのまま引き寄せられ、腕うでの中に抱きしめられていた。

「レイファ、感謝する、本当に」

　不意打ちでハイデアデルンの名前で呼ばれ、顔全体が熱くなった。先ほどまで寒かったのに、今は体が火ほ照てっているようだ。

「あ、えっと、はい」

「母親と和解できる日が来るなど思ってもいなかった」

「よかった。で、でも、なんで祖国の名前で呼んだの？」

「救済の女め神がみなのだろう？　俺達親子は救われた。その名は、お前にこそ相応しい」

　──救済の女神レイフア。

　私には身に余る名前で、でも、いつかその名につり合う自分になれたらと夢見ていた、両親から贈られた大切な名前。

　シン・ユーは救われたと言ってくれた。それが本当に嬉しくって、情けない話だったが涙が止まらなくなってしまった。




　どれだけ泣いていたかはわからない。シン・ユーは私が泣きやむまで傍そばにいてくれた。

「……」

「……」

　気まずくなった私は、シン・ユーからそっと離れて別の話題を振る。

「そ、そういえば、『シン・ユー』ってどういう意味なの？」

　基本、人の名前は古代語の発音で、音を聞いただけでは意味がわからないものが大半だ。

　私は蓮レン花カと書いて、リェン・ファと古代語の発音で読む。同じように、シン・ユーの名前にも何か意味があるのではと思ったのだ。

　そんな質問をする私を、シン・ユーは呆あきれた顔で見ていた。勉強不足と言いたいのだろうか？

「やはり、気付いていなかったのか」

「はい？」

「一番好きで、大切だと言っていたのに」

「……？」

　シン・ユーは夜空の星を指差す。

　その先には、一ひと際きわ大きく輝く一番星があった。新しん婚こん旅行先で聞いた『星玉』。私が母からもらった、『宵の明星』でもある。

　その時、私はその星を「一番好きで、大切」だと確かに言った。

「と、いうことは──も、もしかして、星玉の古代読みがシン・ユー!?」

　星玉シン・ユーさんはこっくりと頷うなずく。

　長い時間をかけて止めた涙が、再びワッと溢あふれ出てきた。

　先ほど空を見て寂しく思ったのは、宝物である星を義母に渡してしまったからだ。

　けれど、私だけの星は、こんなにも近くにいてくれたのだ。

　こんな夢みたいなことがあるのかと、嬉しくって、本当に嬉しくって、涙が止まらなかった。

　でも、これだけは言わねばと、震える声を振ふり絞しぼって言う。

「シン・ユー、大好き。私の一番大切なお星様！」

　その言葉を聞いたシン・ユーは、私を掬すくい上げるようにして抱き上げる。

　持ち上げられたことによって目線が同じになり、涙でぐしゃぐしゃになった私を間近で見たシン・ユーは笑っていた。

　その穏おだやかな表情を見て、驚くほど隙すきだらけだと思ったので、私は無防備な頰ほおに唇くちびるを寄せる。

「私、シン・ユーと結婚できて、よかった」

「俺も、リェン・ファと出で逢あえて、よかった」

　しばし見つめ合い、唇を重ねる。

　幸せなひと時を、私達は過ごした。
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　あとで聞いた話だが、シン・ユーも自分の名前を重たく感じていたというのだ。『導きの星』の名を持ったばかりにファン・シーンに目をつけられ、国やザン家を正しく導かなければならないという精神的重圧に日々悩なやんでいたとか。

　けれど、そんな思いからも解放されたという。

　本当によかった。




　その日の夜、不思議な夢を見る。

　どこだかわからない場所で、シン・ユーは蹲うずくまった状態で苦しそうに咳せき込み、その体には真っ黒な煙けむりがまとわりついていた。

　その黒い煙は手でいくら払はらっても落ちなくて、息も絶え絶えなシン・ユーを前にして、誰だれか助けてくれと叫さけんだ。

『──そのように叫ばなくとも、聞こえておるわ』

「!?」

　声のするほうを見れば、長い黒くろ髪かみの女性が見下ろしていた。顔はぼやけていてよくわからない。

『蓮レンの子よ、よくぞ務めを果たした。このままでは都は黒こく霧むに吞まれておったぞ』

「？」

　どういうことなのか。ぽかんとしている間にも、女性は話を続けている。

『そなたは約束を守った。だから、もう、赦してやろう』

「あ！」

　突然現れた女性は、持っていた扇せん子すをシン・ユーに向けてゆっくりと扇あおぎだす。

　すると、体中にまとわりついていた黒い煙が吹ふき飛んだのだ。

『もう、見守ることはやめる。我わが子らは、自らの力で幸福を手にできることがわかったからな。……さて、死に別れた夫のもとへ行くとしようか』

　謎なぞの言葉を残した女性は、消えてなくなってしまった。

　……いったいなんだったのか。

　これが昨晩見た不思議な夢の全ぜん貌ぼうだった。

　ところが、不思議なことは、この夢だけではなかった。

　シン・ユーの体調が以前と比べ物にならないほどに良くなったのだ。医者に診断してもらったら、健康な成人男性そのものだと言われるくらいに。

　もしかしてあの夢に出てきた女性は蓮レン華カ仙セン女ニヨ様で、シン・ユーの呪のろいを解いてくれたのかな？

　その日から、シン・ユーは一度も体調を崩くずすことはなかった。




　それからの私達はなんの事件に巻き込まれることもなく、平和な日々を送っている。

　義母は暇つぶしに家事を覚え、天才的な主婦としての才能を開花させた。義母の料理は本当においしいし、裁さい縫ほうも私より上う手まくなってしまった。これはちょっと悔くやしい。

　シン・ユーは休日をまったり過ごすことを覚え、義母にも優しくなった。

　私は布小物を作り、商人を通して街で売ったり、ファン・シーンの妹姫ひめ様の収集品であった恋れん愛あい小説を読よみ漁あさったり、森を散策したりと、いろいろなことを楽しみつつ気楽な生活を送っている。




　私の人生は、語りきれないほどに幸せに満ち溢れていたのだった。
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　謀む叛ほんは長年計画されていたことで、ザン家が没ぼつ落らくすることは必然だった。

　歴史ある家名に財産、豊かな暮らし。そのすべてを手放し、俺おれはまったく価値のない存在となるだろう。だから結けつ婚こんする気などまったくなく、見合いも拒きよ否ひし続けていた。

　結婚したとしても、恵めぐまれた環かん境きようで育った娘むすめに、没落後の暮らしなど務まらないと思っていたのだ。




　母が連れてきた異国の少女と結婚したのは、ザン家の体面を守るためだったが、ひっきりなしに舞い込んでくる結婚話が鬱うつ陶とうしかったからでもある。

　それと同時に、母やフゥァン・シィァンの思うままに生きてきた中で、自分で決めた自分だけの存も在のが欲ほしかったのかもしれない。

　泥どろの中で美しく咲さく蓮レンの花のように、泥に染まらない美しい女がいるとしたら見てみたい。そんな願いを込めて、俺は彼かの女じよを蓮華リエン・フアと名付けた。




　リェン・ファは想像のはるか上を行く、強い女だった。

　それを痛感したのは、自らの変化を感じた時。

　年々、性格も言動も荒あら々あらしくなり、誰だれも寄りつかなくなった。

　国の将来のこと、家のこと、母親のこと、病気のこと──さまざまな問題を抱かかえきれなくなった結果、このようになってしまったのだろう。

　だがそんな俺の心に彼女は優やさしく触ふれて、いともたやすく棘とげを抜ぬいていく。

　穏おだやかな感情に包まれ、心の奥おく底そこにある黒い感情は溶とけてなくなりつつあった。

　けれど──このままではいけない。リェン・ファといると、弱くなってしまう。

　ぬるま湯に浸つかるような心ここ地ちよい毎日を過ごしていたが、リェン・ファが誘ゆう拐かいされるという事件が起きたあと、己おのれのすべきことを思い出した。




　謀叛を起こした結果、皇こう帝ていは崩ほう御ぎよした。

　ザン家は没落し、リェン・ファと母を連れて山奥に隠かくれ住むことになる。
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　リェン・ファと結婚した当初は、謀叛の前に国に返す予定だった。

　関係のない少女を、巻き込んでしまってはいけないと考えていたのだ。

　しかし、リェン・ファはいつの間にか、俺にとって特別な存在となっていた。もう、手放すことはできない。

　幸い、彼女は祖国で質素倹けん約やくな暮らしをしていたようで、ここでの慎つつましい生活に不満はないようだった。

　ただ、リェン・ファに苦労はさせたくない。そう思い、がむしゃらに生活費を稼かせぐ毎日だった。




　ただ、そんな生活の中で、問題があった。リェン・ファとの夫ふう婦ふ生活についてだ。

　彼女は本当に俺の妻になる気があるのか。

　少し触れただけで過か剰じように反応し、体を強こわ張ばらせている。

　あまりにも色気がなく、子どもっぽい反応をするので不安になった。もしや、リェン・ファは結婚適てき齢れい期きに達していないのではないかと疑いたくなるほどだ。

　リェン・ファは十七歳さいで、祖国ハイデアデルンでは十五歳から結婚できる。

　十分、大人の女性と言っていい年ねん齢れいだろう。

　もしかしたら、家族愛と夫婦愛の違ちがいがわかっていないのか。だとしたら、どういう風に接していいのかわからない。

　それを確かく認にんするため、一歩踏ふみ込んだ接せつ触しよくを図はかってみる。

　思い切って、強く抱だきしめてみた。すると、いつもの色気のない悲鳴をあげる。

　やはり、ダメだったか。そう判断しそうになったが、リェン・ファの頰ほおはみるみるうちに赤く染まっていく。

　しだいに少女の顔から、女の顔になった。

　この反応は──家族にはしないものだ。わずかではあるが、脈はあるのか。

　ただ、頰だけでなく顔全体が赤くなっていったので、その日はそれくらいにしておいた。

　恐おそらくリェン・ファは、異性との触れ合いに慣れていないのだろう。

　初う心ぶであることを喜ぶべきなのか……。

　ひとまず、時間をかけて慣れてもらわなければならない。




　それから、リェン・ファが嫌いやがらない程度にちょっかいをかけていった。

　相変わらず、彼女の反応にはまったく色気というものがない。

　しかし、時折見せる女らしい反応は、夫である俺にしか見せないもののようだった。

　じっくり距きよ離りを縮めようと考えているのに、境界線を越こえてしまいそうになる。

　ここまで自分が我が慢まん弱い人間だとは思わなかった。

　リェン・ファといると、自分が律しきれなくなる。本当に、彼女は不思議な存在だ。

　そんなある日、ついにリェン・ファを押おし倒たおしてしまった。

　まだ早い、もう少し時間をかけてからのほうがいい。そんな思いが脳のう裏りを過よぎったが、止めることができなかったのだ。

　しかしその行こう為いも、母の悲鳴で中断してしまう。

　それでよかったのか、悪かったのか。よくわからなかった。

　しばらくリェン・ファの態度がよそよそしくなったが、これは時間が解決してくれた。




　最終的に想おもいが通じ合えたのは、山小屋生活を始めて一年後だった。

　リェン・ファも十八となる。もう、少女とは呼べない年齢だろう。

　母と和解するという奇き跡せきの瞬しゆん間かんが訪おとずれたあと、リェン・ファはやっと俺のことを見てくれた。恐らく、今まで母のことで頭の中がいっぱいだったのだろう。

　それはそれで面おも白しろくない気もする。だが、あの偏へん屈くつの母を大事にしてくれるのは、世界中を探してもリェン・ファだけだろう。その点は、心から感謝している。
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　結婚から早二年。やっと、リェン・ファと本当の夫婦になることができた。

　幸せと喜びが熱を持って弾はじけたようなこの気持ちは、言葉にできない。




　リェン・ファと共に歩く未来は明るいだろう。

　だって彼女は──俺の救済の女め神がみなのだから。
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　シン・ユー宛あてに、ファン・シーンから手紙が届いた。

　ヨーヨーではない、真っ白い鷹たかが運んでくれた。

　急な知らせかと思い、家の裏手で薪まき割わりしていたシン・ユーに持って行く。

「シン・ユー、ファン・シーンからお手紙届いたよ」

　受け取った瞬しゆん間かん、シン・ユーは嫌いやそうな顔をしていた。

「シン・ユー、そんな顔をしたら、ダメ。ファン・シーンは、皇こう帝てい陛下だから」

「ここは治外法権だ」

「でも、怖こわい顔だから、元に戻もどして」

「怖いって、どんな顔だ？」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、両手で目を吊つり上あげてみせる。口元を不ふ機き嫌げんに結ぶのも忘れない。

　帝てい都とにいた頃は、毎日こんな顔をしていた。ファン・シーンの名前を見て、その時の記き憶おくが甦よみがえったのかもしれない。

　そっとシン・ユーの背中に手を伸のばし、よしよしと撫なでてあげる。するとシン・ユーは、ふっと柔やわらかく微笑ほほえんだ。想定外の、不意打ちの笑え顔がおである。

　凜りんと咲さく菖しよう蒲ぶの花が一気に綻ほころんだような、艶あでやかな微笑みだ。

　最近、シン・ユーはよく笑ってくれるようになった。その笑顔の破は壊かい力はすさまじい。

「リェン・ファ、何を考えている？」

「なんでもないよ。それより、なんのお知らせだろう？」

　シン・ユーは部屋に持ち帰らず、その場で手紙を開かい封ふうした。無表情でファン・シーンの手紙を読み、何も言わずに私に差し出してきた。

「えっと、これはシン・ユーの部屋に置いてくるようにってこと？」

「違ちがう。お前も読め」

「だ、だよね」

　いったい何が書いてあるのか。悪いことじゃないといいけれど……。

「え～っと、親愛なるシン・ユーへ。前略、元気に暮らしている？　僕ぼくは元気だよ！」

　ファン・シーンは相変わらずのようだ。皇帝陛下になったと聞いて驚おどろいたけれど、卒なくお役目をこなしているらしい。

　ゆるい近きん況きよう語りから始まった手紙の本題には、驚くべきことが書かれていた。

「今回の働きのささやかなお礼として、ハイデアデルン行きの旅券と船の乗車券を用意しました」

　私には里帰りを、シン・ユーと義母には旅行を楽しんでくるようにと書かれてある。

「え、すごい！　私、シン・ユーとお義か母あさんと、ハイデアデルンに行けるんだ」

「よかったな」

「うん、とっても嬉うれしい」

　喜ばしいことはこれだけではない。なんと、リー・リンも同行してくれるよう手配をしてくれたとか。

　一年半ぶりに、リー・リンに会えるなんて。それから、父にも会える。

「本当に、嬉しい……！」

　そう呟つぶやいたら、シン・ユーは私の頭を撫でてくれた。思わず涙なみだが溢あふれてしまう。

「お父さんに、ずっと、会いたかったの」

「そうだろうと、思っていた」

　涙を隠かくすため、シン・ユーの胸に身を寄せた。震ふるえる肩かたを、シン・ユーは優やさしく抱だきしめてくれる。

「本当は、もっと早くに会わせてやりたかったんだが」

　帝都で暮らしていた時は、シン・ユーの奥おくさんを務めることで忙いそがしかった。だから、今が一番いい時期だったのかもしれない。

「もしかして、シン・ユーが、ファン・シーンに、お願いしてくれたの？」

「……まあ」

　久々に出た。シン・ユーの「まあ」が。詳くわしく教えてほしいのに、シンプルな一言で片付けようとする癖くせがあるのだ。

　しかし、ザン家は没ぼつ落らくし、私達は死んだことになっている。だから、旅券を用意できるのはファン・シーンしかいないのかもしれない。

　手紙の中にあった旅券は、偽ぎ名めいだった。

「フゥイ＝リェン・ファ、だって。ねえシン・ユー、フゥイはどんな意味があるの？」

「恵めぐまれた者、恵みを与あたえられる者」

「そっか。いい名前だね」

　この先二度とザンは名乗れない。けれど、ファン・シーンが新しい名前を与えてくれた。

　たくさんの恵みに囲まれた生活の中で、同じように恵みを与えられる人になりたい。

　手紙に書いてあったのは、それだけではなかった。

　気が利きくファン・シーンはハイデアデルン国にいる父に、いつか会いに行かせると書いてくれていたのだとか。

　まさか、そこまでしてくれていたとは。

　父は新しい家で私を待っているという。早く会いたい。




　すぐさま、義母に旅行に行かないかと誘さそった。

「ハイデアデルン国に旅行ですって？」

「そう。ファン・シーンが旅券を用意してくれたの！」

　義母は趣しゆ味みとなっている刺し繡しゆうをしながら、「気を付けて行ってきなさい」と言葉を返す。

「え、どうして？　お義母さんも一いつ緒しよに行くんだよ」

「な、なんでよ。夫ふう婦ふ水入らずで、行ってきたらいいでしょう？」

「お義母さんがいたら、もっともっと楽しくなるから、行こうよ」

　義母の腕うでに縋すがり、必死に誘う。もう一度ハイデアデルン国に行って、父に会ってほしいのだ。

「一生のお願いだから！」

「あなた、この前も一生のお願いって言っていなかった？」

「そうだっけ？」

「都合のいい記憶力だこと」

「それほどでも」

　褒ほめ言葉ではないのだろう。義母は「はあ」と盛せい大だいな溜ため息いきをついている。

「わかったわ。私も一緒に行ってあげる」

「ありがとう、お義母さん！　大好き！」

「な、何をするの!?」

　頰ほおにキスをしたら、お礼のキスをする文化はないと顔を真っ赤にしながら怒おこられてしまった。

「少しくらい、いいじゃない」

「よくないわよ！」

　ぷいっと顔を逸そらす義母に、ありがとうと重ねてお礼を言った。




　その後、とんとん拍びよう子しに事が進む。

　出発は一週間後で、ヨーヨーとサンサンの世話をジン・ピンがしに来てくれることになった。メイ・メイも見送りに来てくれるそうで、胸がいっぱいになる。
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　──一週間後、出発の朝を迎むかえた。

　やってきたリー・リンにメイ・メイ、ジン・ピンを見たら、大だい号ごう泣きゆうしてしまった。

　帝都でいろんな事件が起きたけれど、みんな避ひ難なんして無事だったのだ。

「リー・リン、メイ・メイ、ジン・ピン！　みんな、会えて嬉しいわ！」

「奥様、大華輪国語がお上手になりましたね」

「うん、頑がん張ばっているよ」

　私につられて、メイ・メイやジン・ピンも泣き出す。

「よかった……。本当に、よかった」

　現在、帝都は大いなる変へん貌ぼうを遂とげているらしい。治安も良くなり、税金の徴ちよう収しゆうも減った。新しい物がどんどん取り入れられ、どこもかしこも賑にぎわっているという。

「金公鼠ジンゴンシユ商会のお菓か子しも、どんどん売れています」

「そっか。よかった」

　私の考えた元気になるお菓子が好評らしい。ファン・シーンがお忍しのびでやって来ていたことが話題になり、毎日店先に行列ができているのだという。

　リー・リンも元気そうだ。手を握にぎり、抱き合って再会を喜ぶ。

「リェン・ファさん、移動中、新商品の相談に乗っていただきたいのですが？」

「いいよ！　新商品、楽しそう！」

「ありがとうございます」

　なんだか、楽しい旅になりそうだ。




　大きな船に乗り込むと、さっそくリー・リンと二人で喫きつ茶さ室に向かった。

　紅茶があったので、迷わず注文する。もちろん、ミルクと砂糖たっぷりで。

「あ、そうだ。紅茶、送ってくれてありがとうね」

「いえ、偶ぐう然ぜん見つけたものですから」

　辛つらい時は、こっそり紅茶を飲んで元気を出していた。故郷の味が、私を励はげましてくれたのだ。

　お茶を飲んでホッとしたあと、リー・リンとのんびり話をする。

「それにしても、ハイデアデルン国まで半月もかかるなんて、大変だね」

「いいえ、通常はそんなにかかりません。ラン・フォン様は寄り道が多かったので、半月もかかったのですよ」

「そ、そうだったんだ」

　それもこれも、占せん術じゆつ師シー・トゥームーより「長期にわたる旅行が吉きち！」と言われていたからだという。

「そういえばシー・トゥームー、どうしているかな」

　最初はインチキ占術師だと思い込んでいたが、実は彼かれこそが本物の占術師だった。

　華族相手に稼かせぐことを覚えた彼は、インチキ占うらないで楽をしていたのだ。

「シー・トゥームーなら、よく金公鼠食堂にいらっしゃいますよ」

「常連なんだ……」

　なんでも、シー・トゥームーはファン・シーンにこき使われているらしい。占術は行わずに『風水術』と呼ばれる、風に流れる気の流れを読んで物事をよい方向へと進める術を日々行っているようだ。

「仕事がきついだの、皇帝陛下の人使いが荒あらいだの、文句は言っていますが、嬉しい悲鳴のように聞こえました」

「だったらよかった」

　あれから半年経たち、帝都は前に比べてずいぶんと明るい雰ふん囲い気きになっていると聞いて嬉しくなった。

　シン・ユーとファン・シーンが勇気を出して国を動かしたことは、間ま違ちがいではなかったのだ。

「リー・リンも、元気そうで嬉しい」

「リェン・ファさんの、おかげですよ」

「え、私はなんにもしていないけれど」

「いいえ。リェン・ファさんが事業を起こしてくれたおかげで、現在、たくさんの街の者達が助かっているのですよ。仕事を探していた下町の者達を大勢雇やとって、皆みなそれなりに暮らせるようになりました。金公鼠食堂は憩いこいの場となっていて、皆の実家のような、温かい雰囲気が流れています。それを作ってくれたのは、リェン・ファさんです」

「そ、そうかな？」

「そうですよ」

「えへへ。なんか、照れる」

　リー・リンに褒められたことがなかったので、余計に嬉しい。

「あ、そうだ。新しいお菓子、案をいろいろとまとめてきたの」

「ありがとうございます」

　ハイデアデルン国までの移動中は、リー・リンと共に金公鼠商会の新商品について話し合った。
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　そしてようやく、ハイデアデルン国に到とう着ちやくする。石いし畳だたみの港町が、酷ひどく懐なつかしい。

　私の実家がある王都まで、馬車で向かう。移動時間は半日くらいか。

　目立ってはいけないと、ファン・シーンがハイデアデルン国風の服を用意してくれていた。

　シン・ユーは白いシャツにタイを締しめ、紺こん色いろのジャケットを着ている。さながら、大貴族の貴公子といった風ふう貌ぼうである。

　顔がいいと、何を着ても似合うのだなと実感した。

　義母は紫むらさき色いろのドレスを纏まとっていた。あまりの美しさに、周囲の視線を独ひとり占じめしている。

「なんなの、人をジロジロ見て。失礼ね」

「お義母さんが、綺き麗れいだから見ているんだよ」

「そんなの知らないわよ」

「ごもっともで」

　私は薄うす紅べに色の生き地じに、裾すそや袖そで口ぐちにフリルがたっぷりあしらわれたドレスを着ている。

　絹を使った贅ぜい沢たくなもので、着き心ごこ地ちは抜ばつ群ぐんだった。

「馬車の準備が整ったようです」

　リー・リンはシンプルなエプロンドレスを着ていた。これがまた、彼かの女じよによく似合う。

　髪かみが短い女性はハイデアデルン国では珍めずらしいので、リー・リンも注目を集めていた。

　目立っていた私達は、そそくさと馬車に乗り込む。

　船旅で思っていた以上に疲つかれを感じていたのか、馬車が動いてすぐにウトウトしてしまった。

　首がカクンとなったのと同時に、シン・ユーが頭を支えてくれる。

「リェン・ファ、危ない」

　どうやら、窓まど枠わくに激げき突とつしそうになっていたようだ。

「眠ねむいのならば、膝ひざを貸してやる」

「え、いいの？」

「ああ」

　ちらりと、横目で義母を見る。リー・リンと共に、明後日あさつての方向を見ていた。非難するような雰囲気ではないので、お言葉に甘あまえる。

　シン・ユーの膝を借り、寝ね転ころがる。それと同時に馬車の車輪が石を踏ふんで、車内が大きく揺ゆれた。びっくりして微び妙みように目が覚めてしまったけれど、シン・ユーが背中を優しく撫でてくれる。そうされているうちに再びまどろみ、いつの間にか眠ってしまった。
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　目が覚めたら、ハイデアデルン国の王都に到着していた。

　久しぶりの白はく亜あの王城を見上げると、やっと帰ってきたのだなと実感する。

　父の住む新しい家がある場所は、下町にほど近い住宅街だった。

　時刻は夕方。もう、仕事から帰って来ているだろうか？

「家、どこだろう？」

「同じ形の家が並んでいるから、わかりませんね」

「そうだね」

「あそこにいる男性に、聞いてきます」

　私達に背を向け、垣かき根ねを鋏はさみで切っている男性がいた。その姿を見てハッとする。

「お父さん！」

　後ろ姿でわかった。父だ。

　父が振ふり返ったのと同時に、抱きつく。

「レイファ！」

　父に名を呼ばれた瞬間涙が溢れ、頰を伝って流れていく。

　久しぶりの父は、少しふっくらしていた。顔色もよくて、健康的になっていた。

　転職し、宝石商を営む家の執しつ事じをしていると言っていたけれど、いい職場に恵まれたようだ。

「レイファ、大だい丈じよう夫ぶかい？　疲れただろう」

「う、ううん。大丈夫。ここに来るまで、馬車の中で眠っていて……」

　シン・ユーが膝ひざ枕まくらしてくれたのだ。と、ここでハッとなる。

「あ、お父さん、シン・ユー、来ているの。お義母さんとリー・リンも」

「ああ、そうか」

　やっと、紹しよう介かいできる。遠巻きに私達を見ていたシン・ユーや義母を手招いた。

「こちらが旦だん那なさんの、シン・ユー。こちらが、ラン・フォンお義母さん」

「どうも、初めまして。娘むすめが、大変お世話になっています」

　ハイデアデルン語で話す父の言葉を、私が大たい華か輪りん国こく語に通訳してシン・ユーや義母に伝える。

　父は嬉しそうだった。シン・ユーは父と手紙を交かわしていたことがあるのでまったく知らない相手ではないし、義母についても優しい人だと手紙で伝えてあった。

「どうぞ、中へ」

　父の新しい家は、青い屋根の平屋建てだ。中は案外広く、母の嫁よめ入いり道具だったテーブルクロスが机にかけてある。懐かしい、菫すみれの刺繡に触ふれたらまたしても涙が。

　義母も、熱心に刺繡を眺ながめていた。

「ねえリェン・ファ。これ、こんなふうに小さな花を縫ぬうものだったのね」

「うん。何回か、説明したよね？」

「そうだったかしら？」

　でもまあ、義母とテーブルクロスを作った日々もいい思い出だ。

　掃そう除じは毎日しているようで、家の中は綺麗だった。

「お父さん、私、お茶を淹いれてくるね」

「ああ、ありがとう。頼たのむよ」

　台所には、紅茶の缶かんがいくつもある。私が結けつ婚こんする前は、茶葉を買う余よ裕ゆうさえない毎日だった。けれど今は、そういう日々から脱だつ出しゆつしたようだ。

　よかった、と心から思う。

　お茶を淹れている間、居間に残った父が気まずい思いをしているのではと思った。けれど、それは杞き憂ゆうだった。

　父はリー・リンに通訳してもらいながら、シン・ユーや義母に話しかけ、嬉しそうに会話していた。

「ああ、レイファ。今、お前が野草を摘つんでお茶を淹れていた話を聞いていたんだ」

「あ、うん」

　私はといえば──嫁とつぎ先でもここの国でも、やっていることは変わらない。

「よかったよ。お前はお前らしく、暮らしていたんだな」

「そうだね」

　貧びん乏ぼう生活のおかげで、ザン家が没落しても楽しく生活できたのだ。

　逞たくましく育ててくれた父には感謝しかない。




　その日は、私が以前勤めていた食堂で夕食をとることになった。

「あら、レイファじゃない！」

「本当！　レイファだわ！」

　姐ねえさん達も相変わらず元気だったようだ。一瞬出戻りかと思ったようだけど、背後にいたシン・ユーを見てそうではないと気付いたらしい。

「旦那様、いい男じゃない」

「あなたのお眼鏡に適かなった人なのね」

　ここで、姐さん達とどんな人と結婚したいか話したことを思い出した。

　確か私は、貧乏生活に耐たえられる、真面目な人と言ったような。

　まさしく、シン・ユーはそのタイプだった。

　どうやら私は、理想の旦那様と結婚していたようだ。

「あんた達、そんな所で何をしているんだい。さあさ、喋しやべっていないで、席へ案内おし」

　店主のマリアさんが、お玉を手にした状態で現れた。

「はあい」

「レイファ、奥の席、座すわっていいよ」

「うん、ありがとう」

　マリアさんは私を見て、片目をパチンと瞑つぶってくれる。それに対し、会え釈しやくを返した。

「あのね、シン・ユー。ここは、健康にいい料理を出してくれるお店なの」

　私がシン・ユーに体に良い料理を作ることができたのは、ここで働いていたおかげだ。

「きっと、ここの料理も気に入ってくれると思う」

　今日はみんな疲れているので、疲ひ労ろう回復効果のある鶏とり肉にくのスープを注文した。

　温かくコクのあるスープが、疲れきった体に沁しみ入るようだった。
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　翌日、父は仕事が休みだったので、観光に連れて行ってくれた。

　ちょうど開かい催さいされていた蚤のみの市いちでは、安くて可愛かわいい品々が売られていた。

　義母は糸と布を買い、新しい刺繡を始めるとはりきっている。

　リー・リンは家族への土産みやげとして、兎うさぎが描かかれた陶とう器きのカップを買っていた。

　シン・ユーはアンティークのナイフを手に取ると鞘さやから刃はを引き抜ぬき、「これではあまり、肉は切れない」と、物ぶつ騒そうなことを呟く。

　私は料理の本と木き彫ぼりの鳥の置物を買った。

　午後からは市場を回り、食材を買い込む。

　夜は父に、大華輪国の料理を振ふる舞まうことになった。こんなこともあろうかと、調味料一式を持ってきていたのだ。

　義母とリー・リンと三人で、台所に立つ。

　一品目はニラたっぷりの餃子ぎようざ。皮から作り、具をいっぱい詰つめて生地に襞ひだを付けながら閉じる。

　二品目は茶ちや碗わん蒸むし。上からとろとろの餡あんをかけて食べる特別版だ。

　三品目は、海え老び団子の甘あま辛からソース絡がらめ。新しん鮮せんな海老が安かったのだ。

　四品目は、ナッツと鶏肉の炒いため物。ハイデアデルン国にはない、斬ざん新しんな料理だ。

　以上、四品を作った。

「わあ、すごいごちそうだ」

　父はどの料理もおいしい、おいしいと言って食べてくれる。口に合ったようで、何よりだ。

「レイファは、嫁ぎ先の国の料理を作れるようになって、すごいなあ。自じ慢まんの娘だ」

「お、お父さん……」

　泣きたくなるようなことを言うのは、反則だ。我が慢まんしていたけれど、ポロポロと泣いてしまう。

「レイファ、国に戻っても、幸せに暮らすんだよ」

「うん、お父さんも」

　今、父は勤め先で執事をしていることが生きがいらしい。

　やりがいのある仕事に、同どう僚りように恵まれて楽しい毎日を送っているのだとか。

　よかった。本当に、よかった。

　こうして父と再会できたことを、幸せに思う。

　ファン・シーンに感謝しなければならない。
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　こうして、ハイデアデルン国での滞たい在ざいはあっという間に終わってしまった。

　父は港町まで見送りに来てくれた。

「シン・ユーさん、どうか、娘のことをよろしくお願いいたします」

　通訳しなくても、何を言っているかわかったようだ。シン・ユーは深々と、頭を下げていた。

　船に乗り込んだあとは甲かん板ぱんに出て、父が見えなくなるまで手を振った。




　海は凪なぎ、穏おだやかな風が吹ふいている。

　故郷は遠ざかっていったが、以前のような寂さびしさはない。

「よかったのか？」

「ん？」

　振り返ると、シン・ユーが眉まゆ尻じりを下げた表情で私を見ている。

「何が？」

「父親を一人残したまま、大華輪国に戻ってよかったのかと」

「それ、出港後に聞くんだ」

　そう言うと、シン・ユーは背を向ける私をぎゅっと抱きしめる。

「リェン・ファが、ハイデアデルン国に残りたいと言ったら困るから、出港前には聞けなかった」

「そ、そうだったんだ！」

　カ～ッと、顔が熱くなっていく。シン・ユーは私がいないと、困るらしい。

　珍しく弱気なシン・ユーに、きゅんとしてしまう。弱みも見せてくれるようになったことを、嬉しく思った。

「しかし──」

「ん？」

「ハイデアデルン国に残ると言った場合、攫さらってでも連れて帰ったがな」

「ひえっ!!」

　弱気じゃなかった。シン・ユーは、いつもの物騒なシン・ユーだった！

「俺おれについて来てくれて、ありがとう」

　耳元で囁ささやかれた言葉にドキッとする。

　もしかして、シン・ユーに「ありがとう」を言われたの、初めて？

　いつもは、ぶっきらぼうに「感謝する」とか、お堅かたい言い方だったような。

「これからは、リェン・ファだけのことを考えて生きるから」

「いやいや、他のことも考えて！」

　そう言うと、シン・ユーの体が震える。きっと、背後で笑っているのだろう。楽しそうで何よりだ。

「シン・ユー、私、幸せだよ」

　父は幸せに暮らし、義母は元気になって、それから私を必要としてくれるシン・ユーがいる。これ以上、嬉しいことはない。

　私の想おもいに応えるように、シン・ユーは抱きしめる腕に力を込めてくれる。

　心の中にじんわりと、温かなものが広がった。




　雲一つない青い空に、波一つない穏やかな海──本日は絶好の船出日和びよりだ。

　出航する船は、希望へ向かうだろう。




　そう、私は信じている。


完
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　こんにちは、江え本もとマシメサです。『没ぼつ落らく令れい嬢じようの異国結婚録』三巻をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　なんとか最終巻をお届けできて、ホッとしているところです。




　没落令嬢～は、『小説家になろう』というサイトで約四年前に連れん載さいしていた作品で、大きく加筆修正を行って生まれ変わった物語となっております。

　一番の変化は、シン・ユーがよく喋しやべる点でしょうか。ｗｅｂ版はほとんど喋らず、空気でした。

　書しよ籍せき版はバンバン喋らせていましたが、途と中ちゆうでキャラ崩ほう壊かいしたり、らしくない行動をしたり、迷めい走そうしていました。

　そんな時は担当さんがそっと軌き道どう修正してくださったので、イメージを崩くずさずお届けできたのかなと。




　リェン・ファと義母はたいして変わりませんでしたが、ｗｅｂ版で義母が大人気だったのでエピソードを追加しました。

　他にも、料理要素を強めたり、ラブラブなシーンを加筆したりと、パワーアップしたものをお届けできたかな、と思っております。




　担当さんには、大変お世話になりました。そして、サイトにある物語の大海の中からこの作品を発はつ掘くつしてくださり、心から感謝しております。

　そしてなんといっても、イラストレーターのまち先生のイラストなしには作品を語れません。可愛かわいいキャラクター達を描えがいてくださり、心から感謝しております。

　その中でも、義母がとびきり美人で……。イメージぴったりの美しい母を世に送り出していただきました。

　シン・ユーはクールでカッコよく、リェン・ファはほわわんとした癒いやし系に仕上げてくださり、イラストが届くたびに幸せな気持ちになっておりました。

　本当に、ありがとうございました。




　最後に、読者様へ。

　物語にお付き合いくださり、ありがとうございました。

　また、どこかで会えることを信じて、執しつ筆ぴつ活動を続けたいと思います。


江本マシメサ



















電子書籍特典　書き下ろし短編「シン・ユーとお菓子作り」









　今日、シン・ユーはお休みだ。何をするのかと観察していたら、短剣を取り出しておもむろに石で研ぎ始めた。

「なんでそうなるのっ！」

　思わず、本人を目の前にして叫んでしまった。

　シン・ユーは何か？　という視線を向けてくる。

「短剣研ぎは、休日に張り切ってするものじゃないんだよ」

「することがないから、しているだけだ」

　やはり、そうだったのか。がっくりと項垂れてしまう。

「休みの日は、楽しいことをするの」

「楽しいこととは、こう、か？」

「こう？」

　シン・ユーは私を抱き寄せ、腕の中に閉じ込めた。ついでに、額にキスをしてきた。

　突然の行動に、恥ずかしくなる。唇が触れた部分から、熱が顔全体に行き渡っていくような気がした。

「ち、違う！　こういうことじゃなくって、何か、趣味を見つけてほしいの！」

「趣味？」

「そう」

　私はシン・ユーの腕から脱出し、居住まいを正す。そして、質問を投げかけてみた。

「ご趣味は？」

　シン・ユーはすぐに「特にない」、と言葉を返した。

　シンプルな回答に、ガクッと体が傾いてしまった。

「う～～ん。もっと、何かない？」

「一つ、あった」

「何？」

「リェン・ファを眺めていると、癒される」

「それは、趣味にしたらダメ！」

　そう言うと、シン・ユーは不満そうに腕を組む。

「そもそも、趣味とはどんなものをいうのだ？」

「そのことを考えていると、楽しくって、幸せになれるもの！　よく、考えてみて」

　シン・ユーは目を閉じ、何か考えるような仕草を取った。数十秒後目を見開き、思いついた趣味を教えてくれた。

「やはり、リェン・ファしか浮かばない」

　……シン・ユー。趣味が私っておかしいよ。

「その趣味は、認めない！」

　こうなったら、私の趣味に付き合ってもらう。

「シン・ユー、ちょっと来て！」

　ぐいぐいとシン・ユーの腕を引き、辿り着いたのは台所。

「今から一緒に、お菓子を作ろう」

　嫌がるかと思いきや、シン・ユーは従順な態度でコクリと頷いた。

「今日はね、栗クリーム饅頭を作ろうと思って」

　この国では、饅頭に甘く煮込んだ小豆を包む。私も大好物だが、小豆を煮るのは一苦労なのだ。

　饅頭は、とにかく生地がふっかふかでおいしい。きっと、どんな甘味にも合うはずだと思い、栗クリームと合わせてみることにしたのだ。

　とりあえず、台所で棒立ちになっている助手のシン・ユーに作業を命じた。

「助手のシンさんは、お湯を沸かしてください」

　ヤカンを手渡したが、すぐに動こうとしない。

「ん、どうしたの？」

「飲み水は、街に買いに行くのか？」

「庭にある井戸の水、飲めるから」

「火は、どうやって熾す？」

「私が熾しておくから、とりあえず井戸から水を汲んできて」

　なぜ、そんなことを知らないのか。シン・ユーを見送っていたら、ハッと気づく。

　そうだった。ほんの一年前までシン・ユーはザン家のご当主様で、使用人が大勢いる家に住んでいたのだ。

　ここに来てからも、私がすべて世話をしていた。そのため、井戸の水が飲めることすら知らないのだろう。

　シン・ユーは、その、俗にいう、世間知らずというヤツである。

　ここで、危機感を覚えた。シン・ユーは私がいなくなったら、生きていけなくなるのでは、と。今のうちから、少しずつ家事を教えておいたほうがいいかもしれない。

　井戸から戻ってきたシン・ユーは、ヤカンに水を入れてかまどの火口に置く。

　シン・ユーがヤカンを見守っている間に、私は材料を量った。

「じゃあシン・ユー、お饅頭の作り方、教えるね」

　シン・ユーは腕を組み、じっと見下ろしていた。饅頭作りに興味があるようには見えないが、料理の一つもできないと生きていけないだろう。頑張って、覚えてほしい。

「まずは、小麦粉をふるいにかけたものに、酵母、砂糖を混ぜて、ぬるま湯を少しずつ入れながら練っていきます」

　最初は手にくっつくけれど、丁寧に混ぜていくと生地がだんだんまとまってくる。生地がなめらかになったら、綺麗な円形に整えて二十分ほど発酵させる。

「生地を発酵させている間に、栗クリームを作ります」

「リェン・ファ、ちょっといいか？」

「何？」

「なぜ、敬語なのだ？」

「先生は、敬語なんです」

「そうか」

　シン・ユーはこれ以上追及せず、黙って話を聞く姿勢を取った。

　気を取り直して、栗クリーム作りに取りかかった。

「これは、家族みんなの大好物だったの」

「そうか。思い出の、味なんだな」

「うん！」

　秋になると、栗が安くなる。大量に買って、甘露煮にして保存するのだ。

　栗の甘露煮は潰して、牛乳と一緒に煮込むとクリーム状になる。

　実家にいた時は、ケーキに添えて食べていた。残ったら、パンに塗って食べたり、ミルクに溶かして飲んだりしていた。

　今回は、大華輪国風にアレンジ。栗クリームは、饅頭の生地に包んで蒸すのだ。

　生地を丸く広げ、栗クリームを包み込む。

　饅頭包みが初挑戦のシン・ユーは、苦労していた。

「皮を破らないようにね。優しく、優しく包むんだよ」

「……」

　饅頭を包むシン・ユーの顔が怖い。なぜ、生地と栗クリームを睨みながら包んでいるのか。

　見ていたら、だんだん面白くなって笑ってしまった。

「何が面白いんだ？」

「シン・ユーが怖い顔を向けている先が、饅頭だから」

　一年前まで、このような平和すぎる様子を見ることができるなんて、想像もしていなかった。

　よかった。シン・ユーが饅頭作りに挑戦できるほど、平和な世になって。

　もう、シン・ユーは誰かに怖い顔を向けないでいいんだ。

　そんなことを考えていたら、ちょっとだけ泣けてきた。

　笑い過ぎて、泣いてしまったことにする。




　強火で十分。饅頭はふかふかに蒸しあがっていた。

　義母を誘い、外でお茶会を開く。

「お義母さん、じゃ～ん！　シン・ユーが、お饅頭を作りました」

「なんですって？」

　義母は怪訝な表情で、饅頭とシン・ユーを交互に見つめていた。

「シン・ユー、本当に、あなたがこれを作ったの？」

「なかなか、楽しかった」

「ですって！」

　義母にシン・ユー特製、栗クリーム饅頭を差し出す。

「どうぞ召し上がれ」

「きちんと、作れているのでしょうね？　ああ、嫌だわ、シン・ユーの作った饅頭だなんて、怪しい……」

　そう言いながらも、義母は食べてくれた。饅頭を口に入れた瞬間、カッと目を見開く。

「お義母さん、どう？」

「あら、おいしい、わ」

「本当？」

「ええ。噓は言わないわ」

　私も食べてみる。生地はふっかふかに蒸しあがっていて、栗クリームはなめらかだ。

「わっ、おいしい！　こんなおいしいお饅頭、初めて！」

「ほとんど、お前が作った物だろう？」

「でも、お饅頭は包む時に、愛情を込めなきゃおいしくならないから」

「そうなのか？」

「そうなの！　これは、シン・ユーの愛がこもっているから、とってもおいしいんだよ」

　シン・ユーも一つ摑んで食べていた。

「お味はいかが？」

「うまい」

「でしょう？」

　そんなわけで、家族三人で栗クリーム饅頭をじっくり堪能した。

　その日から、シン・ユーがたまに饅頭を作ってくれるようになった。

　これが、おいしいのなんのって。




　シン・ユーの趣味ができた日の話である。
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